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大奥のサクラ




現代大奥女学院まるよんっ！








日日日





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さくらちゃん！」

「秀ひで影かげさまっ！」

「さくらちゃぁぁぁああああん♪」

「秀影さまぁぁぁぁあ──んっ♪♪♪」




　天下分け目の関ヶ原の合戦を豊とよ臣とみ側が制し、安あん寧ねいの秩ちつ序じよを築きあげてから四百年。

　戦国時代に終しゆう止し符ふが打たれ、永き平和が訪おとずれたが──凪なぎの時間は幕を閉じ、世は再び動乱の時代を迎むかえようとしていた。




　この国に軋きしみをいれる火種は、みっつ。







　この国を制せい覇はし栄えい華がを極きわめつつも四百年の疲ひ労ろうと腐ふ敗はいが渦うず巻まき、若き新将軍を迎え心機一転──再生を迎えようと目もく論ろむ豊臣幕府と、それが内包する『大奥』。

　長崎の出島を突とつ如じよとして占せん拠きよし、暴ぼう虐ぎやくのかぎりを尽つくす異国の軍勢──『黒船』。

　乱れた世を憂うれい民衆の味方として名声を集める新進気き鋭えいの戦せん闘とう集団──『新しん撰せん組ぐみ』。




　各おの々おのの勢力が鎬しのぎを削けずり三つ巴どもえの攻こう防ぼうをつづける、波乱の現代。

　けれど暗雲たちこめるこの時代に、ひとつの愛が花咲さいている。

「んもうっ、秀影さまったらぁぁん──しばらくお会いしないうちにすっかり将軍の風格というものを身につけておしまいになられてっ……♪」

「俺のほうこそ夢のなかでもずっと君に恋こい焦こがれていたが、現実の君は俺の夢想を上回る愛らしさ美しさだよさくらちゃぁんっ……♪♪♪」

　ひとりの青年とひとりの少女が、夢中で抱だきあいくるくる回転しながら、気が触ふれたように愛の言葉を叫さけびあっている。

　他人の目など気にすることなく、全力で、ふたりでひとつの生き物であるかのように抱ほう擁ようしあいそれでも足りぬと身を擦すりあって──。

　片や、悪あく辣らつ非道な前政権を打ち倒たおし、平和な新時代を築くため労苦を惜おしまぬ心優やさしき新将軍──豊臣秀影。

　片や、愛のため夢のために女たちの愛あい憎ぞう渦うず巻まく『大奥』を勝ち抜ぬき、八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくで新将軍に寵ちよう愛あいを受ける『大奥』序列四位『百手むかで姫ひめ』──本名、さくら。

　かつて愛を誓ちかいあった仲であり、今もなお互たがいを求めあい、幾いく多たの困難が恋こい路じに立ち塞ふさがるなか手をとりあうようにしてそれを乗りこえてきた運命の恋こい人びとふたり。

　これは、その久方ぶりの再会なのであった。




「あの、ぼく──もしかしてお邪じや魔まかなぁ？」




　周りが視界に入っていないふうにいちゃいちゃとするふたりのそばで、途と方ほうに暮れたようにひとりの少女が恐おそる恐る、手を挙げて発言した。

『大奥』序列三位、『蛍ほたる』である。

　この国でおおきな信しん仰こうを集める大寺院の跡あと継つぎ──という『大奥』でも異例の出生をもつ十三歳で、『大奥』の爆ばく弾だん魔ま、の異名をとる凄すご腕うでだ。

　奇き抜ばつな外見のものが多い『大奥』のご多た分ぶんに漏もれず鎧眼鏡ゴーグルと補聴器ヘツドフオンで頭部を覆おおい、手て甲こうと脚あし甲こうを嵌はめ完全武装の態ていである。同年代のものに比べて立派すぎる胸むな元もとが『大奥』の制服をおおきく押しあげており、あどけない子犬のような童顔と何だかちぐはぐだ。

　彼女は恋人ふたりの熱気に噎むせるように、やや怯ひるんで距きよ離りをおいていたが。

　そんな彼女の声を耳みみ聡ざとく聞きつけ──さくらが満面の笑えみで振ふり向くと恋人から離はなれ、一直線に駆かけ寄ってきて『蛍』に飛びついた。

「『蛍』さぁんっ♪」

　そのまま熱に浮うかされたように全力で抱きつきながら、好き♪好き♪というようにほっぺに接吻キスの嵐あらしをふらせる。

「あなたって、あなたってひとはぁっ──んもうっ、心こころ憎にくいことをしてくれるじゃないですかぁっ！　何て優しい良い子なの！　ありがとうございますっ、愛してますよぉっ♪」

「きゃっ……落ちついて『百手姫』、興奮しすぎだよ……？」

　困り顔になりながらも、『蛍』は尊敬する『大奥』の英えい雄ゆうに褒ほめられたのが面おも映はゆいのか、もじもじと頰ほおを赤らめる。

『百手姫』をしっかり抱きとめてから、「えへへ♪」と満足そうに微笑ほほえんで。

「ま、『大奥』地下監かん獄ごくが壊こわれちゃったからね──」

『百手姫』ことさくらとその仲間である『銀ぎん狼ろう長なが屋や』は、暴君『絲妃あらくね』を退治し魔ま王おうとも渾名あだなされた前将軍を暗殺する、いわば革命クーデターを決行し成功させた。

　公平に見て将軍殺しは最も重い罪であり、けれど『銀狼長屋』に正義ありと判断され恩情が示され、さくらは『大奥』地下監獄にて懲ちよう役えき刑けいが科された経けい緯いがある。

　けれど監獄は異国の勢力──『黒船』の『モモ』と名乗る賊ぞくに襲しゆう撃げきされ、また他ほかの要因もあって崩ほう壊かい、使用できなくなったのである。

　懲役刑をつづけることができず、また『モモ』撃げき退たいのおりに功績ありとして、さくらの扱あつかいがやや向上したのだった。

「当面は、いわば『百手姫』は保護観察処分ってとこかな──その名目で、ある程度は自由にしてあげられる。どこかに投とう獄ごくされることもなく、ふつうの生活に戻もどってもいいんだ。もちろんぼくが常に監かん視ししてるから、滅めつ多たなことはしないでね？」

『蛍』は力強く請うけおった。

「毒婦『絲妃』を倒しこの国を救った英雄である『百手姫』を、監獄なんかに押しいれなくちゃいけなかった──そのことを、心苦しく思ってたしね。ちょうどよかったんだよ、それに……」

　これは『蛍』には口が裂さけても言えないが、後ろ暗いところがあるのだった。

　現在の『大奥』序列一位『蠅王べるぜぶる』の命によって、『百手姫』が投獄され不在の間に──不本意にも、『蛍』は将軍と一夜をともにするためその寝しん所じよを訪れたのだ。もちろん何もなかったのだが、恋人を寝ね取とろうとした卑ひ怯きよう者、と罵ののしられても仕方がない。

　だから、せめて罪つみ滅ほろぼしにと──。

「『蠅王』や『執しつ行こう部ぶ』の上司が要いらんことを言ってくるまでは──好きに、振る舞まうといいよ」

　ちなみに『執行部』とは序列二位『鎌かま切きり』を頂点とした生徒たちの小規模集団──家臣団レギオンのひとつであり、『大奥』の法と秩序を担になう強い権力をもっている。

　公的には罪人であるさくらにとっては、その『執行部』の有力者である『蛍』と友好を結べたのは立場上、たいへん助かるはずだった。

『蛍』ははにかんで。

「たぶん『百手姫』は、いの一番に将軍さまに会いたいだろうと思って──ここにつれてきたんだけど。……正解だったみたいだね？」

「はいっ！　ほんとにありがとうっ、『蛍』さん！」

　元気いっぱいに頷うなずいて、さくらは再び恋人のもとへ抱きつきにいく。秀影もそれを優しく迎え、またふたりでくるくる回転し始めてしまったが──。

　その誰だれにも立ち入れない、愛と絆きずなを見せつけられて、『蛍』はすこしだけ胸に痛みを覚えたけれど。

「？」と小首を傾かしげ、首をふって雑念を散らした。

　これでよかったんだ。

　何か胸がもやもやするけど──考えない。『蛍』は体育会系だ。

「今晩は、ふたりっきりで過ごしなよ」

『蛍』はがんばって笑顔になると、仲なか睦むつまじくしている恋人たちに言った。

「しばらく離ればなれだったんだもん、積もる話もあるだろうしね。お邪魔虫は、とっとと退散するよ」

「え？　でもあの──よろしいのですか？」

　さくらが不安そうに、こちらを見てきた。

「わたしはいちおう、仮釈しやく放ほうみたいな身の上ですよ──おまけに、前将軍を暗殺したとされる罪人です。秀影さまとふたりきりにしていいんですか？　あの、『蛍』さんにご迷めい惑わくをかけるわけには……」

「ううん。その程度のことはさせてよ、ぼくにもそのぐらいの権力はあるんだよ。心配しないで──『百手姫』」

　さくらを安心させたくて、『蛍』は軽口を叩たたいた。

「ぼくがいないからって、えっちな真似まねをしちゃだめだよ？」

「し、しませんよ！」

「『百手姫』は真面目まじめだからそうだろうけど、将軍さまがなぁ──いちおう男のひとだし、男なんてみんな煩ぼん悩のうの塊かたまりだし。……ぼくだって、将軍さまにおっぱい揉もまれたし」

　瞬しゆん間かん、目にも留まらぬ速度で抜ばつ刀とうされたさくらの武器──真しん紅くの刃はをもつ血刀が『蛍』の首を両側から挟はさみこむように、突つきつけられた。

　両目を見開き、引きつった表情で──さくらが、地の底から響ひびくような声をだす。

「ドウイウコトデスカ『蛍』サン……詳シク説明シテクダサイ……」

「ひぅっ!?　何その『赫あか竜とんぼ』さんみたいな声──怖こわいよ『百手姫』っ!?」

　両手をあげて文字どおり『お手上げ』の仕草をすると、『蛍』は怯おびえる。

「ち、ちがうの！　将軍さまは悪くなくてっ、事故だったっていうかっ──」

　いけない、口が滑すべった。

『蛍』は余計な発言をしたことを悔くやみつつ、無む駄だに命の危機に晒さらされながら──念を押すように、忠告した。

「言っとくけど、壁かべに耳あり障子に目あり──たぶん、あの『蠅王』はいつでもきみを監視してる。ぼくがそばにいなくても、気を抜いちゃだめだよ」

　この会話もたぶん、あの地じ獄ごく耳みみには聞こえている。

「もし万が一、きみが変な気を起こしたら──ぼくはきみの身体からだに仕し掛かけた爆ばく弾だんを、炸さく裂れつさせなくちゃいけない」

『蛍』は己おのれの能力で、さくらの内部に『蛍』自身も除去できない爆弾を仕掛けた。現在の『大奥』の頂点である『蠅王』に命じられてやったことだが、そうして『百手姫』の命を握にぎっているかぎり、けしてお友達みたいにはなれない。

　それがすこし、『蛍』には寂さみしかった。

　さくらもそれを思いだしたのか、表情を消して、頷いた。

「わかっています。上には逆らいませんよ、……あなたもご苦労さまですね」

　だがその横に立つ秀影が、進みでて、この国でいちばん偉えらいのに──頭をさげた。

「ありがとう、『蛍』さん。事情はよくわからないけど、それでも君が示してくれた厚こう意いを──さくらちゃんと、こうして引きあわせてくれたことを、俺は感謝するよ。君もいろいろ面めん倒どうな立場なんだろうけど、何か困ったことがあったら俺を頼たよってくれ。できるかぎりで恩返しをするよ」

　言いながら、ちいさい子供にするように、頭を「良い子、良い子」と撫なでてくれた。

『蛍』の胸がきゅんと高鳴る──けれど、それを押し殺すように。

「き、気安く撫でないでください将軍さま！　男に触さわられると、ぼく蕁じん麻ま疹しんがでるの！　かかか、勘かん違ちがいしないでね！　『百手姫』のためにやってるだけなんだから！」

「わかってる。でも、さくらちゃんのためを思って行動してくれる君に──やっぱり、俺はありがとうって言いたいんだよ」

　髪かみの毛がくちゃくちゃになるまで撫でくりされて、『蛍』は「はわ……わ……」と真っ赤になると、逃にげるように踵きびすをかえした。

「も、もうっ──とにかく！　明日の朝には迎むかえにくるからね！　頼たのむから面倒な騒さわぎを起こさないでね！　じゃあねっ、おやすみっ！」

　おやすみなさいっ♪　と恋人ふたりに仲良く見送られ手をふられ、『蛍』は何だかむしゃくしゃしながら将軍御ご座ざ所しよからでると、深々とその場で礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎをし──しんと静まりかえった廊ろう下かを進む。

　ずいぶんと遅おそい時刻だ、普ふ段だんからこの区画はあまり人ひと気けもないし──お化けがでそうだ。

『蛍』の自宅は『大奥』だ、今から各種の手続きをして大おお阪さか城内からでるのも億おつ劫くうだし、何よりちょっと人ひと恋こいしい気持ちがあった。

「あ、そうだ──」

　携けい帯たい電でん話わを取りだし、番号を呼びだす。

「久しぶりに、あの娘このとこに泊とめてもらおっかな」

　独りごち、背後から響く恋こい人びとふたりの賑にぎやかな談だん笑しようを聞きながら、やっぱりちょっと複雑な気持ちを抱かかえつつ──とぼとぼ、『蛍』は歩いていく。




　ここは天下の大阪城。

　いまだ動乱の渦か中ちゆうにある、けれど今晩だけは──平和で幸せな、恋人たちの閨ねや。







　第一幕　刑罰執行人　すうぱあ☆ひろいん
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　大阪城は基本的に将軍とその身内の住居だが、その身の回りの世話や護衛をする番兵や召めし使つかいの詰つめ所がある。いちいち出勤するのもたいへんなので、彼らはここで暮らしているのだ。

　前将軍吉よし刳くるは警けい戒かい心しんが強かったのでそんな己の配下すら遠ざけたが、秀ひで影かげはふつうに不便だろうと、永らく使われていなかった詰め所を開放し貸かし与あたえてくれている。

　地下はそんなものたちの住居として改築と掃そう除じの真っ最中であり、すでに数十人が生活をしている。

　その最下層にて──『蛍ほたる』の知人が居を構えていた。

　すでにみんな就しゆう寝しんしているのだろう、ひっそりと静まりかえった廊下を歩き、『蛍』はきょろきょろと周りを見回しながら。

「えぇっと、どこだったかな──」

　そう何度も訪おとずれた場所ではないから、土と地ち勘かんがなかった。廊下を当て所なく歩いていると、すぐに気づく。番兵が雑魚ざこ寝ねしている広い部屋がいくつも並ぶ区画、その最さい奥おうだ。生意気に知人は地位だけは高いので、一室を独どく占せんしている。

　唯ゆい一いつ、扉とびらの隙すき間まから灯あかりが零こぼれた部屋だ。

　すぐにそこが知人の部屋だと知れたのは、室内からすっとんきょうな歌声が聞こえてきたからであった。

「にゃにゃん！　にゃにゃにゃん！　にゃにゃにゃにゃ～ん♪」

　いかにも頭の悪そうな、けれど可愛かわいらしい女の子の声である。

「たったかえみんなの未来のた～め～に～！　強いぞ負けるな☆ばけねこ戦隊ゴレンニャー！　にゃにゃゃん！　日本の平和をまっもるため～！　みんなの涙なみだをとっめるため～！　愛と勇気で宇宙が爆ばく発はつ～！　にゃにゃん！　にゃにゃにゃん！　にゃ～ん♪♪」

「『鎌かま切きり』」

　呼びかけながら扉を開き、『蛍』は入室する。

　施せ錠じようもされていなくて無防備だとは思うが、この部屋の持ち主の力量を考えたらまぁ警けい戒かいは不要というか──。

　だらしのない性格をしてるのだ、こいつは。

　任務は完かん璧ぺきに果たすし仕事中は神経質なぐらい規律ルールを守るのだけど、私的オフの時間はこんなふうにグダグダで、落差が激しい。

「寝ねてるひともいるんだからさ、深夜に大声で歌っちゃだめだよ？」

　お小言を述べながら、『蛍』は踏ふみこんでいく。

　あらためて室内の様子を眺ながめた。

　子供部屋──といった印象だ。

　面積はかなり広いのだが、あちこちに絵本やおもちゃが散らばっていて足の踏み場もない。でんと鎮ちん座ざするおおきな寝台ベツドにも大小のぬいぐるみや子供服が散らばっていて、かなり片付けたい。『蛍』はきれい好きだ。

　置かれている調度も高価な代しろ物ものなのだろうが、丸みをおびていて色彩豊かカラフルで、いかにも幼児の保育施し設せつみたいだ。壁にはべたべたと下手へたくそな絵が描かかれた紙が貼はりつけられ、それ以外のところも落書きで埋うまっている。

　部屋の真ん中に置かれた大画面のＴＶでは肩かたからちからが抜ぬけるような低てい俗ぞくな特とく撮さつ映画が流れており、何か怪かい獣じゆうが巨きよ大だい機械ロボツトと殴なぐりあいをしている。

　その正面──。

　もっちりとした座布団クツシヨンを抱だきしめるようにしてうつ伏ぶせに寝ころび、ひとりの少女が駄だ菓が子しをかじっていた。寝間着パジヤマ姿で足をぱたぱたと動かし、上じよう機き嫌げんに歌っている。

　彼女の名前は『鎌切』。

　かつての実力者たちが死亡あるいは行方ゆくえ不明となっている現状において、おそらく単純な戦せん闘とう能力では『大奥』で最強かもしれない──でもそうは見えない、無む邪じや気きな子供だ。

　大奥女学院序列二位。

　生徒の風紀を取り締しまる『執しつ行こう部ぶ』の部長──つまり『蛍』の上司だ。

　生徒に懲ちよう罰ばつを与える役目を担になっており、ひとは彼女を刑罰執行人──あるいはもっと端たん的てきに、処しよ刑けい人と呼ぶ。

　でもそんな恐おそろしげな呼こ称しようが似合わない、ちいさくて愛らしい女の子である。

「にゃひ？」

　呆あきれかえって声もでない『蛍』に気づいて、『鎌切』が元気よく顔をあげた。

　無造作にのばされた長い薄うす緑みどり色の髪の毛が跳とびはね、両目には星くずいっぱい。深しん紅くの円まるい髪留めが頭の左右に輝かがやいており、そこで結ゆわえたちいさな髪の房ふさがぴょこんぴょこん揺ゆれている。口元には食べかすだらけ。

　秀影の妹、豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめと同年代に見えるが──実じつ年ねん齢れいはもうちょっと上で、今年で十四歳とかだったはずだ。

　つまり『蛍』のひとつ年上なのだが、それにしては言動が幼すぎる。

「にゃひひ☆」

　彼女は変な鳴き声（？）をあげると両手をつかって元気よく真上に飛び跳はね、信じられない身軽さで宙を回転、着地と同時にこっちに突とつ進しんしてきた。

「『蛍』ちゃんだ『蛍』ちゃんだ『蛍』ちゃんだ！」

　そのまま、一直線にこちらに近づき──全力で抱きしめてくる。

「『蛍』ちゃんが『鎌切』のお部屋に遊びにきてくれたもんっ！　超ちようびっくりだもん天変地異だもん地球が割れるもん！　にゃひひ！　嬉うれしいな嬉しいな嬉しいな！」

　後先考えずに砲ほう弾だんのごとく飛びついてきた『鎌切』に、ふつうに姿勢を崩くずして尻しりもちをつき、『蛍』は重苦しい溜ため息いきをついた。

　お尻は痛いし、『鎌切』が好き好き大好きと主張するように乳ち房ぶさのあたりに頭をぐりぐりぐりぐり押しつけてきて、息が詰まる。

『蛍』はずり落ちかけた鎧眼鏡ゴーグルをあげて、呻うめくように。

「『鎌切』、きみねぇ──」

「なぁになぁになぁに！」

「もうっ、その同じ言葉を何度も繰くりかえす癖くせをどうにかしてよ──正直うるさいし。頭が痛い……。あと、こないだ片付けてあげたのにもう部屋が散らかってるのはどういうこと？　食べたら食べっぱなし脱ぬいだら脱ぎっぱなしで──」

『鎌切』を「ぐいぐい」と引き離はなして、立ちあがると、『蛍』は乱れた服を直しながら。

「いちおう、ここは仕事場でもあるんだからね。こんな小こ汚ぎたなくしてたら同じ『執行部』として恥はずかしいよ。きみはその、だらしないところを直せって前から──」

「にゃひひっ♪」

　お小言を述べているのに、『鎌切』は嬉しそうに笑っているだけ。

　ひとの話を聞かない娘こなのだ。

『蛍』は諦あきらめて、再び抱だきついてこようとする『鎌切』の顔面を「むぎゅる」と押しかえしつつ、鎧眼鏡ゴーグルと補聴器ヘツドフオン、手て甲こうなどを外してそのへんに置いた。

「自宅まで帰るのが面めん倒どうだからさ、今日はここに泊まっていい？」

「いいよいいよいいよ！」

　無む駄だに連呼して、『鎌切』はあっさりと受けいれてくれる。

「にゃひひっ、今日は『蛍』ちゃんとお泊まりっこだもん♪」

　超ちよう嬉うれしそうに笑うと、『鎌切』は裸足はだしを「ぱたぱたっ」と鳴らして部屋を走り回り、分厚い本を拾って「じゃ～ん☆」と見せてくる。

「あのねあのねあのね！　ご本を読んでほしいんだもん！　ほんとはお兄ちゃん将軍に読んでもらおうと思ってたんだけど、『蠅王べるぜぶる』ちゃんに行っちゃだめって言われて困ってたんだもん！　何かね～、今は『蛍』ちゃんの番だからって！」

　そこまで語って、不思議そうに。

「あれれ？　ってか『蛍』ちゃん～、今日はお兄ちゃん将軍のところじゃなかったの？　だから『鎌切』は遠えん慮りよしたのに、どうして『鎌切』んちにいるの？　何で何で何で？」

「将軍さまは、その──」

　秀影と『百手むかで姫ひめ』の仲を応おう援えんしたい。

　だから、自分は遠慮してふたりを水入らずにしてあげたのだ──などと、仮にも『執行部』の上司に説明しづらく言葉を濁にごしていると、『蛍』はふと気づいて。

「『鎌切』、その『お兄ちゃん将軍』とかいう不ふ遜そんすぎる呼びかたはやめなよ」

「いいじゃんいいじゃんいいじゃん！」

『鎌切』は「ぶうっ」とくちびるを尖とがらせた。

「お兄ちゃん将軍は優やさしいから怒おこったりしないもん！　あのね～、『鎌切』が行くといつもお兄ちゃん将軍いっしょに遊んでくれるの、お菓か子しくれるし～♪　絵本とか読んでくれるし、『鎌切』が寝るまで頭撫なでてくれるの～♪　にゃひひ☆」

　この国の支配者、天下の征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに何させてんだこの子──。

『蛍』はまた頭痛がしてきたが、この頭からっぽな上司を教きよう導どうしてやりたくて。

「あのね『鎌切』、ぼくらが将軍さまの寝しん所じよに招いていただける──その意味を理解しているの？」

「え？　いっしょに寝るんでしょ？　『蠅王』ちゃんそう言ってたもん？　だからね～、いつもお兄ちゃん将軍に抱っこされて寝台ベツドに転がって～、たっくさんお話をするんだもん！　『鎌切』、すぐ眠ねむくなっちゃうんだぁ♪」

「それで朝までぐっすりなの、きみは──『寝る』っていうのは、あぁもう……」

　もう面倒になってきて、『蛍』が何も言えないでいると。

『鎌切』は「？」と小首を傾かしげてから、ぴょんと飛び跳ねて勢いよく寝台ベツドに寝そべり、自分の横を「ばんばん！」と叩たたいた。

「こっちこっちこっち！　いっしょに寝るもん『蛍』ちゃん！　あのね～、このご本ね～漢字がいっぱいで難しいんだもん♪　だから読んで読んで読んで！」

「はぁ……」

　疲つかれてきて、溜息をつくと『蛍』は寝台ベツドまで移動し、『鎌切』の横に腰こしかける。

　制服のままというのもどうかと思い、脱いでいく。同性だし、べつに下着でも構わないだろう──『鎌切』の寝間着パジヤマは寸法があわないし。

「『鎌切』、そんな吞のん気きにしてていいの──『蠅王』が言ってたじゃん、何か城下町でおかしな事件が起きてるって……」

　それは、先ほどの幸せそうだった『百手姫』には伝えなかった事こと柄がらである。

　せめて、たった一晩ぐらいは──穏おだやかに、愛するひととすごしてほしかったから。

　だが時代はいまだ狂きよう乱らんを抱かかえており、城下町ではけして見すごせぬ、凄せい惨さんな事件が起きているという──万ばん事じを見通すようなあの不気味な女、現在の序列一位である『蠅王』から知らされたのだ。

『執行部』の頂点である『鎌切』にも、当然ながら報告がいっているはずなのだけど。

「にゃひひ～♪」

　身体からだを寝具シーツで隠かくしながら横になる『蛍』に、待ってましたとばかりに抱きついてきて。

　そんな幼い仕草にそぐわない、無む慈じ悲ひなことを語る。

「『鎌切』はね～、それが正義なら誰だれでも殺すもん？　正義ってのは、決めごとだもん──法律で、掟おきてだもん。でもまだ事件の真相がわかんない、犯人がいるなら『鎌切』が殺すもん？　でも今は何がなんだかわかんない、だから動くに動けないもん？」
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　その無邪気な殺意に、『蛍』は一いつ瞬しゆん──背筋が凍こおるようだった。

「『絲妃あらくね』ちゃんがいたころは、あのひとが正義を決めてくれたもん。『絲妃』ちゃんが正義で、それに逆らうものが悪だったもん。だから、今はちょっと困ってるんだもん──ねぇ『蛍』ちゃん、どれが正義で？　どれが悪だもん？」

「『鎌切』──」

　この可愛かわいらしいだけではない少女の心の闇やみに、ぞっとするものを感じながら。

「そういうことは、自分で決めるものだよ。きみは、いつも判断を自分以外に委ゆだねていて──見てて危なっかしいよ。法律も何もかも、決まりごとってものは曖あい昧まいで、時代によって変へん遷せんするものだよ。その善悪を判断するのは、心であるべきだよ」

「にゃひひ、『鎌切』は馬ば鹿かだから自分の判断なんて信用ならないもん──だから、偉えらくて頭いいひとに判断してもらって、それに従うんだもん♪」

　やはり、会話が嚙かみあわない。

　彼女は異質だ、あるいは子供ということなのかもしれない──その天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおに、痛ましさすら覚えて、『蛍』は珍めずらしく彼女を自ら抱きよせた。

　腕うでのなかで、ちいさな生命が燃えるようだった。

「ほ、『蛍』ちゃん……？」

　不思議そうな『鎌切』のつやつやした髪かみの毛を、そっと撫でる。

　願わくば、この子に正義を与あたえるものが、心優しくありますように。

「まぁ、いいよ──きみに何を言っても、無駄だろうね」

　不思議そうな顔をしている『鎌切』から、分厚い本をとりあげて、開いた。

　並んだ、荒こう唐とう無む稽けいな物語の羅ら列れつ。

　現実は血がしたたるように生々しく過か酷こくだけど、せめてこの一時ぐらいは──。

「それで、どこから読んでほしいの？」

　問うと、『鎌切』は見る見る──花咲さくような笑顔になって。

「にゃひひっ、『蛍』ちゃんは何だかんだいって優しいから大好きだもんっ♪」

　爆ばく弾だん魔まと処刑人は、眠くなるまで同じ時間を共有した。
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『大奥』序列二位『鎌切』の出生は、罪に彩いろどられていた。

『大奥』に在ざい籍せきする三千人の女生徒はすべてが将軍さまの所有物──それが建前だが、長い歴史のなかではたびたびその大前提を覆くつがえす間違いが起きてしまっていた。

　出資者スポンサー。『大奥』で行われていた殺陣たてを観戦しにくる諸大名や大商人。大工や各種の業者などなど──女の園そのと謳うたってはみても出入りする男性はそれなりにいて、恋れん愛あいに興きよう味み津しん々しんな年若い少女たちと深い仲になることもままあった。

　もちろん、それは発覚すれば極きよつ刑けいもありうる重罪である。

　将軍さまの宝に手をだしたのだ、唾だ棄きすべき盗人ぬすつとだ。

『鎌切』の両親もそんな不義密通を重ねてしまい、お手て討うちとなり、調べるかぎり父は切腹に追いこまれ、母は『大奥』から追放になったらしい。

　けれど、両親が断罪されたときすでに『鎌切』はこの世に生を受けていた。

『大奥』はこの赤ん坊ぼうを持て余したようだが、母が強力な能力をもつ高位の異能力者だったため──将来性を見込まれ、他人の手によって教育されおおきくなった。

『大奥』で生まれ育った少女。

『鎌切』の世話を焼いてくれた乳母うばは優しく、『大奥』での生活は何不自由なかったが、長じるにつれてどうしても嫌いやな陰かげ口ぐちが耳に届いてくる。

　不義の子。

　罪の子。

　穢けがらわしい、盗人と売女ばいたの子──。

　そんな誹ひ謗ぼう中傷をはねのけるために、『鎌切』は徹てつ底てい的に『大奥』の原則に忠実な人格を育はぐくんだ。規定に沿い、規律に従い、規則を遵じゆん守しゆする。そのように己おのれを真っ直すぐに歪ゆがめようとも、両親の罪が雪すすげるわけもなかったろうに。

　他人が刻みこんでくる呪のろいのごとき罪の烙らく印いんを、忘れるように──『鎌切』はひたすらに正義の御み旗はたにくるまれて己の心を守っていた。

　いつしか強大な異能力が開花し、その力量と法を厳守する人格が見込まれ、『大奥』の裁定者『執しつ行こう部ぶ』部長として抜ばつ擢てきされた。

　そして『鎌切』は泣く子も黙だまる遵じゆん法ぽう者──冷れい酷こく無情な刑けい罰ばつ執しつ行こう人として、その名を轟とどろかせることになったのだ。

　自分は、父や母とはちがう。『大奥』を裏切ったりしない。罪を犯おかしたりなんてしない。偉いひとの言うことを聞く。規則ルールは必ず守る。

　罪の子なんかじゃ、ない。
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「ちちうえ……ははうえ……」

　涙なみだを浮うかべ、可愛らしい顔をくしゃくしゃにして、『鎌切』は呻うめいた。熟じゆく睡すいできずに悪夢にうなされ、ぱちりと両目を開く。

　肌はだ寒ざむい季節だ、身体の芯しんまで冷えている。何だか人ひと肌はだのぬくもりが欲しくて、昨晩は『鎌切』をぎゅっと抱だきよせて眠ってくれた『蛍』をお布ふ団とんのなかで捜さがした。母のお乳を求める赤ん坊みたいに。

「──あれ？」

　けれど、布団のなかには『鎌切』しかいない。

「『蛍』ちゃん？」

　周囲を見回したが、室内はしんと静まりかえっている。散らかされたぬいぐるみや絵本が、どこか寂さみしげに窓から差しこむ朝あさ陽ひのなか陰かげをつくっていた。『鎌切』は『蛍』が体温を残した布団をぎゅっと抱きよせると、ぐすん、と洟はなを啜すすった。

『蛍』は真面目まじめだから、早起きして授業にでも向かってしまったのか。『鎌切』を置き去りにして。でも、だったら起こしてくれてもいいのに。『鎌切』がぐっすり眠っていたから、気を利きかせた──のだろうか。

「ひぐっ」

　切なくなって、『鎌切』は嗚お咽えつを漏もらすと。

「うあ～ん！」

　慟どう哭こくした。

「『蛍』ちゃん『蛍』ちゃん『蛍』ちゃん～！　どこ～？　やだもん～っ！　『鎌切』を独りにしないで～！　あ～ん！　うあああ～んっ！」

　ぼろぼろと、宝石みたいにおおつぶの涙を零こぼしていると。

　部屋の奥、お風ふ呂ろや洗面所に繫つながるちいさな扉とびらが思いっきり開いた。

「どうした『鎌切』ーっ!?」

　姿を見せたのは、血の気を失った『蛍』である。どうやらきれい好きな彼女は朝あさ風ぶ呂ろと洒落しやれこんでいたらしい。タオルで身体を覆おおい、濡ぬれ髪を乱して、肌はだに伝った雫しずくを拭ぬぐいもせずに飛びだしてくる。

　慌あわてて駆かけ寄ってくると、大口をあけて泣きじゃくっている『鎌切』を心配そうに「おろ、おろ」と見た。

「どどど、どうしたの？　何なの？　敵てき襲しゆう？　お腹なかでも痛いの？　嫌な夢でも見たの？　泣いてちゃわかんないよ!?」

　動どう揺ようしている彼女を、『鎌切』は涙で潤うるんだ双そう眸ぼうで見つめ──その年下とは思えぬ胸むな元もとのふくらみに顔を埋うずめ、ぎゅっと抱だきしめた。

「『蛍』ちゃん～！　うああ～ん！」

「な、何なの？　もう──」

　見たところ『鎌切』に外傷などがなさそうだと判断したのか、『蛍』はすこしだけ安あん堵どし、こちらの髪の毛をもふもふと撫なでてくれた。

　そんな優やさしい『蛍』にたっぷり甘やかされながらも、『鎌切』は拗すねたように「きっ」と吊つり目がちに彼女を睨にらみつけた。

「酷ひどいもん、酷いもん、酷いもん！　うあ～ん！　『蛍』ちゃんの馬ば鹿か馬鹿馬鹿！」

「え？　ぼく何で怒おこられてるの？」

「『鎌切』を独りぼっちにしたでしょ、意地悪だもん！　『蛍』ちゃんの鬼き畜ちく！　爆ばく乳にゆう！」

「そんなこと言われてもな──んもう、泣かないでよ。年上でしょ、『鎌切』は。ぼくよりお姉さんでしょ～？」

　言いながらも、ぐずる『鎌切』の後頭部をよしよしと撫でてくれる。

『蛍』は、あったかい。

　安心して寝ねちゃいそうになる『鎌切』に、『蛍』は溜ため息いきをついて。

「まったく、困ったさんだよね──涙とか、よだれとかつけないでよ。せっかくお風呂に入ったのに……」

　言いながらも『鎌切』を腕わん力りよくでのけて、『蛍』はてきぱきと着き替がえを始める。身体からだを丹たん念ねんに拭ふき、下着や制服を身につけて──鎧眼鏡ゴーグルや補聴器ヘツドフオンなどもつけた完全装備だ。

　先日、大おお阪さか城に侵しん入にゆうした賊ぞくに無防備を晒さらして不覚をとったことから、『蛍』は警けい戒かい心しんを強めているようだった。

　身体を馴な染じませるように元気よく柔じゆう軟なん運動をして、『蛍』は快活に笑った。

「ともあれ、泊とめてくれてありがとね。ぼく、将軍御ご座ざ所しよに顔だしてから授業にでるから──『鎌切』も遅ち刻こくしないようにね？」

「え？　でもぉ、まだ急がなくてもだいじょうぶだもん──『鎌切』とお喋しやべりしよ？」

「忙いそがしいんだよ、ぼくは。誰だれかさんが働かないせいで」

「う～。……あ！　お腹すかない、『蛍』ちゃん？　ここで朝ご飯食べるもんっ！」

　慌てて、『鎌切』はそのへんに転がっている食べかけのお菓か子しの包みとかを拾いあげ、ほらほら、と見せてみた。

『蛍』は困ったように眉まゆ尻じりをさげて。

「お菓子だと食べた気にならないんだよね、ぼく。遠えん慮りよしとくよ、行きがけに購こう買ばいに寄るつもりだしさ──『鎌切』？」

　戸と惑まどうように『蛍』が見つめる先で、『鎌切』は自分の寝間着パジヤマを握にぎりしめ、ふるふると震ふるえていた。駄だ々だをこねるみたいに。

　拗ねて、くちびるを尖とがらせると。

「最近、『蛍』ちゃんがぜんぜん一いつ緒しよにいてくれないもん──忙しい忙しい忙しい、そればっかりで。ちっとも遊びにきてくれないし、すぐにどっか行っちゃうし～！」

「仕方ないでしょ」

　さすがの『蛍』も我が侭ままばかりの『鎌切』に、機き嫌げんを損そこねたのか、顔をしかめて。

「『大奥』の序列上位者がほとんど死ぬか行方ゆくえ不明になって、ぼくらはほとんど最高位の序列を得ちゃったんだ──望むと望まないとに拘かかわらずね、立場があるんだ。ぼくらの仕事も増えたし、考えなきゃいけないことも多いし、人手が足りないの。利きかん坊なことばかり言わないでよ、『鎌切』」

「でも、やだもん──」

『鎌切』はまた涙ぐんで。

「寂さみしいもん、こんなの嫌だもん。権力なんていらない、序列なんて──『鎌切』は、みんなで仲良くできてればよかったもん。やるべきことをやって、偉えらいひとに褒ほめられて、それで満足だったもんっ」

　思わず口を滑すべらせて、『鎌切』は禁じられた言葉を吐はいた。

「これなら、前のほうがよかった──『絲妃』ちゃんがいたころのほうがよかったもん！」

　瞬しゆん間かん、『鎌切』の肩かたを『蛍』が思いっきり摑つかんだ。

　ぎしぎしと骨が軋きしむほどに、力強く。

　鍛きたえあげられたその握あく力りよくで、指先を『鎌切』の華きや奢しやな身体に食いこませて。

　怖こわいぐらい真しん剣けんに、告げてくる。

「『鎌切』」

　それは、いつも穏おだやかで優しい彼女には珍めずらしい──鬼き気き迫せまるほどの、拒きよ絶ぜつだった。

「冗じよう談だんでも、ものの弾はずみでも、そんなことを言っちゃだめだよ。前のほうがよかっただなんて……。いまのこの、平和な時代をつくるために、犠ぎ牲せいになったひともいるんだよ？　たくさん、たくさんだよ？」

「……『蛍』ちゃん、痛いっ──痛いもんっ……」

　身み悶もだえしてそう主張すると、『蛍』は「はっ」と我を取り戻もどして、脱だつ力りよくした。

「ごめん、『鎌切』──」

　悄しよう然ぜんとして、『蛍』は項うな垂だれてしまう。まだ、十三歳の子供なのだ。けれど彼女はそのちいさな身体には不ふ釣つりあいなほどの重圧と責務と、不安に揺ゆれている。余よ裕ゆうがないのだ、痛ましいぐらいに。

　それに気づき、支えたくて、寂しくもあって。

『鎌切』はそっと手を伸のばすと、『蛍』の指先を握りしめた。

「『蛍』ちゃん、せめて一いつ緒しよにいこ？　『鎌切』、『蛍』ちゃんが心配だもん──最近、無理してるみたいだから」

　言うと、『蛍』は何だかとっても神しん妙みような表情になって、もういちどだけ『鎌切』を抱きしめてくれた。それから、気き恥はずかしくなったように離はなれると、いつもの健康的な笑え顔がおを浮かべる。

「じゃ、準備しよう──」

　言いながら、『鎌切』の手をひいて、洗面所まで導いてくれる。

『鎌切』はすこしだけ安堵し、素す直なおに頷うなずくと、目元をごしごしと拭った。

　一寸先もわからぬ時世、動乱の時代──子供たちは、誰だれもが不安に身を震わせていた。

「ほら、顔洗って。歯は磨みがきして。もう、髪かみの毛もぼさぼさだし」

　ふたり姿見の前に並んで、まだ眠ねむくってぼうっとしている『鎌切』を、『蛍』が親身になってお世話してくれる。丁てい寧ねいに、慈いつくしむように──『蛍』は、『鎌切』の若草色の髪に櫛くしをとおしてくれる。

「いいなぁ、『鎌切』の髪──きれいで、艶つや々つやで、長くてさ。ぼく、能力のせいで髪の毛のばせないから、羨うらやましいよ」

「暑苦しくて嫌いやだもん、こんなの。邪じや魔まだし、切っちゃいたいもん」

「だめだよ、もったいない」

　洗面所に置きっぱなしにされた紅玉のような、昆こん虫ちゆうの複眼のような髪留めを手にとり、『蛍』がそれで『鎌切』の髪の毛を結ゆわえてくれる。

「ほら、こうして留めておけば──すこしは、鬱うつ陶とうしくないでしょ？」

「にゃひひっ、くすぐったいもんっ♪」

「あ、動いちゃだめだよ、もうっ」

「にゃひひっ、にゃひんっ♪」

　そうして戯たわむれていると、哀かなしい気持ちも暗い未来も忘れられる。ほんの一時だけでも、あったかい『蛍』といっしょにいると──太陽に照らされているみたいに。

『鎌切』はむずむずと愛いとしさがこみあげてきて、自分の後ろでものすごく真面目まじめに、厳しい表情で髪の毛を弄いじってくれている『蛍』を、見あげて。

「ねぇ『蛍』ちゃん、『鎌切』ね──『蛍』ちゃんのこと、だぁい好きっ♪」

「…………」

　その言葉に、いつもなら『蛍』は微笑ほほえんでくれるのに。

　なぜかこのときは押し黙だまり、後ろからぎゅうっと、『鎌切』を抱だきよせてくれた。

「『蛍』ちゃん……？」

　彼女の目元に涙なみだが浮うかんでいたので、『鎌切』は笑みを消す。戸惑いながらも、何とかこの年下の優しい少女を元気づけたくて──必死に、その頭を撫でた。

「泣かないで、『蛍』ちゃん。『鎌切』、ここにいるから。だいじょうぶだから──」
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　きちんと身だしなみを整え、『蛍』と『鎌切』は将軍御座所へと向かった。

　ふたり手を繫いで、仲のいい姉妹みたいに。

　早朝だが大阪城は政治機関でありこの国の中心だ、活気づいている。あちこちで忙しく働く人々がいて、大阪城内部にもある硝子壁シヨーケース越ごしにそれが見えた。

『大奥』の血ち塗ぬられた忌いまわしい時代を想起させる代しろ物ものだが、撤てつ去きよするにも手間ばかりがかかり、防犯上は有用なものでもあるので、いまだに硝子壁シヨーケースは取り除けない。

『蛍』としても、この硝子壁シヨーケースがあるおかげで苦手な男性と直じかに触ふれあうことがなくて──むしろ、ありがたいのだが。

「あ、『蛍』ちゃんと『鎌切』ちゃんだ！」「可愛かわいい～！」「俺、初めて見たよ！」

　などと、工事現場で汗あせみずくで働いている男どもが馴なれ馴れしく呼びかけてくる。

　ちなみにこういった現場で働く人々は出資者スポンサーではないが、『大奥』の女生徒を見かける機会も多いので、こちらは顔を覚えられていたりこうして声せい援えんを送られたりもする。ちょっとした芸能人アイドルみたいだった。

　とはいえ『蛍』は男が苦手なので、どうしても本能的に「びくっ」として後ずさってしまう。我ながら情けない……。武装していない男どもなど数秒で殴なぐり倒たおせる、それは弁わきまえているのに、怯おびえてしまう。

「やっほやっほやっほ！　お仕事お疲つかれさまだもんっ、ぴ～す☆」

　そんな『蛍』を守るように、『鎌切』が愛あい嬌きようを振ふりまいて、男たちにきちんと応こたえてあげている。

　嬉うれしくて、『蛍』は小声でそっと感謝した。

「ありがと、『鎌切』」

「にゃひひっ♪」

　無む邪じや気きに笑って、『鎌切』は『蛍』の手をひいて再び歩きだしながら。

「でも何か、ぜんぜん大阪城の修理は終わんないね──ずうっと工事してる感じだもん」

「うん、そうだね……。工事現場のひとも、ちょっと少ない気がするよ」

　音に敏びん感かんな『鎌切』がうるさそうに耳を塞ふさいでいるのを、『蛍』は可哀かわい想そうに思って頭を撫なでてあげる。

　小耳に挟はさんだところによると、工事現場だけではなく──どうも大阪城に出入りしている業者の数が激減しているみたいだった。大阪城の修復などの業務は『蛍』の、『執しつ行こう部ぶ』の管かん轄かつではないので詳くわしくはないが、どうも資材を搬はん入にゆうする業者や大工が集団欠勤したりしているらしい。

　お陰かげで人手が足りず、大阪城はいつまでも半はん壊かいしたままだった。

「でも、なぜ大工さんが集団欠勤なんて──大阪城での仕事は、報ほう酬しゆうも莫ばく大だいだし名めい誉よなことだし、ふつうは喜んで引き受けるはずなんだけど。もしかして、これも『黒船』の攻こう撃げき……？　大阪城の修復を妨ぼう害がいしている……？」

「何でも『黒船』のせいにするのは、どうかと思うもん。だいたい、大阪城の修理を遅おくらせて、『黒船』に何の得があるもん？」

『鎌切』に素直に問われて、『蛍』は押し黙る。まぁ、『黒船』にとって大阪城は敵の本ほん拠きよ地ちだ、壊こわれたままのほうがいいだろうが、攻撃と呼ぶにも迂う遠えんすぎる工作である。

　何が起きているのだろう……？

　ちらりと見ると、工事現場のものたちのなかには──なぜだろうか、こちらを憎にく々にくしげに睨にらんでいるものたちがいた。『蛍』が気づいて視線を向けると舌打ちして去っていく。

『蛍』は不安になる。間ま違ちがいなく何かが起きているのに、それが何だかわからない。何か『蛍』には想像もつかない異様な陰いん謀ぼうが、水面下で渦うず巻まいているのではないだろうか。

　考えながら歩いていると、大阪城の中腹部にある将軍御ご座ざ所しよにすぐ到とう着ちやくしてしまった。

　動く階段エスカレーターなんかがあったりして、大阪城内部の移動はかなり便利なのだ。

「でも『蛍』ちゃん、どうして朝からお兄ちゃん将軍のとこ行くもん？」

「うん──」

　ふたりで散歩するだけで楽しいのか、浮き浮きしている『鎌切』に、『蛍』は複雑な気持ちを抱く。部屋に置いていくのも可哀想だからつれてきたが、『鎌切』は仮にも『大奥』の秩ちつ序じよを司つかさどる『執行部』の長おさである。

　罪人である『百手姫』に引きあわせることで、どんな反応をするか読めなかった。この子は、ときどき理解不能な言動を示すから──。

『蛍』は『百手姫』を尊敬しているし同情もあるから、将軍と一夜をともにさせてしまったけれど、軽けい率そつだったかもしれない。いざとなれば身体からだを盾たてにしてでも『百手姫』を守らなくてはいけない、と『蛍』は拳こぶしを握にぎりしめて。

「──んっ、あひんっ……」

　将軍御座所のなかから色っぽい声が聞こえたので、思考が吹ふっ飛んだ。

「やん、秀影さまっ……もっと、優やさしくして──」

「動かないで、さくらちゃん。だいじょうぶ、怖くないから」

「ひゃうんっ……♪」

　んん？

『蛍』は動どう揺ようして、慌あわてて将軍御座所の丈じよう夫ぶな板戸に駆かけ寄ると、身体を添そえて聞き耳の姿勢になった。補聴器ヘツドフオンの感度をあげて、室内の物音を拾う。どきどきしながら。まさか、あのふたり──こんな朝っぱらから……。でも、ふたりは恋こい人びとどうしだし……。

「どうしたの、『蛍』ちゃん？　入らないもん？」

　横できょとんとしている『鎌切』の声を「しっ！」と鋭するどく遮さえぎって、『蛍』は興きよう味み津しん々しんに盗ぬすみ聞きをつづけている。室内では『百手姫』──さくらの可愛らしい嬌きよう声せいと、衣きぬ擦ずれの音、秀影の優しい声が、何だかえっちな感じに響ひびいている……。

　思春期の『蛍』は好こう奇き心しんを抑おさえきれずにそのまま顔を真っ赤にしていたが、『鎌切』は状じよう況きようがよくわかっていないのか、我が慢まんできない──という感じにさっさと引き戸に手をかけた。

「む～？　どうしたもん？　早く行くもん！」

　そして、戸をあっさり開いてしまった。

　そのまま入室していく。

『蛍』は焦あせったが、こうなったら背に腹は代えられない──『鎌切』に遅れてなるものかと、彼女を追いこすような勢いで力強く部屋へと押し入って。

「な、何してるの!?　ふたりとも!?」

　万が一（？）にそなえて『鎌切』の両目を手で塞ぎながら、自分はばっちりと室内の状況を確かく認にんしつつ呼びかけて──。

「あ、『蛍』さん」

「おはようございます」

　広々とした将軍御座所の真ん中。

　座布団クツシヨンにのんびり腰こしかけた秀影が、さくらに耳かきをしてあげているのを見た。

　さくらは秀影に膝ひざ枕まくらをされて、『大奥』の制服姿で幸せそうにとろけた表情をしている。そんな彼女を愛いとしげに、寝間着パジヤマなのだろう小こ袖そでの秀影が優しく癒いやしてあげていた。

　べつにふたりとも着衣が乱れてはいないし、変なことをしていたわけではないらしい──『蛍』はそれを理解して、何だかちょっとがっかりしたが。

「な、何してるの……？」

　同じ問いを二度、繰くりかえした。

　さくらはそこでようやく「はっ」と気づいて、慌てて起きあがると居住まいを正した。それでも秀影と離はなれがたい、というように寄り添い手を握りあって。

　天下の大将軍に耳かきをさせていた、というのは場合によっては不敬すぎる。まぁ、序列四位の彼女は将軍のそばに侍はべる権利はあるから、問題ないといえばないのだが。

「あ、これは──そのっ、お恥はずかしいところを見られてしまいました」

「さくらちゃんは、ずっと戦いつづけていたからね、労ねぎらいたいと思ったんだよ」

　秀影があっけらかんと言うので、さくらは照れ照れ、と頰ほおを染めて。

「昨晩からずっと、秀影さまが甘やかしてくださるんです──あぁ、夢みたい……♪」

「このぐらい当然さ、なぜなら俺はさくらちゃんを愛しているのだからね」

「わたしも秀影さまが大好きですっ♪」

　いちゃいちゃ、と音がしそうなほど互たがいに見つめあって頰を染め、見せつけるように密着しやがるので、『蛍』は何だかむかむかしてきて──。

　無言でふたりに歩み寄ると、さくらの肩かたを片手で摑つかみ、そのお腹なかを殴った。

　つづけて、秀影にも同じことをする。

「ぐふうっ……」「な、何をするんですか『蛍』さんっ!?」

　痛みに悶もだえるふたりを見てすこしスッキリ☆してから、「はっ」と気づいて平謝りした。

「ご、ごめん。何かいま、御み仏ほとけがぼくに『殴れ！』って託たく宣せんをくだしてきたんだよ」

「託宣なら仕方ないね」

　意外と頑がん丈じような秀影が身を起こして、うんうん頷うなずいた。

　そんな彼に──一直線に、弾だん丸がんのような速度で迫せまるものがいた。

『鎌切』である。

　長い緑色の髪かみの毛を波打たせ、猪ちよ突とつしてくる彼女に、色惚ぼけていたさくらが気づいて身構えたが遅おそい。

　愛しい将軍を守ろうと咄とつ嗟さに動いた彼女の顔面を、『鎌切』が思いっきり踏ふんだ。

「はぐっ!?」

　そのままさくらを足場にして、『鎌切』が全力で秀影に抱だきついた。

「お兄ちゃん将軍～っ♪」

　小こ柄がらな彼女をかろやかに抱だきとめて、秀影が嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「やぁやぁ、『鎌切』ちゃんじゃないか──何だか久しぶりだね、元気にしてたかい？」

「うんっ！　『鎌切』はいつだって元気だよ元気だよ元気だよ！」

　無む駄だに連呼する喧やかましい『鎌切』を見て、鼻っ面つらを痛そうに撫でながら『百手姫』が起きあがる。秀影の態度から敵ではないと思ったのだろうが、さすがに顔面を踏まれて穏おだやかではいられず、その指先が腰に差した四本の血刀に添えられている。

「な、なっ──何ですか、その子！　いきなり!?」

「あれ、会うのは初めて？」

　踏んだり蹴けったりのさくらに、『蛍』はいちおう紹しよう介かいしておく。

「彼女は『大奥』序列二位の『鎌切』──『執行部』の部長で、ぼくの上司だよ」

「え？　こんな、ちっちゃい子が？　『鎌切』？」

　さくらが失礼なことを言うので、『鎌切』は「むうっ」とくちびるを尖とがらせる。刑けい罰ばつ執しつ行こう人と罪人、仲良くできる関係ではないが──思いの外に険悪な出会いになってしまった、と苦労性しようの『蛍』はふたりの間でおろおろする。

　ふたりが喧けん嘩かを始めたらまずい、そばに将軍さまもいるし──『鎌切』の能力は非常に危険だ、彼女に暴れさせるわけにはいかない。

「と、とにかくっ──」

　睨みあうふたりの間で、『蛍』は必死に言うべきことを告げた。

「それなりに一晩、楽しんでくれたみたいでよかったよ──でも、それもお終しまい。今日は『百手姫』、きみに頼たのみたいことがあってきたんだ」

「頼みたいこと、ですか？　『大奥』でまた事件でも起きたんですか？」

『百手姫』は以前、『蛍』から依い頼らいされた生徒の謎なぞの消失事件の捜そう査さをしている。そうやって、ひとつひとつ労苦を乗り越こえることで幕府に貢こう献けんし、序列を高める──。

　血なまぐさい殺しあいが禁じられたいまの『大奥』で、『百手姫』がこの国の頂点に立つには他ほかに早道はない。

　だから『百手姫』は乗り気なのだろうが、愛する秀影からも離れがたいようで──迷うように、その表情が曇くもる。

　それを申し訳なく思いながら、『蛍』は見つめて。

「ううん、今回の事件の中心は『大奥』じゃない──無関係とは、言えないけどね」

　史上かつてなかった、『大奥』始まって以来の怪かい事件について、語る。

「舞ぶ台たいは城下町──そこで先日、『大奥』の序列上位者二名が惨ざん殺さつされる事件が起きた」




　小休止していた運命の歯車が、血ち錆さびを散らしながら廻まわり始める。







　第二幕　大阪城城下町　でぇと・すぽっと
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　殺害されたのは『大奥』序列七位『靫うつぼ』と序列九位『川かわ蟬せみ』である。

　一対一の血まみれな殺しあいこそが序列を決定していた旧時代においては、戦せん闘とう能力にやや難があったこのふたりは序列二十位～五十位ぐらいをふらふらしていたが、平和な新時代を迎むかえてどちらも戦闘以外の分野で才能を発揮した。

　そして幕府への貢献が評価され、序列十位以内の特権階級に躍やく進しんしたのである。

『靫』は物質をいちど半液体ゲル状に溶よう解かいさせてから粘ねん土どのようにこねくりまわし、再構築するという異能力によって半はん壊かいした大阪城の修復におおいに役立っていた。




『川蟬』は敵地潜せん入にゆうや諜ちよう報ほう活動に秀ひいでた特とく殊しゆ工作員──いわば隠おん密みつ、忍にん者じやとして訓練されていた甲こう賀がの姫ひめ君ぎみで、とくに敵対組織への破は壊かい工作に優すぐれていた。

　修復者と破壊者、対極に位置するようなふたりだが性質も性格も正反対なのが逆に幸いして、お互い馬があったらしい。どこかの家臣団レギオンに所属することはなかったものの、ふたりで仲良くいつもいっしょに『大奥』を生きのびていた。

　心をゆるしあった、親友だったのである。

　そのふたりが殺害された。

　現場は『黒船』の攻こう撃げきによって蹂じゆう躙りんされた大阪城城下町だ。

　序列十位以内の特権でふたりは『大奥』から外出できたのだ。もちろん『大奥』の生徒はすべて将軍家の宝だ、万が一のことがあっては大問題になるし──外出許可には煩はん雑ざつな手続きが必要で、そう易やす々やすと『大奥』からでて遊びにいけるわけではない。

　だからこそ、ずっとその特権を得られず外への興味が抑えきれなかったらしいふたりは、『靫』の能力によって城下町を修復する任務、という名目をでっちあげたらしい。公式な任務にされてしまえば、『大奥』上層部もあまり否いなとは言えない。破壊された城下町の復興は急務でもあったのだ。

　けれど当然、任務なんて建前だけ──ふたりは閉へい鎖さ的な『大奥』の生活に飽あき飽きしていたから、すべて気晴らしに遊び歩くための方便だったようだ。実際、ふたりで楽しげに観光案内ガイドブツクなんて眺ながめて盛りあがっている姿が教室などで目もく撃げきされている。

『大奥』上層部もそれは薄うす々うすと察していたようで、けれど彼女らの気持ちもわかるので大目に見ていたらしいが──ふたりが、いつまで経たっても帰ってこない。規定の時刻になっても戻もどらず、何の連れん絡らくもなかったので不ふ審しんに思った。

　たぶん遊興デートに夢中になってしまっているのだろう、と呆あきれながらも幕府の外部協力者に調査を依頼し──彼女らの無む惨ざんな屍し体たいを発見してしまった。

　調べるにつれ、彼女らは不特定多数のものに暴行を受けた形けい跡せきがみとめられた。

　ふたりの屍体に突つき立った刀の指し紋もんや、その身体からだを踏みにじった靴くつや草鞋わらじの跡あとから、すくなくとも十数人が少女惨殺に関かかわったとみられている。

　あまりにも悲ひ惨さんな仕打ちに、当然ながらふたりに怨うらみをもつ何者かの犯行と推定された──行きずりの強ごう盗とうは、そこまではしない。

　けれどふたりは永らく『大奥』で暮らしてきた箱はこ入いり娘むすめであり、大阪城外にでたのはこれが初めてといってよかった。

　彼女らに怨みを抱くものがいるとしたら『大奥』の誰だれかだが、そこで暮らす生徒たちは外出許可を得られないか、高位の序列の持ち主もすべて不在証明アリバイがあった。

　けれど城下町の、たとえば夜や盗とうなどに襲おそわれた──という可能性も疑わしい。ふたりは仮にも『大奥』序列十位以内の強つわ者ものだ、戦闘能力に難があるとはいってもあくまで『大奥』内部での話で、一いつ般ぱん人に比べれば一いつ騎き当とう千せんのはずだった。

　なのにふたりは逃にげきることもできずに、あっさりと殺害されたのだ。

　不可解なことはまだある。

　ふたりの身体には無数の刀が突き立てられていた──これは変である。四百年の泰たい平へいを築いた豊臣幕府、初代秀ひで吉よしが徹てつ底ていさせた廃刀令により一般庶しよ民みんは武装を禁止されている。刀など、あるわけがないのだ。

　帯刀をゆるされた数少ない例外もいるが、刀は免めん許きよ制でありすべてが登録されている──だがこの事件に用いられた刀は、登録されていない、出所不明の代しろ物ものだった。

　それに『靫』も『川蟬』も当然、血まみれの『大奥』を生き抜ぬいてきた猛者もさだ、攻撃されたなら抵てい抗こうしただろうし、かなりの距きよ離りを逃げ惑まどった形跡もある。

　悲鳴もあげただろうし、助けも呼んだだろう。破壊音や争いあう騒そう音おんも響ひびいたはずだ、町人の誰もそれを不審に思わなかったのだろうか。なぜ、通報しなかったのか。捜査を開始するまで、幕府は少女惨殺に気づきもしなかったのだ。

　もろもろを含ふくめて、前ぜん代だい未み聞もんの怪事件といえた。

　幕府はもちろん捜査したが、殺害されたのは『大奥』の生徒である──『大奥』上層部も静観はしていられぬ、とこの事件の解決を『執しつ行こう部ぶ』に依頼した。

　だが『執行部』は『大奥』内部の司法を預かる家臣団レギオンである、大阪城外は縄なわ張ばりではない、『大奥』外で捜査できる人員にもかぎりがある。

　ゆえに序列一位『蠅王べるぜぶる』が嫌いやがらせのような決断をくだし、城外で活動できる序列上位者にして、万が一どうにかなっても構わぬ罪人である『百手むかで姫ひめ』に捜査を命じた──という流れのようだった。

　便利に利用されている気がするが、この難事件を解決すれば幕府への貢献となり、罪人としての汚お名めい返上にくわえて序列の上じよう昇しようも見込める。

　これも革命クーデターを起こした罪に応じた苦く役えきである、と言われれば『百手姫』には拒きよ否ひ権もなく、この奇き妙みような事件の捜査と解決を引き受けざるを得なかった。
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　まだ陽ひものぼりきらぬ早朝である。

　真面目まじめな『蛍ほたる』がつくってくれた城下町における少女惨殺事件の資料などを眺めながら、その久しく忘れていた血なまぐささに、さくらは気分が重くなって溜ため息いきをつく。

「ふう──」

　大阪城の周囲をぐるりと囲む、巨きよ大だいな堀ほりである。賊ぞくの侵しん入にゆうを防ぐため、という名目でやたら広くつくられた溜ため池で、そのうえを小こ舟ぶねで渡わたしてもらっている。ほっかむりをした船頭が櫂かいをゆったり動かして、舟の舳へ先さきを微び調ちよう整せいしている。

　大阪城から城下町へは堀に渡された橋を通るのが最も一般的だが、この早朝にはまだ門がかたく閉とざされているし、ひどく目立つ。事件で殺害されたのは『大奥』の生徒だ、自分も命を狙ねらわれる危険性がある、なるべく隠おん密みつ裏りに動きたかった。

　しかしたった独りで、八百八町と謳うたわれる広大な城下町のなかで捜査をし──事件を解決しなくてはいけないのだ。あきらかに荷が重すぎる、さくらは血まみれの『大奥』を生きのびてきた猛者だが、捜査は専門外だ。

　さくらに事件の解決を命じたのは序列一位『蠅王』だという。あの正体不明の女はどこかこちらを疎うとんじている気配がする。たぶん地下監かん獄ごくのときと同じように、さくらと秀ひで影かげを遠ざけようとしているのだろう。

『蠅王』には、将軍がたったひとりしか愛さない状じよう況きようが好ましくないようなのだ。

　ゆえにこそ、昨晩は『蛍』が気を利きかせてさくらと秀影をふたりきりにしてくれたのかもしれない。

　秀影のぬくもりを思いだすように、さくらは我が身をぎゅっと抱だきしめた。いまだ平和は遠く、この国ではおおく血が流されている。けれど昨晩、泡沫うたかたに見た、愛するものとすごせる幸せな日常に帰るために──。

　さくらは、粉ふん骨こつ砕さい身しんするしかなかった。

「秀影さま……」

　己おのれを鼓こ舞ぶするように、愛いとしいひとの名前をつぶやいた。




「呼んだかい、さくらちゃん？」




　なぜか返事が聞こえた。

　幻げん聴ちよう？　と思って周囲をきょろきょろすると──正面で櫂を漕こいでいた船頭が、怪奇ホラー映画のように「ぐるうり」と振ふり向いた。ほっかむりの下から覗のぞくのは、不気味な鳥の仮面である。

「ほげ!?」

　思わず変な声をあげ、さくらは舟の縁へりぎりぎりまで後ずさった。

「やあ」

　それを微笑ほほえましそうに見ながら、仮面の青年は吞のん気きに手をあげる。

　その声、聞き間ま違ちがえるわけがない──さくらは、震ふるえながらも。

「ひっ、ひでかっ……」

「しーっ」

　悪戯いたずらっぽく指を立てて、彼は飄ひよう々ひようと。

「外ではその名前は口にしないほうがいい、今の俺は豊臣幕府内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』二級職員──『鴉からす』だよ。そう、それも俺のひとつの顔ではあるんだ」

「ひっ、あっ、えっ」

　さくらは目をぐるぐるさせて、うまく言葉を紡つむげなかったが。

　生なま唾つばを飲みこみ、はしたなく乱れた腰巻きスカートを手で押さえると、騒さわいだ。

「ななな、何でひでかっ──『鴉』さまがっ、天下さま将軍さまがっ!?　こんなところで油を売っていられる立場ですか！　御おん身みに何かがあったら……!?　今すぐ城にお帰りください！　いいえ、命にかえてもわたしがおつれ帰しいたします！」

「さくらちゃんの望みは何でも叶かなえてあげたいけど、それだけは聞けない」

　船はすでに大阪八百八町──城下町のある対岸へと、辿たどりつきそうだった。

「いつだって、俺はさくらちゃんが血まみれで戦っているのを見ていることしかできなかった。もう、そんなのは御ご免めんなんだ。……わかってくれるね？」

　優やさしくそう言われたので、さくらは「どきんっ」として何でもゆるしてあげたくなったが、いやいやいや、と首をふった。

　天下の征せい夷い大たい将しよう軍ぐんが何の安全の保証もない場所をほっつき歩いて、いいわけがないのだ。もう彼には立場がある、彼こそがこの国の中心なのである。危険を冒おかしてでも自分のために動いてくれたのは嬉うれしいが、果報者すぎて、涙なみだまででてくるが──。

「俺は役に立つよ、今度こそ」

　秀影は意固地になったように、櫂を握にぎりしめて。

「今回の君の任務は捜そう査さだろう──情報収集、諜報活動は『腐肉食堂ハゲタカ』の専売特許だ。俺にも、多少の心得はある。まったくの素人しろうとである君よりは、経験もある。『大奥』の生徒は俺の所有物だ。それをむざむざ殺されたんだ、俺にはこの事件を起こした犯人を糾きゆう弾だんする権利がある。義務もあるよね」

　勝手に話を進めて、秀影──『鴉』は、静かな城下町を見み据すえる。

「俺はずっと城下町で暮らしていたし、土と地ち勘かんもある。『腐肉食堂ハゲタカ』の上司や同どう僚りようにも、ちからを借りられると思う。何の後ろ盾だても拠きよ点てんもなく、単独で動くなんて殺してくれと言っているようなものだ、さくらちゃんにそんな危険な真似まねはさせられない」

「でも──けれどっ」

「さくらちゃん」

　頑がん迷めいに抵抗するさくらに秀影は手を伸のばし、その頭を撫なでた。

「ひとりで抱かかえこまないでくれ、それがいちばん寂さびしい。俺はもう二度と君を失いたくないんだ、君を愛しているから。時代がどれだけ混こん沌とんとしようが俺たちの立場がどう変わろうが、それだけは譲ゆずれない。誰にも侵おかさせない、俺の神域だ、根幹だ」

　たいせつそうに、頰ほおに肩かたに、触ふれられる。

　朝あさ陽ひが、地平線の向こうから差しこみ始める。

「さくらちゃん、初めて出会ったころから──ずいぶんと俺たちは変わってしまった。俺は将軍になった、君も血にまみれた。けれど、変わらぬものもある。立場だ何だという虚きよ飾しよくで覆おおわれときどきそれが見えなくなるけど、俺は何がいちばん大事なものか、絶対に忘れたりしない」

　茜あかね色いろに照らされる大おお阪さか城を仰あおいで、『鴉』は語る。

「あんな巨大で、高いところで見下ろしていては、どんどん民たみから離はなれてしまう。遠ざかってしまう。そして民を理解できなくなり、国のかたちすら見えなくなる。孤こ立りつし互たがいに不審を抱いだき、憎にくしみすら育はぐくんでしまう」

　熱意をこめて。

「俺は安全な場所で怯おびえて蹲うずくまり、何もかもから目を逸そらしていた父とはちがう──町におりて、民と言葉を交かわし、国のかたちを見定めたいと思う。どうせ、妹が戻もどるまでの繫つなぎの将軍だ、万が一のことがあっても誰だれも困らないさ」

　彼の言葉には優しさだけではなく、父や将軍家というものへの鬱うつ屈くつした感情もあった。けれど、そんな脆もろく尊い志を抱いた秀影だから──。

　仕えたいし、愛している。

　さくらは溜息をつき、もう何を言っても無む駄だだろうか、と諦あきらめつつも。

「でも実際問題、将軍さまが不在だと気づかれたら、大おお騒さわぎになっちゃうのでは？」

「あぁ、それについては心配しなくていい。ちゃんと手を打っておいたから。ど～んと俺を信用してくれればいいよ、さくらちゃん」

「………？」

　さくらには意味がわからなかったが──まぁいい。それよりも将軍さまに労働させるわけにもいかない、と櫂を強ごう引いんに奪うばいとって自分で漕ぎ始めた。

　一日の始まりを告げる鐘かねの音が、城下町に響いていく。
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　そのころ。

「うう……」

『大奥』序列三位『蛍』は涙目で唸うなっていた。

「何だかいつも、ぼくばっかり貧びん乏ぼうくじな気がする──」

　将軍御ご座ざ所しよ、秀影の執しつ務む机の前である。触しよつ角かくのように見える跳はねっ毛を「ぴこぴこ」と動かしながら、山と積まれた書類の前できちんと正座している。

　将軍がさくらとともに城下町で捜査をしている間の、身代わり──いわば、影かげ武む者しやを命じられたのである。そんな無む茶ちやな、と思ったものの将軍の命令には逆らえず、『蛍』はびくびくおどおどしながらその大任を果たしている。

　執務机の周りは御み簾すで囲まれ、不意に誰かが入室してきてもすぐには気づかれない。御座所の入口扉とびらにも『入室厳禁。急用の際には『蛍』までご連れん絡らくを』と自分の電話番号とともに張り紙がしてある。

　もともと御座所への入室が許可されるのは序列高位者のみであり、いつもは小こ喧やかましい大奥の女王『蠅王』もなぜか全面的に協力してくるので（性しよう悪わるなあの女は、たぶんこの状況を面おも白しろがっているのだろう）、誰かが来訪してきて正体がばれるような事態はあまりなさそうだ。

　先日のように賊が侵入してくる危険性もあるが、きっと自力で撃げき退たいできる、と『蛍』は自負していた。

「むう──」

　とはいえ落ちつかず、秀影やさくらの安否も心配だし──定期的に携けい帯たい電でん話わの着信履り歴れきを眺ながめたりしつつ、『蛍』はただ座っているだけで疲つかれてきた。

　できることなら、今すぐに駆かけつけて彼女らのちからになりたい。けれど、『蛍』まで城外にでてしまえば内部の守りが手て薄うすになりすぎる。『黒船』は『大奥』の女生徒を誘ゆう拐かいするのを目的のひとつにしている、警備をおろそかにしたら根こそぎもっていかれる。

　これが最善の方法なのだ、と自分に言い聞かせるが、憂ゆう慮りよは尽つきない。将軍さまのことはさくらが命にかえても守るとは思うが、『靫』や『川蟬』という戦せん闘とう能力にやや難があったとはいえ『大奥』の序列高位者が殺害されているのだ、油断はできない。

「どうか、何事もありませんように──ふたりが、無事に戻ってきますように」

　御み仏ほとけに祈いのりを捧ささげ、そこでふと気づいた。さくらと秀影をふたりきりにしてよかったのだろうか、もしふたりがこれ幸いにと駆け落ちでもしたら──。

　否いな、と首をふる。秀影もさくらも善良で真面目まじめだ、幕府を、すべてを裏切って逃にげるなんてありえない。さくらの体内には『蛍』の仕し掛かけた爆ばく弾だんもある、どんなに遠く離れても『蛍』が望めば起き爆ばくさせられる、それはさくらにも説明した。

「うう──」

　悶もん々もんと考えていたら胸むな騒さわぎがしてきたが、『蛍』は悪い想像をしないように努めた。だいじょうぶだ、きっと──これまで、あらゆる困難を突とつ破ぱしてきたあのふたりなら。

「お仕事でも、しよ……」

　その場にいてくれたら、他ほかには何もしなくてもいい、と秀影は言ってくれたが──机の上に溜たまった書類の山を見ていられず、自分で処理できる案件ならばその場で片付けた。

『蛍』はそういった書類仕事をあまり苦にしない。

　仏道における修しゆ行ぎようはより過か酷こくで、『三日ぐらい寝ねない』とか『一週間の断だん食じき』とか『ずっと滝たきに打たれる』とか何の意味があるのかわからんものも多かったから、それに比べればこちらはこの国のため未来のための労働である、充じゆう実じつ感かんすらあった。

「たくさん仕事を終わらせておいたら、将軍さま──褒ほめてくれるかな……」

　秀影に頭を撫でられた、あの感かん触しよくを思いだす。

　男に触さわられるなんて『蛍』にとっては寒気がするような事態のはずだったのに、なぜだろうか、嫌いやではなかった。

　どころか、思いだしただけで身体からだが内側からぽかぽかしてくる。

「や、やだ、ぼくったら……」

　煩ぼん悩のう退散、と首をふって。

　かたわらに置かれた急きゆう須すなどで、お茶の準備をした。高級な茶葉の甘い香かおりが、鼻び腔こうをくすぐる。部屋にあるものは自由にしていいと将軍さまにも言われているし、この程度は役得だと思ってしまおう。

「あっ、そうだ」

　そこで思いだして、『蛍』は秀影から手て渡わたされていた紙包みを取りだす。

　包みを開くと、なかには錠じよう剤ざいのような──植物の種子のようなものが入っている。これを飲んでおくようにと、秀影からのお達しがあったのだ。

　まさか毒ではないとは思うが、よくわからんものを口にいれるのは怖こわい。

「でも──」

　秀影が、あの優しいひとが、自分に酷ひどいことをするわけがない。

　そう信じて、『蛍』は思いきってそれを口に含ふくんだ。舌に苦味が走る。

　慌あわてて湯飲みを手にし、注ついだお茶を音をたてて飲んだ。そのあたりで気づいたが、この湯飲みは将軍御座所に最初からあったものだ。つまり、秀影が口につけたものである。これはいわゆる、かか、間接、接吻キス──。

「おぉい、『蛍』」

　不意に声をかけられて、『蛍』は「うぶぐ!?」と変な声をあげて噎むせた。

「げほっ、ごほっ……」

　咳せきこみながら振ふり向く。誰かが扉の向こうから呼びかけてきていたようだが、油断していて気づかなかった。『蛍』は難なん聴ちようである。能力のせいで間近で爆ばく音おんを何度も聞きつづけ、聴ちよう覚かくに障害が残っているのだ。

　慌てて補聴器ヘツドフオンを装着し、『蛍』は居住まいを正す。

「すまん、驚おどろかせたか？」

　聞こえてきた声は、知人のものである──『蛍』は安心して、微笑ほほえんだ。

「『女じよ王おう蜂ばち』、よくきてくれたね」

「うむ。それはいいが、手伝ってくれ『蛍』。つっかえてしまった」

　扉を開いて顔を見せたのは、見あげるほどの巨きよ大だいな女である。常人の二倍ほどの背せ丈たけがあるだろうか。肥満しているわけではなく、均整のとれた身体つきで、そのままおおきい。

　豪ごう奢しやな十じゆう二に単ひとえをまとい、髪かみの毛も長く、全体的に威い圧あつ感かんのある彼女は『女王蜂』──『大奥』序列十位で、気は優やさしくて力持ち、という言葉がよく似合う人格者だ。

　巨きよ体たいの彼女には大阪城の内部は狭せま苦くるしいらしく、入口に身体が引っかかってうまく入室できないらしい、どこかお間ま抜ぬけに手足をじたばたとさせている。

「ちょ、ちょっと待って」

『蛍』は慌てて御簾からでると、うんうん唸っている『女王蜂』の手を摑つかみ、怪かい力りきで何とか部屋にいれた。修復中の壁かべにすこし亀き裂れつが走ったが、まぁいい。

「すまぬ。仮にも将軍御座所にあがるのだ、と意気込んで正装したのが間ま違ちがいであった。この十二単、内部に武器が仕込んであるから嵩かさ張ばるのである」

「いいのに、ぼくしかいないんだから──気にしなくても」

　しゅんとしている、すこし可愛かわいらしい『女王蜂』に「お茶いれるね」と執務机に戻って急須を手にとりながら、『蛍』ははにかんだ。

「急にごめんね、呼び立てしちゃって」

「なぁに、構わぬ。血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばんで定期的に戦わねばいかんかった以前とちがって、最近は授業さえこなしておれば基本的に暇ひまではあるしな」

　湯飲みを手渡すと、巨大な『女王蜂』はちょこんと指先でそれをつまみながら、その場にお淑しとやかに腰こしをおろした。座っても、なお小こ柄がらな『蛍』より目線が高い。

　その麗うるわしい黒くろ髪かみを羨うらやましげに眺めながら、『蛍』は用意しておいた書類の詰つまった封ふう筒とうを手渡した。

「呼びつけたのは他でもないんだけど、ぼくが御座所で影武者をやっている間──一時的に、『大奥』内部の治安維い持じを頼たのみたいんだ。警備や規則ルール違い反はん者の取り締しまりとかをね」

「それは構わぬ、というか願ってもないことである。妾わらわたち『ＷワーカーＢ・ビー・Ｓシスターズ』は人員も豊富だしな、交こう替たいで見回れば『大奥』全域を警備できる。幕府への貢こう献けんにもなるし、『執しつ行こう部ぶ』との繫がりを得られれば、我らの悪名を雪すすぐ一助となろうぞ」

『女王蜂』は一時期、その身み柄がらを『阿あ呆ほう鳥どり』という人物に乗っ取られ、そのとき彼女が振りまいた汚お名めいを返上するため地道に活動をつづけている。

　慈善活動ボランテイアや、校内の清せい掃そうなど、その健全でひたむきな活動を評価し──『蛍』は今回の話を持ちかけたのだ。

『女王蜂』本人は真面目な優等生だし、公明正大だ、立場を利用して悪さもしないだろう──と『蛍』は信用している。『執行部』部長の『鎌かま切きり』は働かないし、人手不足なのだ。正直、猫ねこの手も借りたい。

『執行部』と『ＷワーカーＢ・ビー・Ｓシスターズ』のいわば同盟は、必要なことだった。

「ありがとね、『女王蜂』」

「なぁに、困ったときはお互たがいさまである」

　悠ゆう然ぜんと頷うなずき、『女王蜂』はふと眉まゆ根ねを寄せて。

「『蛍』、汝なんじ──何だか顔色が悪くないか？」

「え？　そうかな、ちょっと疲れてるのかも？」

『蛍』はぎくりとしつつ、そう答えた。

　巨体のせいかおおざっぱのように勘かん違ちがいしがちだが、『女王蜂』は意外と細かいし、鋭するどい。目を逸そらしてそ知らぬ態度をとったが、おそらく動どう揺ようを見み透すかされている。

　我知らず、太ふと股もものあたりを指先で撫なでた。

　先日、大おお阪さか城に侵しん入にゆうした『モモ』を名乗る賊ぞくに、不気味な小刀ナイフで突つき刺さされた場所である。疵きず痕あとも残らぬぐらいに完治したのだが、奇き妙みような違い和わ感かんをおぼえる。肌はだのしたで、何かが蠢うごめいているような……。

　たまに吐はき気をもよおすし、目眩めまいをおぼえたりもする。

　気のせいだと思いたかったが、不安もあった。『黒船』は未知なる異国の勢力である、彼らの攻こう撃げきによってどんな悪あく影えい響きようが身体に及およぶのか、推測できなかった。

「『蛍』よ」

『女王蜂』がお茶を口に含み、手のかかる我が子に語りかけるように。

「『百手むかで姫ひめ』にも言ったが、汝らはひとりで何もかもを背負いすぎである。たとえ先行きがどれだけ困難であろうが、仮にも平和な新時代となったのだ。もう序列を求めて互いにつぶしあうこともない、互いに支えあっていける、そんな『大奥』になったのである」

「……そうだね、ありがと」

　同じ学校の生徒、互いに切せつ磋さ琢たく磨まし高めあう仲間、そんなお題目は綺き麗れい事なのかもしれないけれど──『蛍』も、そんな『大奥』であればいいなと思う。それを望む、命をかけて肯こう定ていする。

　そんな生徒が増えて、もっと平和になれば、『大奥』はきっと楽園になる。

　いつの日にか、そんな『大奥』を見られたら、と心から思った。

「『女王蜂』はいいひとだね」

「それだけが取り柄えである」

　えへんと胸を張る『女王蜂』だったが、そんな和なごやかな会話をしているうちにも、『蛍』は口元を「うっ」と押さえて俯うつむく。

「ど、どうした『蛍』？　ほんとうに、だいじょうぶか？」

　否、これは──。

『蛍』の全身がむずがゆくなる。骨が軋きしみをあげ、肉が凸でこ凹ぼこと変形していく。これは、先ほど飲みこんだ種子の効能だろう。資料で読んだことがある、おそらく見た目を変化させる『百手姫』の植物──名前は、たしか怪カ人メ二レ十オ面ン相シード。

　秀影は先日の将軍御ご前ぜん試合で、これを用いて見た目を変えていた。その残った種子を、『蛍』に残したのだろう。いちどは秀影の体内に入ったもの、彼の身体のいちぶ──。

　混乱して赤くなったり青くなったりしているうちに、変態は終わっていた。

　自分の手のひらが、おおきくなっている。

　窮きゆう屈くつな服を着せられたように、身体中が無理に拡張されて強こわばり、鈍どん痛つうがする。

「ぼく、どうなったの？」

「『蛍』──これを見よ」

『女王蜂』が動いて、部屋のなかに置かれた化け粧しよう台を、かなりの重量だろうにかんたんに運んで目の前に置いてくれる。

　豪奢な縁ふち取どりの姿見にうつしだされた、『蛍』の姿は──。

「これは、将軍さま？」

　秀影の見た目である。あきらかに骨格から男性のものになっていて、顔の火傷やけどのあとまで再現されている。成る程ほど、影かげ武む者しやの任務を果たすためには、外見が同じのほうがやりやすいだろう。

『蛍』はいまだ動揺を残しながら、己おのれの身体に指を添そえる。

「頼たよりないひとだと思ってたけど、けっこう逞たくましいんだな──」

　筋肉なんて嫌けん悪おの対象だった以前の『蛍』なら、男の身体にされたなら全身かきむしっているところなのに、なぜだろう、気持ちは落ちついていた。

「『蛍』よ」

『女王蜂』が穏おだやかな態度のまま、ぽつりと言った。

「触さわっていいか？」

「何で!?」

　びくっとして後ずさると、『女王蜂』が手を伸のばしてこちらの肩かたを摑んでくる。

「いや、男性の身体というのが珍めずらしいので興味があるのだが──それに、服ごと変化したわけではないようだ。汝、『大奥』の制服姿だぞ。男物の衣装をまとったほうがよい、着き替がえるのを手伝ってやる」

「きみ、親切すぎるというかありがた迷めい惑わくっていうか──や、やぁぁあん!?　脱ぬがしちゃだめ!?　さすがに男のはだかを見るのは嫌いやあぁっ……!?」

　何だか楽しそうにこちらの服を脱がしてくる『女王蜂』に、逃にげまどうしかない『蛍』──貧びん乏ぼうくじの受難は、まだしばらくつづきそうだ。
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　さくらは、秀影と手を繫つないで歩いた。

　互いに指を絡からめて、恋こい人びとそのものに──それでも足りなくて、彼の腕うでを胸むな元もとに抱だきこむようにして密着する。義ぎ肢しは、自分のものではない。己の肌で彼を感じたかった。『大奥』の制服をまとった少女を貼はりつかせた仮面の男、というのは城下町のなかでかなり目立っただろうが、それこそが目的である。

　その真意を、いまだ秀影は語らない。

　城下町にて朝食を胃い袋ぶくろにおさめてから、ふたりは捜そう査さを開始していた。驚いたのは、秀影が聞きこみなどにかなりの慣れと手しゆ腕わんを発揮したことだろうか。諜ちよう報ほう局、『腐肉食堂ハゲタカ』の名は伊達だてではない。

　長く『大奥』で暮らしていたさくらは世間知らずで、庶しよ民みんと付きあう方法をいつの間にか忘れていたけれど──秀影は人ひと混ごみのなかにとけこみ、精力的に通行人や店の主人に話しかけ、ときには面めん罵ばされ、唾つばを吐きかけられながらも、着実に情報を得ていた。

　相手は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんである、何て失敬な、とさくらが慌あわててしまうような態度のものも多かったが──庶民にとって将軍なんて雲上人である、まさか仮面をつけてほっつき歩く秀影がそんなお偉えらいさんだとは思わないのだろう、豪ごう快かいで気安くて容よう赦しやがなかった。

　秀影は罵ば倒とう語のなかからでも事件の手がかりを抽ちゆう出しゆつし、相手のちょっとした反応からも推理を重ねた。やがて彼の手帳はびっしりと文字で埋うめ尽つくされてしまった。

「お待たせ、さくらちゃん」

　料理屋で情報収集をし、その見返りとして味み噌そ汁しるをぶっかけられた秀影を──はらはらしながら後ろで見ていたさくらは、手ぬぐいハンカチでその汚よごれを拭ぬぐう。

「秀影さま、あぁ──何て酷ひどい、これはもともと、わたしの任務なのに……」

「血を流すよりは味噌汁のほうがいいさ。ふふん、俺はこれでも楽しんでいるんだよ。こういうのは久しぶりだし、さくらちゃんに俺の頼りになるところを見せられるからね」

「はい、今日はたっぷり秀影さまの格かつ好こいいところ見せていただきます！」

　何を言っても秀影は調査をやめないので、もはや諦あきらめて、さくらはせめてがんばる彼を応おう援えんすることに決めていた。

　努力の甲斐かいあって、さくらだけではとうてい集められなかった情報が揃そろってきている──ほんとうに、どれだけ感謝しても足りないぐらいだ。

「それじゃ、次の場所へ行こう」

　秀影が言いながら、周りに鋭い視線を向ける。城下町。広い大通りの互い向かいに無数の商店が並ぶ、ごく当たり前の町並みだ。行き交かう人々も平へい凡ぼんそのもの──だがそのなかに何かを見つけたのか、秀影はすこし考えこんでいた。

「そこそこ、釣つれてきたかな──もう、一押しかな」

「どうしました、秀影さま？」

　不思議に思って問うと、秀影はいつもの昼ひる行灯あんどんな雰ふん囲い気きに戻もどって、まるで周りに見せつけるみたいに、こちらの手のひらを握にぎりしめた。

　気にはなったが、さくらは何も言わずにつれ添った。

　それはただの服従ではない、信しん頼らいと愛であった。

　ふたりで歩きだす。

　基本的な捜査方針として、殺害された『靫』と『川蟬』が事件当日、辿たどった経路を巡めぐっている。彼女らは周りの友達などにかなり気楽に自分たちの予定を明かしていた、それだけ『大奥』から外出できるのが楽しみだったのだろうけど。

　何か手がかりが落ちていないものかとさくらは目を皿にして周りを見ているのだが、よくわからない──殺された少女たちは完全に遊興デート目的であったらしく、それを辿るさくらたちも何だか遊び歩いているみたいで、捜査って感じにならないのだ。

　神社仏閣に参拝し、ふたりで静かな庭園を散歩したり。お守りを買ってみたりお神み籤くじを引いてみたり、ふたりで『靫』たちが何か文字を残してはいまいかと並んだ絵え馬まをひとつひとつ確かく認にんしていって神職のひとに怒おこられたりとか。

　軽けい薄はくな遊戯施設ゲームセンターで未体験な刺し激げき的な音と光の乱らん舞ぶに、さくらは目を回してしまって、気がつけば秀影に背負われていて赤面したり。

　幻げん想そう的な水族館で、珍しい深海魚を指さして、なぜか妙みようなところで博識な秀影にそれぞれの名前を教えてもらったり。「どんなお魚よりも、さくらちゃんのほうがきれいだよ！」「魚と比べられましても」みたいな会話をしたり。

『大奥』にはまずない軽食店で、はんばあがあなる食べ物を口にし、その乱暴な味にやっぱり目を回してしまったさくらに秀影がちょっとずつ「あ～ん」と丁てい寧ねいに塩気を落としたじゃがいもなんかを食べさせてくれたり。

　あちこちのお店で可愛かわいらしい簪かんざしなんかを買ってもらって「似合うよ」と褒ほめてもらったり、『大奥』では買えない卑ひ猥わいで低てい俗ぞくな書しよ籍せきなんかを秀影が手に取るので、慌てて奪うばって店員さんに叱しかられたり。

　もはや、かんぜんに遊興デートである。

　以前、ふたりで城下町を巡り──さくらの義肢がもげたせいで、台無しになった苦い経験を取り戻すみたいに。事件のことを考えなければ、とっても幸せな時間だった。

　これ以上ないぐらいに。

　あっという間に時間はすぎて、午後。

　すっかり己の任務を忘れて満まん喫きつしてしまった感じで、さくらは自己嫌悪だ。聞きこみなんかも秀影がやってしまうので、自分は何もしていない。いかん、役立たずすぎる。でも楽しくて愛いとおしくてきらきら輝かがやいていて、何もかも忘れてしまうぐらい、幸せだった。

　いまだ動乱の渦か中ちゆうであることも。

　同じ『大奥』の生徒が殺されたことも。

　今だけは、現実味がなく、遠いことに思えた。

「はい、さくらちゃん」

　それなりに鍛きたえているとはいえ義肢のさくらは持久力がない。疲つかれてしまってそのへんの板いた塀べいに背を預けて休んでいると、秀影が何かを手て渡わたしてきた。

　紙の容器に入った、氷こおり菓が子しである。

「おや、これはたしか──あいすくりいむ、でしたか」

「知ってるのかい、珍しがってくれると思ったんだけど」

「ええ、地下監かん獄ごくで食べました。お菓か子しづくりが得意なかたがいたんですよ」

『大奥』を飛びだし、脱だつ獄ごくした彼女らは今はどこで何をやっているやら──思いつつも、さくらは当たり前のように秀影に「あ～ん」されながら（どうも、秀影はさくらの義肢をできるだけ酷こく使ししたくないようで、何でもかんでもやってくれた）。

　すこし恥はじらいながら、問うた。

「あの、秀影さまも──女の子は、料理が得意なほうがいいですか？」

「上じよう手ずか下手へたかでいえば上手なほうがいいけどね。妹のこの世のものとも思えない（悪い意味で）料理で鍛えられた俺は、どんなものでも食べられるよ。いつか、さくらちゃんの手料理も食べたいな」

「でも秀影さまはその、将軍さまだから、毎日上等なものを口にしているんじゃ──わたしの素人しろうと料理なんか、お口にあわないのでは」

「さくらちゃんがつくってくれるなら、泥どろ団子だって至上の料理さ」

　こちらを全ぜん肯こう定ていしてくれる秀影に、さくらは感かん極きわまって「秀影さま……♪」「さくらちゃん……♪」と指先を絡めて見つめあってしまったけれど。

　本格的に通行人の視線が痛くなってきたので、「こほん」と咳せき払ばらいをする。

「もうじき、『靫』と『川蟬』が殺害された事件現場ですね──ふたりの遊興デートの、終着点。いちばん手がかりを得られる場所だと思いますが、逆にいえばそこで何も見つからなかったら打つ手なしですよね」

「まぁ、現場はとっくに掃そう除じされてるだろうから、あまり期待しないほうがいいだろうけどね。それより、俺はすこし考えてることがある──警けい戒かいしておいて、さくらちゃん。ちょっと荒あらっぽいことになるかもしれないから」

　不思議なことを言われたので、さくらは「？」と小首を傾かしげる。

　けれど秀影は説明しないまま、周りを感かん慨がい深そうに眺ながめて。

「しかしまぁ、俺は城下町で暮らして長かったけど──ちょっと見ないうちに、だいぶ様変わりしたみたいだね」

　午後になり、買い物などのために行き交う人混みが騒さわがしくなってきた。町人商人百ひやく姓しよう、下級の武士、物売りや牛車──陰いん惨さんな事件があったとも思えぬ、活気である。多種多様な人々が交ざりあい、喧けん噪そうのなかですれちがっていく。

　見回せば先日、城下町を直ちよく撃げきしたという隕いん石せきの跡あとがそこここに目立つ。瓦が礫れきの山や、おおきな凹へこみ、たくさん犠ぎ牲せいがあったのだろう花が添えられた曲がり角──。

　実際、地じ震しんと大火災が同時にあったようなものなのだろう。被ひ害がいもおおきく、それを何とか取りつくろっている城下町はひどく歪いびつな景観だった。

　隕石。なまなかには信じられぬ、恐おそるべき攻こう撃げきである。

　これが『黒船』、異国の勢力の超ちよう科学力──遠えん距きよ離りからの、破は滅めつ的な爆ばく撃げき。そんなものにどうやって対応すればいいのだろう。個人の武勇ではどうあっても覆くつがえせぬ、絶望そのものに思えた。

　敵の恐るべき蹂じゆう躙りんの痕こん跡せきに、さくらは慄りつ然ぜんとするしかなかったが。

「問題なのは」

　秀影が独り言のように。

「『黒船』が大おお阪さか城を直接攻撃しない、ということだ。彼らの目的は強い異能力者だ、それを大量に囲っている幕府には隕石を落とさない。被害に遭あっているのは一いつ般ぱん大衆だ」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で。

「幕府だけずるい、『黒船』と裏で繫がってるんじゃないか──お偉いさんだけが安全圏けんにいて卑ひ怯きようだ、などと人々は幕府への反感を、疑ぎ心しん暗あん鬼きを抱く」

　もちろん、『大奥』だって生徒を誘ゆう拐かいされたり、被害に遭っている。

　けれど町を抉えぐられ破は壊かいされた民衆に比べて、不公平なぐらい、それは微び々びたるものだ。不満が、行き場のない怒いかりが、幕府へ向く危険性はあった。

「『黒船』という外敵に打つ手なく、対処も出来ていない弱い幕府に──民衆は幻げん滅めつしている。俺は無力だね、不ふ甲斐がいないよ」

「いいえ、秀影さまの平和的な施し策さくを、腰こし抜ぬけと呼ぶものもいるでしょう。けれど、それはわたしたち『大奥』の生徒が血まみれで勝ちとり、望んだ理想でした。間が悪かったのですよ、ぜんぶ『黒船』が悪いんです」

　胸を張って、さくらは主張した。

「平和な新時代のため、お優やさしい秀影さまのために、わたしたちが再び血にまみれてでも『黒船』を打だ倒とうします──だから、あまり気に病やまないでください、秀影さま」

「さくらちゃんたちには、できればもう戦ってほしくないんだけどね」

　秀影はむしろ心を痛めたように、項うな垂だれると。

「女の子なんだし、おいしいものを食べたりきれいなものを愛めでたりしていてほしいよ──そう思うのは、傲ごう慢まんなんだろうけど」

　ふと傍かたわらに視線を向け、秀影はひとつの店に目を留めた。

「ちょうどそこに呉ご服ふく屋がある。『靫』と『川蟬』が殺害される直前に、最さい後ごに立ち寄ったところだ──せっかくだし、何か可愛い服のひとつも買ってあげよう」

「え？　いけません秀影さま、わたしなどにそんな──」

「いいから、遠えん慮りよなんてしなくていい。……そろそろ、仕し掛かけてくるだろうし」

「え？　何ですか秀影さま？」

　小声でつぶやいた彼の言葉が聞きとれず、さくらは当とう惑わくしながらも、手を引かれて立派な呉服屋の暖の簾れんをくぐる。
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「ごめんくださ～い、服を仕立てたいんですけど」

　秀影がどんどん先へ進むので、腕うでを絡からめて密着しているさくらも引きずられる。かなり立派な呉服屋である。正面に店の主人が座した受付カウンターのようなものがあり、後ろに反たん物ものなどが納められているのだろう、和わ棚だなが壁かべいっぱいを埋うめ尽つくしている。

　店の左右から奥の広々とした空間にでられて、そこには庶しよ民みんでも手をだしやすいお手て頃ごろな値段の服が並べられ、箱形の試着室や姿見が配置されている。

　綺き羅ら綺き羅らしい色の洪こう水ずいに、さくらは吞のまれそうだった。受付の周りに陳ちん列れつされているものは高級品なのだろう、生き地じも上等で輝かんばかりで、宝石みたいだった。最新技術が下か賜しされている城下町ならではの、合成繊せん維いが用いられたものや、渡と来らい品らしき見たことない造形の衣装も多い。

　大商人などが利用する立派な呉服屋なのだろう、あちこちで丁でつ稚ちが動き回り、客層も豪ごう華かな身なりのお大だい尽じんが多かった。制服姿のさくらは、いかにも場ば違ちがいで、恐きよう縮しゆくする。

「さくらちゃん、これなんて似合うんじゃないかな？」

　どこにいても動じない秀影がきらきらと光こう沢たくのある西洋風の礼服ドレスなんかを臆おくせず手にとってさくらに見せてくる。ちょっと見ただけで目玉が飛びでるほど高級そうで、おまけに胸むな元もとや背中がばっくりと開いている。

「こ、こんなせくしいなの、わたしには似合わないです──」

「そんなことない、きれいな髪かみが映はえるはずだよ。それにちょっとぐらい大だい胆たんな衣装のほうが、お色気が中ちゆう途とはんぱなさくらちゃんには相応ふさわしいと思うし」

「中途はんぱって言ったな！　よくわからないけど腹が立ちます！」

「それに、もしも似合わなかったとしたら──それはさくらちゃんの可か憐れんさ愛らしさに服が負けたということさ、出来の悪い服のせいなんだよ」

「あ、ありがたいですけど、秀影さま──店員さんがめっちゃ睨にらんでます」

　堂々と服の悪口を言いだす秀影を放置していたら、店から叩たたきだされそうだったので、興味もあって──さくらは手渡された礼服ドレスを恭うやうやしく受けとった。

「じゃ、じゃあ、試着してみますけど──変でも、笑わないでくださいね」

「楽しみにしてるよ～♪」

　恋こい人びとにきれいな自分を見せたい気持ちは、さくらだって女の子だから、当然あった。ものは試ためしだ、ふだんは制服姿でお洒落しやれなんかできないから、好こう奇き心しんもある。秀影が選んでくれた、という嬉うれしさも……。
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　いそいそと試着室に移動するさくらをにこやかに見送って。

　秀影は「さてと」と居住まいを正し、愛あい想そ笑いを浮うかべている店主に視線を向けた。

　そして異様な『鴉』の仮面を、まるで刃やいばを突つきつけるように近づけて。

「お遊びはお終しまいだ、さくらちゃんにはあまりこういうのを見せたくないからね──彼女が着き替がえているうちに、終わらせよう」

　懐ふところから火ひ縄なわ銃じゆう（拳けん銃じゆう）を抜ぬくと、目にも留まらぬ速度で店主の首筋に当てる。

「俺は豊臣幕府直属内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』──二級職員の『鴉』だ」

　ひやっと身を竦すくませた店主に、冷れい酷こくな声こわ音ねで。

「この店で、不正密売が行われている疑いがある」

「な、何のことでしょうか──」

「惚とぼけるな、証しよう拠こはあがってるんだ。知らばっくれても無む駄だだよ、『腐肉食堂ハゲタカ』は腐ふ臭しゆうを見み逃のがさない。首に縄なわつけて連行されたくなかったら、洗いざらい吐はけ」

　凄すごんだ。ふだんの秀影がのほほんとしているからこそ、その急激な態度の変化は拳銃に弾だん丸がんを詰つめるように、劇的であった。凶きよう器きを見せ、無む辜この民たみ草くさを脅おどす。たとえ侮あなどられないための演技だろうが、こんなところは最愛のさくらには見せられない。

　だが、これもひとつの捜そう査さ方法だ。

　秀影が身につけた技術だった。

「こう言えば、口を開いてくれるのかな」

　威い圧あつ感かんを消して、相手を安あん堵どさせるように、柔やわらかく。

「俺は『腐肉食堂ハゲタカ』だと名乗っただろう、今日はいつものとおりに、この店で密売品の購こう入にゆうにきたんだ──俺は客だよ、そう怖こわがらなくてもいい」

　いちど殺気立ってから、それを緩かん和わさせる。あげて、落とす。

　この態度の切りかえに、店主は窮きゆう地ちを逃のがれたと思いこみ、口が軽くなる。油断する。引きつった笑えみを浮かべながら、商人らしく揉もみ手をして。

「あ、あぁ──そういうことでしたか、驚おどろかせないでください。ええ、ええ、『腐肉食堂ハゲタカ』のかたならご奉ほう仕しいたしますよ、皆みなさんは上客ですからね～」

　その言葉に、秀影は内心で臍ほぞを嚙かむ。

　やはりだ、城下町の捜査をしていて証拠を集めたのだが──不可解な事実があった。

『腐肉食堂ハゲタカ』がやけに好かれているのだ、民衆に。『腐肉食堂ハゲタカ』は密告者、他人の秘密を暴あばき踏ふみ荒あらす下品な垂れこみゴシツプ屋、というのが以前の評価だったはずだ。人々の評判は悪く、ふつうの店にも入れず、町を歩けば嫌いやな顔をされたものだ。

　それが今日は、むしろどこでも大だい歓かん迎げいで、好意的な態度で迎むかえられた。

『腐肉食堂ハゲタカ』の評判が以前とは真逆になっている。

　その理由はまだ判然とはしないが、どうにもきな臭くさい。そんなに簡単に、『腐肉食堂ハゲタカ』の悪評が払ふつ拭しよくされるとは思えない、秀影の知っている内部監察局とは根本から何かが変わっていた、その理由を知りたかった。

『腐肉食堂ハゲタカ』は秀影にとって、元の職場だし、心のふるさとであったのだ。

「『腐肉食堂ハゲタカ』の皆さんにはお上に密告もせず、摘てき発はつもせずに非合法な商品をお目こぼしいただいておりますし──こんなご時世ですし、助けあっていきませんとね。お待ちください、いま裏うら帳ちよう簿ぼを用意いたします。ご入り用は何でしょう、銃じゆう器き？　刀とう剣けん類？」

　うっかり口を滑すべらせる店主の発言内容に、秀影はにこやかに頷うなずきながらも。

　内心、舌打ちをしたいぐらいだった。

　それは捜査の過程で浮かびあがってきた、ひとつの疑念が確信に変わった瞬しゆん間かんだった。

　事件の被害に遭った少女たち──『靫』と『川蟬』は『大奥』の戦士だ、多勢に無勢だったとはいえそうかんたんに殺やられはすまい。けれど、相手が武装していたとしたらどうだろうか。

　ふたりの屍し体たいには無数の刀が突き立っていたという。出所不明のそんな凶器を──こういった裏の商あきないにも手をだしている悪徳商人を通して、『腐肉食堂ハゲタカ』が流通・蔓まん延えんさせている形けい跡せきがあったのだ。

　初代秀吉以来、この国では廃刀令が徹てつ底ていされている。ゆえにこそ、武器は闇やみのなかで高額で取り引きされる。貴重品なのだ。商人にとっては、たしょう人道を踏み外してでも扱あつかいたい、魅み力りよく的な商品だろう。

　仮にも幕府の内部監察局、公的機関であり不正を弾だん圧あつする側の『腐肉食堂ハゲタカ』がそこに関かかわり、むしろ促そく進しんしているなら──尚なお更さらである。

『腐肉食堂ハゲタカ』は城下町のすべてを網もう羅らし、多大な影えい響きよう力をもっている。その情じよう報ほう網もう、流りゆう通つう網もうのすべてを武器密売に利用すれば、雲うん霞かのごとく武器は城下町に広がる。

　少女惨ざん殺さつに用いられたのも、そんな非合法な凶器だったのだ。

　民衆が武力を有し始めている。『腐肉食堂ハゲタカ』の、秀影の古巣のものたちの扇せん動どうによって──その事実そのものが心を痛ませるが、それ以上に深刻な予感があった。

　幕府は民衆から武力を奪うばい、己おのれらのみが確保することで利権を貪むさぼり、また特権階級として君臨してきた。しかし武器密売によって四百年におよぶ太平の世の根幹が、揺ゆらぐ。

　心ない『腐肉食堂ハゲタカ』の職員が悪徳商人を相手に小金を稼かせいでいる、程度だったならいい──摘発して終わりだ。だが、武器が流通する勢いからいって、おそらく『腐肉食堂ハゲタカ』のすべてがこの不ふ祥しよう事じに関わっている。

　組織ぐるみの犯行だ。

　こんな不作法を、『腐肉食堂ハゲタカ』の頭領──老ろう獪かいにして周しゆう到とうなあの女、『冥土鳥ほととぎす』が見逃すとは思えないが。

　彼女が黙もく認にんしているとしたら、なぜなのか。あるいは、彼女こそが武器を流通させ何か悪わる巧だくみをしている、黒幕なのだろうか。

『冥土鳥』を疑いたくはない、彼女を尊敬している。

　秀影にとって、母のようなひとなのだ。

「秀影さま？」

　試着室から顔をだして、さくらが不思議そうにする。

「何やら騒さわがしいですけど──どうかしたのですか？」

「いや、何でもないよ。それより着替えたのなら見せておくれ、俺は愛らしい君の晴れ姿を見るために今日まで生きてきたのだから」

「はぁ。やっぱりこういうのは着慣れなくて、ちょっと恥はずかしいですけど──」

　試着室から恥じらいながら姿を見せたさくらは、礼服ドレス姿である。両手両足を緊きん縛ばくする革帯ベルトは一時的に外しているのだろう、白い肌はだが露ろ出しゆつしている。麗うるわしい桜色の髪には櫛くしがとおされ、先ほどともに買った髪かみ飾かざりでまとめてあった。

「ど、どうでしょうか──」

　真っ赤になって俯うつむくさくらに、秀影は何もかもを忘れて感激した。

　両手を広げ、感かん極きわまって賛辞を述べる。

「似合ってるよ、さくらちゃん。海よりも夕焼けよりも何よりもうつくしい、この世に舞まい降りた美の化け身しんだ、いいや女め神がみだ。同じ量の黄金よりも価値のある大宇宙の宝だ！」

「ほ、褒ほめすぎですよぅ……」

　照れ照れ、と指遊びをしているさくらを抱だきしめて持ち帰ってたいせつに保管したいが、そんなふうに気を抜いている場合ではなかった。

　浮かれてとろけていたさくらの表情が、瞬しゆん時じに引きしまる。
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　血まみれの『大奥』を生き抜いてきた彼女の第六感が、何かを感知したのか。

「──秀影さま!?」

　悲鳴をあげた。

　秀影も反応している。咄とつ嗟さに懐から特とく殊しゆな合金でつくられた扇せん子すをとりだし、華か麗れいに動かす。金属音。衝しよう撃げきが指先に走り、秀影は痺しびれを感じた。

　銃じゆう撃げきされたのだ、と判断する。あまり口径のおおきくない、豆まめ鉄でつ砲ぽうのようだったが。反応できたのは奇き跡せきである、秀影は思いながら呉ご服ふく屋の入口に視線を向ける。

　そこに──いつのまにか、見るからに荒あらっぽい風ふう体ていの輩やからが集まっていた。

　十数人はいるだろうか。

　手に手に禁制品のはずの日本刀や槍やり、火縄銃（散さん弾だん銃じゆう）を握にぎりしめ──ぞっとするほど憎にく々にくしげにこちらを睨みつけている。武装した、賊ぞく徒とたち。そう見えたが、不思議と店内の客も従業員も騒がず、むしろ「待ってました！」と言わんばかりだ。

「へ、へへ──」

　奥に引っこんでいた店主が、耳に携けい帯たい電でん話わを押し当てたまま顔を覗のぞかせて。

「悪いですね、お客さん。お達しがでてたんですよ、あんたらはお尋たずねものだ──幕府の犬め！　てめぇらに売る服なんてねぇや！　金は三さん途ずの川の渡わたし賃にとっときな！」

　常じよう軌きを逸いつした態度で、店主がそのまま引っこんでしまう。その間にも賊徒たちは凶きよう悪あくな面相で歩み寄ってくる。一いつ触しよく即そく発はつである、まるでこちらを親の仇かたきのように見ている。

「秀影さま！」

　さくらが脱ぬぎ捨てた革帯ベルトを手に、こちらに駆かけ寄って我が身を盾たてにして身構える。さすがに、革帯ベルトを装着している暇ひまはなかったらしい。武器の血刀も、目立ってはいけないからと風ふ呂ろ敷しきに包んである。

　廃刀令が徹底されているはずだったのだ、城下町では。

「ど、どういうことですか──こいつら、何なんですか？」

「落ちついて、さくらちゃん」

　状じよう況きようを理解していないさくらの肩かたに、秀影はのんびりと手を置いた。彼女はすぐに自分だけで突っこむ癖くせがあるので、それを諫いさめたのだ。

「抜いちゃだめだよ、戦争になってしまう。幕府と、彼らのね」

「か、彼ら？　こいつら、何なんですか？　『黒船』ですか？　こいつらが『靫』や『川蟬』も──」

「『黒船』は『大奥』の生徒を殺さないよ、彼らにとって貴重な資源だからね。生かして捕とらえたいらしいし。だからこいつらは『黒船』じゃない」

　秀影は油断なく扇子を構えながら、語る。

「彼らはね、ふつうの人々だよ──町人や百ひやく姓しようだ、たぶんね。ただし武装している、流通した密売品の刀や銃じゆうによってね」

　おそらく、さくらの推測どおりに──『靫』や『川蟬』も彼らに殺されたのだろう。彼らに取り囲まれ、集団私刑リンチに遭あって。いくら『大奥』の生徒が一いつ騎き当とう千せんとはいっても、相手は一いつ般ぱん人だ、戦って倒たおしてはいお終しまい、とはいかない。

　対応を決めかねているうちに、取り囲まれ、討うち取られたのだ。

『大奥』での戦せん闘とうは基本的に一対一をむねとしていた。集団を相手に孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、という戦いの形式に慣れていない。戦闘能力に難があった『靫』や『川蟬』は尚更である。

　それがきっと、さくらが捜査を依い頼らいされた事件の顚てん末まつであろう。

　けれど疑問なのは、なぜそんな事件が起きたのか？　ということだ。

　武器を密売しているのは『腐肉食堂ハゲタカ』だ、だが何のために？　『大奥』の少女たちはなぜ集団で暴行を受けるような、無む惨ざんな殺されかたをしたのか？

　事件の構図はわかれども、いまだ全体の絵は見えない。

　もっと深く暗い事件の底に、途と方ほうもない陰いん謀ぼうがあるはずだ──この国を、根本から引っくりかえすほどの。

　思案に沈しずむ秀影の正面で、さくらは歯は嚙がみしながらも。

「馬ば鹿かな真似まねはおよしなさい、このかたを誰だれと心得ますか──刃やいばを向ければ、きっと後こう悔かいします。冷静になって、矛ほこを収めなさい」

　さくらはまだ状況をよく理解していない。相手を単純な賊徒、物もの盗とりと判断したのか──大事な秀影に危害が及およぶのを見ていられなかったのか。

　極めてまずい発言をした。

　懐ふところに手をつっこみ、宝石がちりばめられた豪ごう華かな印いん籠ろうを取りだして。

「このかたは天下の大将軍、豊臣秀影さまです！　ものども、頭ずが高い！　控ひかえおろう、控えおろう！」

　将軍の権けん威いをふりかざせば、町人など平へい伏ふくするに決まっている。

　そう判断したのだろうけど、やや軽けい率そつだった。

　そもそも、『靫』と『川蟬』はなぜ殺されたのか。店主などの発言からいって、幕府の関係者だったからだ──と秀影は想定していた。幕府の一員、『大奥』の制服姿で歩き回っていたから、殺されたのだ。

　それは捜そう査さの早い段階から読めていた。幕府への反感、憎ぞう悪おは町民の間に渦うず巻まいていた。おそらく、諜ちよう報ほう機関である『腐肉食堂ハゲタカ』が武器の密売とともに、幕府への敵意をあおる情報をばらまいていたのだ。

　なぜ『腐肉食堂ハゲタカ』がそんな真似をしたのか、わからないが──ともあれ、まずい。敵の狙ねらいは幕府の関係者だ、と早々にあたりをつけたからこそ、秀影はさくらに変装もさせず『大奥』の制服姿で歩き回らせ、敵が仕し掛かけてくるのを待っていた。

　運がよければ犯人を一いつ本ぽん釣づりできる、と判断して吞のん気きに遊興デートしつつ敵を誘さそっていたのだが──予想以上にろくでもない事態になってしまった。

　最愛のさくらを囮おとりにした罰ばちが当たったのだろう、と秀影は嘆たん息そくする。

　ここで将軍と名乗れば、それは肉にく食しよく獣じゆうの口のなかに横たわるようなものだ。幕府に敵てき愾がい心しんを抱いだく彼らにとって、将軍とは怨おん敵てき、最も憎悪する対象なのだから。

　当然、町人たちはしばし黙だまってから──荒あれくるった。

「将軍だと!?」「噓うそか真実か知らんが、その名を騙かたるだけで大罪よ！」「殺せ、腐ふ敗はいした幕府の犬どもを殺せ！」「天てん誅ちゆうだ！」「時間をかけて嬲なぶり殺しにしろ！」

「あ、あれ……？」

　予想していた反応とちがったのだろう、さくらが不安げにこちらを見てきた。

　見られても困る。

　そうしている間にも賊徒は増え、もはや通りを埋うめ尽つくさんばかりに膨ふくれあがっている。ものすごい数だ、さすがに捌さばききれぬ。

　燃え広がった憎悪の焰ほのおは、すでに鎮ちん火かできない。

　秀影は溜ため息いきをつくと、のほほんと告げた。

「さくらちゃん、ここは逃にげるしかない。何人か蹴け倒たおして、その隙すきにどうにか──」

「え、え？　でもっ、どうしてこんな……？」

　さくらは涙なみだすら浮うかべて混乱している。その間にもう辛しん抱ぼうできぬ、とばかりに賊徒が「わっ」と店内に侵しん入にゆうしてきた。憤ふん怒ぬを孕はらんだ人波の圧力が、押し寄せてくる。

　平和な遊興デートの雰ふん囲い気きは消え去り、すでに呉服屋は戦場の様相を呈ていしていた。

　城下町に鮮せん血けつの雨があられとふる──と、思われた瞬しゆん間かんである。




「ちょっと待ったぁぁあああああ!!」




　豪ごう快かいな声が響ひびき、同時にこちらに突つっこんでこようとした民衆の正面に、何かが落ちてきた。それは装そう飾しよくの目立つ長なが柄えの武器──神具のようにうつくしい、青せい竜りゆう刀とうである。

「どいた、どいた！　天下の往来で騒いでんじゃないよ、うざったい！」

　言いながら賊徒をかきわけて姿を見せたのは、長身の女である。

　なぜか年ねん齢れいにそぐわぬ学生服をまとっている。背中に『誠』の文字が刻まれた羽織と、頭には蝶ちよう々ちよう結むすびの鉢はち巻まき。馬鹿みたいな格好だが、その漂ただよわせる気き魄はくは武人のそれである。かさぶた色の髪かみをひっつめ、両目は糸のように細められている。

　さくらは見覚えがあったのか、目を丸くして。

「あなた──ち、『血ち眼まなこ』さん？」

「あぁ、まぁお久しぶり。……とりあえず、話はあとで」

　面めん倒どうくさそうにしながら、青竜刀を片手で引っこ抜ぬくと、『血眼』というらしい女は凛り々りしく宣言した。

「この場は『新しん撰せん組ぐみ』副局長『血眼』が預かった！　木っ端ぱどもは、散った散った!!」

　その大だい音おん声じように、賊徒たちは奇き妙みようなぐらい粛しゆく然ぜんとして、後ずさった。

『新撰組』……？

　何だっけ、それ……？
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　さくらたちは、『血眼』に先導されて城下町を歩いた。

　いまだ町の人々の敵意に満ちた視線は突き刺ささってきていたが、『血眼』のまとった『新撰組』の衣装を見ると面おも白しろいように道をあけ、余計なちょっかいをだしてこなくなる。

　感心しながらも、さくらは青竜刀を担かついでのしのし歩く『血眼』に語りかけた。

「何だか思っていた以上に、『新撰組』は大所帯になってるみたいですね」

　そう、聞き覚えがあると思ったら、脱だつ獄ごくする直前にあの破は天てん荒こうな少女──『吸血姫ばんぱいあ』が結成した謎なぞの組織の名前だった。

　何を目的にしたどんな集団なのかも不明な、ぶっちゃけ不ふ逞ていの輩だったはずなのだが。

「まだ姫さまが脱獄してからそう経たってないのに、あちこちで見かけます」

　捜査をしている最中でもちらほら見かけたのだが、陽ひが暮れるとさらに増えてきていて、だいたい曲がり角ごとに『新撰組』の法はつ被ぴをまとったものたちが肩を怒いからせている。

『大奥』から『吸血姫』が脱獄したときは多く見積もっても数十人といったところだったろうに、数百人か、それ以上の規模になっているように思えた。

『吸血姫』とともに脱獄した囚しゆう人じん以外も、けっこういるらしい。というか、あきらかに『大奥』の関係者ではない──男ばかりだ。風体からいって、そこらの町人や百姓、食くい詰つめた浪ろう人にん崩くずれなどだと思われる。

　ほとんどごろつきである。

「まぁね、勝手に揃そろいの法被を着こんで『新撰組』ぶってる連中もいるし、具体的にどんぐらいの規模になってるかはあたしらも把は握あくしてないぐらいなんすけど」

『血眼』は「きゃ～♪」「『新撰組』だ！」「よっ、城下町の英えい雄ゆうさん！」とか騒さわぎながら道を塞ふさぐようにして集まってくる人々を、うるさそうに青竜刀でのけたりしながら。

「見てのとおりに大人気で、鬱うつ陶とうしいっすよ。あたしらの姿を描かいた浮うき世よ絵えまで配られてるんすから──正直、勘かん弁べんしてほしいっす」

『血眼』は居い心地ごこちが悪そうだ。彼女は元・盗とう賊ぞくという話だし、人々が『新撰組』に向ける敬意とも羨せん望ぼうともつかない視線には慣れないようである。

　さくらは素す直なおに不思議で、小首を傾かしげる。

「いったい何でまた、こんな事態になってるんですか？」

「まぁ、そりゃあ──単純な理り屈くつっすよ」

『血眼』はさくらたちを守る番兵のように、油断なく周囲を威い嚇かくしながら。

「先日、城下町に『黒船』が隕いん石せきを落下させたのはご存知っすよね？　その被ひ害がいを最小限に抑おさえるため、その身を盾にして戦ったのが何を隠かくそううちの姫さまなんすよ。誰もが怯おびえ蹲うずくまるしかなかったあのとき、たった独りで侵しん略りやく者に立ち向かった姫さまはそりゃあ賞賛され、有名になったもんです」

　それは、捜査をするうちに嫌いやでも耳に届いてきたことだった。

　隕石という圧あつ倒とう的な災さい禍かから町を救った英雄として、『吸血姫』と『新撰組』の雷らい名めいは高らかに轟とどろいている、城下町──八百八町の隅すみ々ずみまで。

「『新撰組』も姫さまの名声にあやかってね、今じゃ救国の英雄──民たみを守る偉い大だいな義ぎ賊ぞくってぇ大評判っすよ。姫さまは、みんなが褒ほめてくれる～ってご満まん悦えつっすけどね」

　何だか不満そうに、『血眼』はくちびるを尖とがらせる。

「『大奥』からいっしょに脱獄した連中はまだましっすよ──同じ釜かまの飯を食った仲だ、気心も知れてる。そう突とつ飛ぴな真似もしやせんしね」

　苛いら々いらした様子で。

「でも勝手に『新撰組』に憧あこがれて新しく参入してきた連中はだめだ、志ってもんがない。ただの荒あらくれもの、賊ぞく徒とっすよ、『新撰組』の威い光こうをかさにきて略りやく奪だつするようなやつまでいるし──」

『新撰組』の内部事情は、傍はたから見るよりずっとぐちゃぐちゃらしかった。

　組織の人数が増えれば必ずどこかに歪ゆがみを抱かかえ、内部分ぶん裂れつを起こし、人間関係の摩ま擦さつが軋きしみをあげる。『吸血姫』を中心に固く結束しているように見えた『新撰組』にも、新しい血が流れこむことで異変が起き始めているらしい。

「あたしらの最近の主なお仕事は、そうやって『新撰組』が──身内が起こした不ふ祥しよう事じを解決して廻まわる、火消しっすよ。さっきの呉ご服ふく屋での騒ぎもそんな感じっす、身内が起こした事件を、身内で解決する、言っちゃあ自作自演すよ。それでまた『町の平和を守る正義の組織』なんて評判が立つんだ、臍へそで茶が沸わきますよ」

『吸血姫』の、無む垢くな少女の描いた夢は、現実的な悪意に晒さらされて汚お濁だくし始めている──それを肌はだで感じて、さくらは何だかひどく居たたまれない気持ちになった。

「おっ、このへんっすよ」

　そんな話をしているうちに、周りは寂さびれた景観になっている。城下町の外れのほうだろう、いわゆる貧びん乏ぼう長屋が所ところ狭せましと並んでいる、やや不衛生な区画だ。

　物価の高い町の中央にはとても住めない低所得者が居を構えているのだろう、あちこちに洗せん濯たく物ものが吊つられ、家屋の外に茣ご蓙ざを敷しいて何やら手作業をしているものも多い。

　雑然とした、舗ほ装そうもされていない路地を『血眼』は慣れた様子で進み、ひとつの長屋の前でくるりと振ふり向いた。

「ここが『新撰組』の本ほん拠きよ地ち──つうか、あたしらが自宅として使ってる部屋っす。ここなら町の連中もあんたらに妙みようなちょっかいかけてこないでしょう」

　そういう理由で、『血眼』はここまでさくらたちを先導してくれたのだ。

　相変わらず、頼たのもしいお姉さんである。

「いちおう、町の治安を守るのもあたしらの使命ですしね──『大奥』の生徒が惨ざん殺さつされた、おまけに下手人が町人である可能性が高い、ってことなら見すごせない。捜査にも協力しますよ、うちの姫さまもべつに幕府と敵対したいわけじゃない、……仲良くしたいと思ってるんすよ？」

　至いたれり尽くせりだが、だいじょうぶだろうか。自分たちに協力することで、『吸血姫』たちが『新撰組』のなかで困った立場にならないだろうか。

　などと心配していたら、地下監かん獄ごくでよくそうされていたように、『血眼』に頭をちからいっぱい撫なでられた。

「年下が遠えん慮りよしないの。それに姫さまもきっと『百手姫』といっしょに行動できるのは嬉うれしいと思うっすからね。近ごろあのガキ、無理しすぎっすから──『百手姫』と会えるのはいいご褒ほう美び、気分転てん換かんになるはずっす」

　相変わらず、『血眼』はあの『吸血姫』を大事にしているようだった。

「さくらちゃん」

　秀影が不思議そうに。

「姫さまってのは、誰だれのことだい？」

　そういえば、先ほどの呉服屋から慌あわてて立ち去ることを優先していたから、いまだ秀影には『吸血姫』どころか『血眼』のことすら紹しよう介かいしていないのだ。

「えぇっと──」

　さくらはあの変てこな少女を、どう説明したらいいか悩なやんだ。

「地下監獄から脱獄をした囚人たちの中心で、えぇっと──秀影さまの妹さま、黒くろ姫ひめさまと同い年ぐらいの子供ですよ。すごく良い子なんですけど、そのう……」

　考えてみれば秀影は天下の征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、かたや『吸血姫』は天皇家の娘むすめだ。異なる高貴な血族のものどうし──引きあわせることが、今後の歴史に及およぼす影えい響きようは計り知れない。

　すこし迷ったが、ここまできて『吸血姫』に会わずに帰るのもどうだろうか、実際──先ほどの町民の反応からいって、安全な拠きよ点てんを確保しないことには捜そう査さも覚おぼ束つかないのだ。

『吸血姫』の庇ひ護ごは、必要不可欠であった。

　まぁ秀影は『鴉』の格好をしているし、『吸血姫』の素す性じようについては知らないようだ──今は互たがいの正体を隠したまま、とりあえず面会させるしかないか。

　妙な事態にならなければいいが……。

「姫さま～、今日は嬉しいお客さんがいらっしゃってますよ──」

　さくらの懊おう悩のうを知らずに、『血眼』が呆あつ気けなく長屋の引き戸を開けてしまった。

　そして硬こう直ちよくする。

　さくらも──秀影も、絶句した。

　最初に見えたのは、やんごとなき一族のお姫さまが暮らしているとは思えぬ、貧乏所帯じみた部屋の内装である。囲い炉ろ裏りにせんべい布ぶ団とん。引っ搔かき傷だらけの和わ簞だん笥す。敷かれた畳たたみもささくれていて、吊られた裸はだか電でん球きゆうのそばには羽虫が飛び回っている。

　そんな素そ朴ぼく、とすらいえないボロボロの室内にて──ふたりの少女が密着していた。

　ひとりは『血眼』とよく似た双ふた子ごの妹、『血ち祭まつり』である。姉と比べて柔にゆう和わな雰ふん囲い気きで、優やさしげな垂れ目。そんな彼女は壁かべに背中を預けて座りこんでいて、なぜか『新撰組』の正装なのだろう学生服の腰巻きスカートのみをまとい、上半身ははだかだった。

　それだけでも破は廉れん恥ちきわまりないのに、『血祭』の露ろ出しゆつしたおおきな乳ち房ぶさの先せん端たんに──話題の姫さまこと『吸血姫』が夢中で吸いついている。

「ちゅう、ちゅうっ──」

　授乳そのものである。

『吸血姫』はちいさくも愛らしい少女だ。長い彼岸花色の髪の毛は元気いっぱいに広がっている。やはり『新撰組』の学生服をまとい、しゃがみこんで『血祭』の乳を両手でしっかり確保し、顔を埋うずめるようにして吸っている。

「ぺろっ、はむっ──ちゅううっ♪」

　どうやら『吸血姫』はその尖った八や重え歯ばで『血祭』の乳房に嚙かみつき、にじんだ血液を舌先で舐なめ取っているらしい。唾だ液えきと血が『吸血姫』の口のなかで跳はねる、淫いん靡びな水音すら響ひびいている。

　何だこれ……。

「ありゃ、お帰りお姉ちゃん──っと？」

　幸せそのものの慈じ母ぼの微び笑しようで『吸血姫』の頭を撫で、受けいれていた双子の妹──『血祭』が、さくらと秀影に気づいて小首を傾げた。

　男性がいるのに、恥はじらう様子もない。

「………？」

『吸血姫』が不ふ審しんそうに顔をあげて、大事な儀ぎ式しきを邪じや魔まされたように不ふ機き嫌げんな表情でこちらを向く。血混じりの唾液の糸が、そのくちびると『血祭』の乳房の間に伝った。

　妙に艶なまめかしい。

「あっ──さくら？　さくらなの!?」

　見る見る笑え顔がおになる『吸血姫』だったが、さくらは状じよう況きようが理解できないまでもまずい場面に立ち会ってしまった気がして、思いっきり引き戸を閉める。
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「……お取りこみちゅう、失礼しました」

「さくらぁぁあ!?」

『吸血姫』の赤ちゃんみたいな悲鳴が扉とびら越ごしに聞こえてきた。
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「酷ひどいわ酷いわっ、あたくし様の顔を見るなり逃にげだすなんて！　さくらはあたくし様のことが嫌きらいになってしまったんだわ、そうに決まってるわ！　こんなに愛してるのにっ、報むくわれないのね！　あたくし様とっても可哀かわい想そうだわ！　再会の抱ほう擁ようをして百万回『愛してる』って囁ささやくべきところなのに、さくらの意地悪っ！」

　相変わらずものすごく騒がしくまくしたてながら、『吸血姫』は部屋の隅すみっこで体育座りをしてすっかり拗すねてしまった。子供である。

　どうしたもんか、とさくらが呆あきれていると──『吸血姫』は肩かた越ごしにこちらを一いち瞥べつして、おおきな目を丸くした。

「あら、さくらったら──何だか今日はとってもお洒落しやれね？」

　その言葉どおりに、さくらは呉服屋で試着をした上等な衣装のままである。着き替がえている余よ裕ゆうがなかったのだ。まぁ命を狙ねらわれたのだから服のひとつぐらい拝借しても罰ばちは当たるまい。

　美び麗れいだが動きにくいので、着替えたいが。

「似合ってるわよ、それでこそ──あたくし様のさくらだわ♪」

　相変わらずこちらを全ぜん肯こう定ていしてくる、無む邪じや気きな『吸血姫』だった。『新しん撰せん組ぐみ』がきな臭くさい状況に置かれているため落ちこんでいるのではないかと思っていたのだが、意外と元気そうだ。

　でも実際のところ、『黒船』の攻こう撃げき──隕いん石せき落としを防ぐために無む茶ちやをやったのだ、見た目ほど体調はよくないはずだ。機き関かん銃じゆうのように喋しやべっているものの、座りこんだまま動こうとしないし、やはり疲ひ弊へいしているみたいだった。

　労いたわってあげたいが、久方ぶりの『吸血姫』の勢いについていけず、さくらはやや怯ひるみながらも丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「その、お久しぶりです、『吸血姫』さま──ご活かつ躍やくの噂うわさは聞き及んでおります」

　相手は天皇家の令れい嬢じようである。本来なら謁えつ見けんなど不可能、平へい伏ふくしてご挨あい拶さつをするのすら不ふ遜そんな超ちようお偉えらいさんである。さくらなりに精せい一いつ杯ぱいに礼れい儀ぎを尽つくしたのだが、『吸血姫』はそれが不満のようで「ぶうっ」とくちびるを尖らせる。

「何よ、『吸血姫』さまだなんてさ、他た人にん行ぎよう儀ぎだわ。こちとらただの脱だつ獄ごく犯よ、畏かしこまる必要はないわ──苦しゅうない、面おもてをあげい、なんて言わせないで？」

　髪かみの毛をかきあげて、そこでようやく部屋の入口に佇たたずむ秀影に気づき、『吸血姫』はその怪あやしい仮面の男にぎょっとした。

「あら、何よあんた──『腐肉食堂ハゲタカ』のひと？」

「初めまして、『鴉』と申します」

　秀影も杓しやく子し定じよう規ぎに頭をさげる。

　さくらは気づいていた。秀影の見た目から、『吸血姫』はすぐに『腐肉食堂ハゲタカ』を連想した。

　あの『阿呆鳥』もそうだったが、仮面をつけているのは『腐肉食堂ハゲタカ』には共通である──だがそう表立って活動する集団ではない。『吸血姫』の態度からいって、どうも『腐肉食堂ハゲタカ』のものと接せつ触しよくするのは初めてではないという感じだ。

『腐肉食堂ハゲタカ』は城下町を主な活動場所にしているし、『新撰組』と縄なわ張ばりがかちあっている、接触する機会があったとしても不思議ではないけれど──。

　何だか、引っかかる。

「まぁいいわ」

　あまり何事も難しく考えない性格の『吸血姫』は、やはり病人のようにふらつきながらも卓袱ちやぶ台だいのそばに移動し、座布団に腰こしかけた。

「ちょうど夕飯をとるところだったのよ、あんたたちも一いつ緒しよにどう？　さくらも、せっかく顔をだしてくれたんだもの──すぐに帰ったりしないわよね？　ううん、ずっとここにいてもいいのよ？」

　いや、よくはないが。

　相変わらず馴なれ馴れしいが、懐なついてくる子犬みたいで、ちょっと可愛かわいい。

『吸血姫』は先ほどの授乳（？）のよだれの跡あとが残った口元を、袖そでで拭ぬぐいながら。

「『血祭』、悪いけどご飯の支し度たくをしてくれる？　人数が増えたから、多めにね？」

「はぁい」

　上半身はだかだった『血祭』は脱ぬいでいた制服を我が身に押し当て、いちおう隠しながらも、さくらに「ゆっくりしてってね♪」と頭をさげつつ退室していった。

　どうも料理などをする厨ちゆう房ぼうはべつの場所にあるらしい──というか、見たところ便所やお風ふ呂ろもついていない、やはり貧びん乏ぼう長屋である。

　去っていく『血祭』を見送ってから、そういえば再会の挨拶などしている場合ではなかったのだ──とさくらは思いだし、気になるところを聞いてみた。

「あの、何でさっき姫さまは……」

『吸血姫』さま、という呼こ称しようが気に食わなかったようなので、地下監かん獄ごく時代のそれに戻もどしてみた。

「『血祭』さんの、おっぱいを──お、おふたりはそういう関係だったんですか!?」

「どういう関係よ。あたくし様と『血祭』は主従よ、あるいは家族よ？」

「あたしから説明しましょう」

　布ふ巾きんで卓袱台を拭ふいたり、食しよく卓たくの準備を整えていた『血眼』が溜ため息いきをついて。

「ちょっとした事情があるんすよ。うちの姫さまの能力はすこし特とく殊しゆでしてね、使うたびにものすごく消しよう耗もうするんです。命に関かかわるぐらいに。こないだの隕石落下を防いだせいで姫さまは限界でね、回復するために吸血してたんすよ」

「正確には、強い異能力者の遺伝子情報を摂せつ取しゆする必要があるの。血じゃなくても体液なら何でもいいし、肉を食べてもいいんでしょうけどね」

『吸血姫』は血を飲んだせいで口のなかが気持ち悪いのか、『血眼』がいれてあげたお茶を飲んでいる。べつに、好きで血を吸っているわけではないらしい。

「異能力者の肉体──体液などにはね、強い生命力が宿っているの。それを、吸血することで補給してるってわけ。同時に遺伝子情報を読みとり、記き憶おくして、吸血した相手の能力を模も倣ほうすることができるわ。それがあたくし様たち、天皇家に宿った異能力」

　あっさりと、『吸血姫』は己おのれの能力を明かした。

　そのことに、さくらは驚おどろきを隠せない。

『大奥』において、能力を他人に知られることは忌き避ひされるべきことだった。能力について知られ、対策を練られれば、どんな強力な能力者だって攻こう略りやくされる。

　けれど『吸血姫』はそれを、世間話のように教えてくれた。それだけこちらを信用してくれているのだろうし、実際──知ったからといってどうこうできる能力でもない。

　他者の能力の模倣、再現。

　それはある意味、最強にして万ばん能のう無敵の能力だ。

　隕石落下、なんて破は滅めつ的な『黒船』の攻撃をどうやって防いだのかと思っていたが、『吸血姫』もまた傑けつ出しゆつした超ちよう人じんであったのだ。

　そんな彼女にしても『黒船』の暴力を完全には防げなかった、という事実が気を重くさせるが──ともあれ『吸血姫』は、あっけらかんとしている。

「逆にいえば、あたくし様は吸血して遺伝子情報を取りこまないと能力を模写できない。地下監獄にいたころ、『絲妃あらくね』のやつが面おも白しろがっていろんな血を飲ませてくれやがったから、わりと幅はば広ひろく使えるけどね。吸血してない、たとえばあの『黒船』の『デンキ』とかいうやつの使った隕石落としは、再現できないわ」

　成る程ほど、とさくらは思った。聞いた話では、さくらの師し匠しよう──『銀ぎん狼ろう』との決戦において、『絲妃』は他者の眼球を己に移植することで能力を奪うばい、用いたという。

　能力を盗ぬすむ、肉体ごと、つまり遺伝子情報ごと抜ぬきだすことで──その発想はおそらく、『吸血姫』の能力模写のちからを『絲妃』が地下監獄で研究し、その過程で得たものなのだろう。

　常じよう軌きを逸いつした発想、と思っていたが──きちんと理り屈くつをつけたうえで、『絲妃』は実験し研究し、己のちからにしていたのだ。

『黒船』のものたちも同様だろう。

　彼らが用いる『才古銃サイコガン』なる超科学力の産物も、似たような発想からつくられているはずだ。異能力者の遺伝子情報を読みとり、科学によって銃じゆう器きのかたちで再現し、誰だれにでも用いられるようにする。

　さくらの血刀だって、同じ能力をもっていた故郷の人々の屍し骸がいを特殊な加工で凝ぎよう縮しゆくした代しろ物ものだ。かたちはちがえど、『才古銃』と同質のものだ。

　ゆえに理解は容易たやすかった。

『才古銃』の使用には強い異能力者が資源として必要──というのも、消耗した『吸血姫』が『血祭』の血を吸ったのと同じ理屈だ。異能力者のもつ強い生命力を採取し、それを『才古銃』を用いる動力源として用いているのだ。

　異能力、という『時空間爆ばく弾だん』によって偶ぐう然ぜん生まれた恐おそるべきちからが──解かい析せきされ、その理屈を研究され、効率的に用いられている。悪意によって、あるいは科学によって。

『絲妃』も、『黒船』も、そういう敵だったのだ──『大奥』で相対してきた戦士たちとはちがう、なお仄ほの暗ぐらく陰いん湿しつで、そして厄やつ介かいだ。能力について深く理解したうえで用いてくる、難敵……。

　己の生まれ持った能力を鍛きたえて用いるだけ、という『大奥』での戦法は通用しない。太刀たち打うちできない、自分たちよりひとつ高みの階層にいる、邪じや悪あくな超ちよう越えつ者たち。

『絲妃』は『金きん獅じ子し』や『銀狼』の執しゆう念ねんで打だ倒とうできた。けれど『黒船』は集団であり──組織だ、『絲妃』のときのような敵の親玉を倒たおして一件落着、とはいかない。

　長丁場の、苦しく悲ひ惨さんな、戦いになるだろう。

　いまだ一いつ致ち団結すらできず、民心は離はなれ弱体化している幕府に、『大奥』に勝ち目はあるのだろうか。

　憂ゆう鬱うつな気分になっていて、さくらが俯うつむくと。

　何を勘かん違ちがいしたのか、慌あわてたように『吸血姫』が両手をふりふり。

「だから誤解しないでね、あれはただの医い療りよう行こう為いなのよ。いやらしい気持ちがあって『血祭』のおっぱいを吸っていたわけではないの、あたくし様が愛してるのはさくらよ？」

「はぁ、まぁ──それはいいですけど、血を吸うだけならべつにお乳じゃなくてもいいんじゃないでしょうか？」

「だって、おっぱいって赤ん坊ぼうが吸いつくためのものだから都合がいいのよ。乳ち首くびとか、おしゃぶりしやすいようにできてるのよ。頸けい動どう脈みやくとかに嚙かみついたら出血しすぎて死んじゃうかもでしょ？　……あと『血祭』のおっぱいから血をもらうと、何だかお乳がおっきくなりそうな気がするのよ」

「そんな効能があるなら、わたしも『血祭』さんのおっぱい吸いたいですけど」

　お馬ば鹿かな会話をしつつも、さくらは何だか気が抜けて、微笑ほほえんだ。

　どれだけ敵が強大でも、邪悪な陰いん謀ぼうが渦うず巻まく状じよう況きようでも──『吸血姫』は変わらない。

　真っ直すぐで善良で、明るい。

　輝かがやく未来、そのもののような娘むすめだ。

　そんな彼女をすこしでも支えたくて、さくらは自分の指先を口にふくむと、嚙みついて血をにじませた。義手だが、肉体と繫つながった部分から血脈もとおっている。

　この血は、自分の血だ。

　それを、そっと『吸血姫』に差しだす。

「ねぇ姫さま、よかったら──わたしの血も飲んでください。すこしでも、姫さまに元気になってもらいたいです」

　この子はもしかしたら、暗いこの時代を救ってくれる希望の星かもしれない。

　できるかぎりで、手助けしたかった。

　心から。

「えっ──あっ、そんな……」

『吸血姫』は仰ぎよう天てんして、おろおろする──けれど、その間にもさくらの指先には血の玉が浮うかび、流れていく。捨て去るのももったいないと思ったのか、宝物でも扱あつかうようにそっとこちらの手をとって、幼いくちびるを近づけてくる。

「ありがとう、さくら──やっぱり、大好きよ」

　そして、それこそ赤ん坊みたいに、吸いついてきた。

「ちゅう、ちゅう……♪」

　幸せそうに。

　かるく指先を吸われて、痺しびれるようにくすぐったく、さくらは背筋を震ふるわせる。でも何だか、不思議な満足感があった。さくらのなかの母性が、充じゆう実じつしていく。

　ちいさな救世主の頭をそっと撫なでて、さくらは微笑んだ。

　神聖な儀ぎ式しきのように、『吸血姫』はしばし夢中で舌を動かし、たいせつにすこしも無む駄だにしないようにさくらの血液を口に含ふくむと、離れた。

「ごくんっ」

　しっかりと喉のどを鳴らして飲みこみ、満面の笑えみだ。

「あぁ、素す敵てき──さくらの、生命の味がするわ♪」

　もっと吸いたそうにもじもじしつつも、さくらを貧血にしてはいけない、と思ったのか我が慢まんして『吸血姫』は口元をそっと拭う。

「ご馳ち走そうさま。『血眼』、さくらの指を手当てしてあげなさい」

「はいはい、っと」

『血眼』が珍めずらしく素す直なおに頷うなずき、さくらの指先に絆ばん創そう膏こうを貼はってくれる。たいした傷ではない、すぐに血はとまる。

　救急箱を膝ひざの上に置いたまま、『血眼』が幸せ絶頂な主あるじに釘くぎをさす。

「姫さま、血を吸ったからって全回復するわけじゃない、その場しのぎっすからね。壊こわれた細さい胞ぼうは二度と戻らない──調子こいて、こないだみたいな無む茶ちやをするのはもう勘かん弁べんしてくださいよ？　見てるこっちが、はらはらするんすから」

「わかってるわよ。だいじょうぶ、あんたたちを置き去りにして死んだりしないから」

　彼岸花色の派手な髪かみの毛をかきあげ、『吸血姫』はたまに見せる、王者の風格をもつ麗うるわしい笑みを浮かべた。

　もう、とその態度を誇ほこらしそうにでも心配そうに、まるでお母さんみたいに眺ながめている『血眼』の横で、秀影が心ここにあらずといった感じに周囲を見回している。

　気になって、さくらが「どうしました？」と呼びかけると、彼は我を取り戻して。

「いや、何でもないよ。ちょっと懐なつかしくてね、ぼうっとしてた。成る程、この長屋は『腐肉食堂ハゲタカ』の……。つまり『新撰組』とやらの裏には──」

「ど、どういうことですか？」

「…………」

　秀影は黙もくして語らない。何だかその全身に得体のしれぬ、優やさしい彼がふだんさくらには絶対に見せない薄うす暗ぐらいものが充じゆう満まんしている気がして──息を吞のんだ。

　青ざめるさくらに気づいて、秀影は態度をふにゃりと軟なん化かさせる。

「だいじょうぶ、心配しないで──俺は、いつもどおりだよ」

　とてもそうとは思えなかったが、さくらが何か言う前に、『吸血姫』が「むうっ」と可愛かわいらしく眉まゆをひそめる。

　秀影とさくらの間に流れるただならぬ気配を、敏びん感かんに察したのか。

「ちょっと、あんた」

　居い丈たけ高だかに、秀影を指さして。

「さっきから気になってたんだけど、あんた、さくらの何なのよ？」

「あぁ、いや──」

　秀影はいつもののらりくらりとした態度で、曖あい昧まいに首をふると。

「『吸血姫』ちゃんだっけ？　俺の血も飲むかい？」

「気安く『ちゃん』づけで呼ばないでよ、不敬罪よ！　あと、あんたの血なんていらないわよっ、弱そうだし！」

「じゃあ、飴あめちゃんをあげよう──『鎌切』ちゃんが喜ぶから、いつも持ち歩いてるんだ。ほぉら、ちょこれいともあるよ？」

「何よそれっ、子供扱いしないで！　甘いものなんかで誤ご魔ま化かされるものですか！　む～！　こいつ、何かむかつくわ！　あたくし様の第六感が今のうちに叩たたきつぶしておくべきだと主張しているわ！」

　やたら嚙みつく『吸血姫』を飄ひよう々ひようといなしている秀影は、普ふ段だんどおりに見えたけれど──だからこそ、何だか無理に取りつくろったようなその態度が不自然で。

　さくらは、ひどく胸むな騒さわぎをおぼえた。







　第三幕　長崎出島　あかとくろ
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　元『大奥』序列二位『赫あか竜とんぼ』は、逞たくましいとすらいえる鍛えられた右みぎ腕うでを前方に突つきだして、拳こぶしをぐっと握にぎりしめる。

　異様な風ふう体ていの女である。異人らしく体格に恵めぐまれ、そばかすが浮いたその顔立ちは素そ朴ぼくともいえるのだが、野や趣しゆ溢あふれる威い圧あつ感かんがある。くすんだ色の髪を三つ編みに結ゆわえ、胸むな元もとと局部のみを布面積のちいさな水着で覆おおっている。

　常に逆上しているような三白眼。

　おろしたての耐たい熱ねつ外套マントが、海風にそよいでいる。




　場所は『黒船』という異国の勢力に占せん拠きよされた長崎出島──その海岸である。四方を海に囲まれた出島ではちょっと歩けばすぐに水辺にでる。遊泳に適してはいない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが延々とつづく区画で、寒い季節でもあるので『赫竜』の他ほかに人ひと影かげはない。

　荒こう涼りようとしたごつごつと剝むきだしになった岩のうえに立ち、荒あら波なみが飛沫しぶきをあげるなか、『赫竜』は嚙みついて流血させた指先に集中──極限まで、その異能力で生じさせた炎ほのおを凝ぎよう縮しゆくしていく。

　すべてを、その炎を燃焼させる供く物もつにする。

　怨えん恨こんを。憎ぞう悪おを。積み重ねてきた何もかもを──。

　熱に耐たい性せいのある己おのれが痛みをおぼえるまで待って、その炎を手のひらに握りこむ。指の隙すき間まから太陽も霞かすむほどの爆ばつ光こうが生じ、『赫竜』は目を細めて。

　人差し指と中指を銃じゆう身しんに見立てて、解きはなった。

「………!!」

　光の筋が一直線に、海へ向かって射出される。熱と炎を宝石のように凝縮させた破は壊かい力の塊かたまりだ。それは海からつきでた武骨な巨きよ岩がんを軽々と貫かん通つうし、瓦が礫れきと砂さ塵じんをまきあげ、海面を直ちよく撃げき。一気に蒸発させ、その高熱から恐るべき水蒸気爆ばく発はつを連れん鎖ささせる。派手に水柱がぶちあがり、巻きこまれた不運な魚がちぎれ飛んでぼたぼたと落下してくる。

　大量破壊兵器のような、と謳うたわれた『大奥』最大の破壊力の持ち主、その面めん目もく躍やく如じよであった。おおよそ個人がなしえる攻こう撃げきでは、最大規模の威い力りよくであろう。重火器だってこれほどの破壊力は発揮できまい。

「ムゥ──」

　だが『赫竜』は不満そうに腰こしに手を添そえ、くちびるを尖とがらせる。破壊力の余波で足場にしていた岩が粉ふん砕さいされたので、ふわふわと熱気球のように外套マントを膨ふくらませ浮ふ遊ゆうし、海面へとゆるやかに降下していく。

　優ゆう雅がとすらいえる姿だったが、本人は酷ひどく不ふ機き嫌げんそうだ。

「駄だ目めネェ、コンナ程度ジャア──」

　地形を変えるほど抉えぐり、海中深くまでを高温で沸ふつ騰とうさせながらも、まだ不満のようだ。大量の瓦礫が降り注ぎ、二次被ひ害がいをもたらすなか──器用にそれを避よけつつ、水面に浮かんだ折れ枝にふわりと着地する。

　いまだ熱を孕はらむ指先を握りこむようにして、その感かん触しよくを確かめ、嘆たん息そくする。

　あの将軍御ご前ぜん試合で消しよう耗もうし限界だった体力は、同居人の献けん身しん的な介かい護ごの甲斐かいもあってだいぶ快復してきた。出力も、全盛時にだいぶ近づいてきただろうか──だが、それではだめなのだ。物足りない、もっと強大なちからがいる。

　これでは、まだ──。

「アノ『銀ぎん狼ろう』ヲ仕留メルニハ、不足ネェ」

『赫竜』の最愛のものを殺した、あの憎にくたらしいちびすけ──小生意気な犬っころ、『銀狼』と決着をつけるのが、生しよう涯がいの目標となっていた。仇あだ討うちだ。それ以外に、血なまぐさい闘とう争そうの他には、生きがいを見つけられない『赫竜』だった。

『銀狼』はその異能力により身体からだを際限なく硬こう化かさせる。その防ぼう御ぎよを貫通するには、もっともっと威力のある攻撃を習得する必要がある。あいつには痛覚もあるようだから、全身を焼き尽つくせばどうにかなりそうだが──たぶん、彼女は痛みでは倒たおせない。

　誇り高く、強い、鍛きたえ抜ぬかれた鋼鉄のような戦士だ。それは認める。敵を冷静に評価するのも、必要なことだ。『銀狼』はたとえどれだけ激痛を味わおうとも、命を残していれば突き進み、『赫竜』の身体に鉄てつ拳けんを叩きこんでくるだろう。

　それでは、だめだ。よくて相打ち──では、意味がない。

　絶対確実に『銀狼』を殺す、そんな手段が必要だった。

　策を講じる必要がある。それはあの『赫竜』の生涯の不覚である将軍御前試合で、教師『金きん獅じ子し』に嚮きよう導どうされたことだった。『赫竜』は強すぎる、だからこれまで力押しだけでも何とかなってきた。だがそれが通じない相手に出会ってしまった、初めての経験で──どうしたらいいかわからず、『赫竜』は迷っていた。

　体力はだいぶん快復した、たぶん戦せん闘とうにも耐たえうるだろう。だが宿敵『銀狼』を倒す手段が思いつかず、足あし踏ぶみをしている。

　炎を一点集中し威力を高めて放てばどうだろうか、と思って試ためしてみたのだが。『銀狼』の硬こう度どは先ほど撃うち抜いた巨岩の比ではなかろう──それに、溜めが長すぎる。

　全神経を集中し、極限まで炎を凝縮して放つ。その発想はよさそうだ、単純で『赫竜』好みだ。だが攻撃の準備に集中している間、こちらは無防備になってしまう。

『赫竜』の用意が整うのを吞のん気きに待ってくれるほど、『銀狼』は甘くなかろう。

　実戦的ではなかった。

『赫竜』が溜めを行っている間、誰だれかが『銀狼』の動きを封ふうじてくれたらいいのだが──などと、知らずに他人に頼たよろうという考えを抱いだいている自分に気づいて、当とう惑わくする。

　ずっと独りで戦ってきたのに。

「ン……？」

　嚙かみきれないものがあるように顔をしかめていた『赫竜』は、ふと気づいた。周りの海面に浮うかんでいる、落ち葉や魚などのなかに──気になるものがあった。

　黒い和服をまとった少女である。

　彼女は可哀かわい想そうに『赫竜』の破壊力の巻き添ぞえをこうむったのか、やや焦こげており、生きてはいるようだが目を回してぷかりぷかりと漂ただよっている。

「何シテンノ、チビクロ」

　その少女──『赫竜』の同居人、豊とよ臣とみ黒くろ姫ひめに手を伸のばして指先でつまみあげる。たっぷり海水を吸った彼女は水死体のようだが、これでけっこう頑がん丈じようなので死にはしない、と思う。たぶん。

　何でこんなところに、と『赫竜』は小首を傾かしげたが──そういえば、何かの役に立つかもしれない、という思いつきで訓練をしてやっていたのだ。黒姫の生命を守れ、というのが今は亡なき最愛の『絲妃あらくね』からの命令だったし、黒姫自身を鍛えれば過か酷こくな長崎の出島でも生きのびられるだろう、という配はい慮りよだったのだが。

　たしか崖がけから突き落とし、魚を百匹ぴきぐらい捕つかまえるまで帰ってくんな、と放ほうりだした記き憶おくがある。半日ぐらい前に。彼女の能力は網あみや釣つり糸を織りあげることができるものだから、漁ぎよ獲かくには向いているし。こいつに魚を獲とらせれば食費が浮くし。

　それだけでは修しゆ行ぎようにならないからと、たまに倒とう木ぼくやら岩やらを落としてみたりしていたのだが、自分の必殺技わざを練ることに没ぼつ頭とうして完全に忘れていた。

「お、おばさま……？」

　揺ゆすってやると目が醒さめたのか、黒姫は何度かぱちくりと瞬まばたきをする。そして目の前でびみょうな表情をしている『赫竜』にやや怯おびえるように身を竦すくませ、けれど周りの海面にたくさんの魚が浮かんでいるのに気づくと、健けな気げに微笑ほほえんだ。

「おや、よく覚えてはおらぬが──どうも無意識にたくさん魚を仕留めていたようじゃな、ふふん。どうじゃおばさま、黒くろもなかなかやるものじゃろ？　褒ほめておくれ♪」

「アンタノ獲とッタ魚ジャナイ・ワヨォ──」

　ともあれ、酷いことをしてしまった自覚も多少はあり、『赫竜』はすこし仏心をだしてぶっきらぼうに言った。

「マァ、セッカクノ魚ヲ捨テ去ルノモ勿もつ体たいナイ・カシラァ？　チョウドイイ時間ダシ、オ昼ゴ飯ニシマショ、チビクロ──」

「うむ、黒はお腹なかぺっこぺこじゃ！」

　なぜか偉えらそうに胸を張っている、小生意気な黒姫の態度が、『赫竜』はそんなに不ふ愉ゆ快かいではなかった。
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　黒姫を小こ脇わきに抱かかえ、熱気球の原理で浮遊して崖のうえへ。

　そこに薪たきぎを組み、『赫竜』の能力で火を点つけて、黒姫がその能力でつくった串くしに刺さした魚を炙あぶる。ずぶ濡ぬれだった黒姫を無理やり脱ぬがして、はだかんぼにすると、その和服を木に吊つるして乾かわかす。

「ホラ」

　全ぜん裸らで恥はじらっている黒姫に、『赫竜』は手荷物から風ふ呂ろ敷しき包づつみを取りだす。それを、手て渡わたした。

「コレニ着き替がエナサイ、コンナ季節ニ素すッ裸ぱだかダト風邪かぜヒク・ワヨォ？」

「お、おばさまっ──黒に、ぷれぜんとをしてくれるのじゃな♪」

　黒姫は感激して、風呂敷を愛いとしそうに広げる。

　でてきたのは、水着である。この海辺でよく『赫竜』は修行していて、黒姫にもそれに付きあわせているから、どうせ濡れるなら最初から水着でいたほうがいいだろう──と『赫竜』がそのへんの店で買ってきたのだ。

　寸法はあっているかどうかわからんが、それでも黒姫はものすごく喜んだ。

　無む邪じや気きなものだ。

『赫竜』が呆あきれていると、黒姫はさっそく水着をつけ始める。ものすごく不器用な彼女が見ていられず、『赫竜』も手伝ってやる。ほんとうに手間のかかる小娘ガキである──。

「おばさまが、黒のために買ってくれたのじゃな。すごく嬉うれしいぞ、でもその──この水着、何だか生き地じがちいさすぎないかえ？」

　黒姫のまとった水着は、『赫竜』のそれと同じ、局部をわずかに隠かくすだけの代しろ物ものだった。ほとんど全裸と変わらぬ。黒姫は幼いので、何だか妙みように背徳感があった。

　あれ、変だっただろうか。水着ってこういうものではないのか、と『赫竜』はすこし己の常識に疑いを芽生えさせつつも、手のひらに生じさせた炎で温風をつくり、吊した黒姫の和服を乾かん燥そうさせていく。

　妙に生活臭しゆうのする能力の使いかたばかり身についてきている気がする、最近。『銀狼』を倒す必殺技の考案は、遅ち々ちとして進まないのに。

　でも何だか、いつかこういう些さ細さいな技術が、己の命を救いそうな気もする。

「燃やさんでおくれよ、けっこう高価たかかったんじゃ──その服」

　ぶつくさと言いながらも、黒姫は手て際ぎわよく魚を焼いたり裏返したりしている。この子も箱はこ入いり娘むすめのお姫ひめさまだから、同居を始めたころはこういう労働は不得手だったが、最近はすっかり慣れたようだ。

　何だか、ずいぶんと家庭的アツトホームになってしまった。

『大奥』で恐おそれられた大量破は壊かい兵器のような女、『赫竜』とも思えない──腑ふ抜ぬけている、だが居い心地ごこちが悪くはない。

「おばさま、良い具合に焼けたぞっ♪」

「ウン……」

　手渡された魚を素す直なおに受けとってしまい、『赫竜』は微笑すら浮かべそうになって、慌あわてて俯うつむいた。

　牙きばも爪つめも失い、ゆっくりと弱くなっていく気がする。だが不思議な安心感もある、よくわからなくて──落ちつかない。

　そんな『赫竜』に、当たり前のように黒姫がとなりあわせに座って、こちらに背中を預けて「むふん」と満足そうにする。

「アンマリ、クッツカナイデ──鬱うつ陶とうシイ・ワヨォ？」

　けれど無理やり押しのけもせずに、そのまま。

　何だか胸がむずむずして、『赫竜』は誤ご魔ま化かすように豪ごう快かいに魚にかぶりついた。冬の魚は脂あぶらがのっていて美味である。食いでもある。骨ごと、頭から丸かじりだ。

　そんな『赫竜』とは対照的に、黒姫はいじいじと、不器用な指先で魚の身をほぐしてから口に運んでいる。うまく小骨が取り除けないようで、「おばさまぁ……」と涙なみだ目めでこちらを見てきた。

「骨がいっぱいで、食べられないのじゃ。ほぐして、ほしいのじゃ──」

「アァ？　イツマデオ姫サマノツモリナノ・ヨォ、アンタァ？」

　吐はき捨てて、『赫竜』は黒姫の手から食べかけの魚を取りあげる。そして、口にくわえた。意地悪にも横取りされたと思ったのだろう、黒姫が悲痛な顔をしたけれど。

『赫竜』が異能力を発動、口のなかで魚の水分を蒸発させ──干ひ物ものか、あるいは煎せん餅べいのようにした。これなら骨ごとパリパリと食べられるだろう、と黒姫の口にむぎゅっと押しこんでやる。

　黒姫は戸と惑まどっていたようだが、やがて食べ始める。やがて「ぱぁっ♪」と笑え顔がおになり、あっという間に完食してしまった。

「おばさま、もっともっと──あ～ん♪」

　餌えさを待つ雛ひな鳥どりのように口を開けてくる。

　もう仕方ないな、手のかかる小娘だ──と『赫竜』は次の魚に手を伸ばして。




「思ったよりも仲良しなんですね、ふたりとも」




　不意に、背後から声が響ひびいた。

　完全に油断していて、気配を察知できなかった。『赫竜』はびくっとして、慌てて野や獣じゆうのように振ふり向いた。そして手のひらに出現させた炎ほのおの矢を、声の方向に投げつける。

　そこには木々が茂しげるちょっとした森があり、その奥に炎の矢が突つき刺さる。悲鳴があがり、しばし静せい寂じやくが満ちたけれど。

　がさごそ、と茂みをかきわけて、ひとりの青年が姿を見せる。

「いきなり何するんですか、危ないなぁ──私ですよ、ほら」

　特とく徴ちようのない青年である。書生風というか、この長崎の出島では珍めずらしい細ほそ面おもての優やさ男おとこだ。少女的に華きや奢しやで、舶はく来らい品の眼鏡をかけている。

　以前、黒姫とちょっとしたことから知りあい、お礼にと食事を振る舞まってやったのが縁えんでそれなりに親しく付きあいのある──たしか『ピカドール』、という青年である。

　相手が彼だと気づいて、『赫竜』は頷うなずくと、つづけて炎の矢を連射した。

「ちょっ!?　ぎゃっ──やめっ、何するんですかっ!?」

　意外と機き敏びんに茂みのなかに引っこみ、樹木を陰かげにして怯える『ピカドール』である。『赫竜』は火の玉を手のひらのうえで転がしながら、威い嚇かく的に睨にらみつける。

「ナァンカ怪あやシイノヨ、アンタ──」

　見世物小屋に売られ、そこで苦痛そのものの幼年期を送り、『大奥』で血まみれの殺しあいをつづけてきた『赫竜』にとって──他人など、そう簡単には信用できない。

　彼は優やさしげだが、何の意図があって近づいてくるのかわからない。ただのご近所づきあいとも思えない。自分では長崎の商家で丁でつ稚ち奉ぼう公こうしている使い走りの書生ですよ、などとのたまっていたが、正体不明すぎる。

「失セナ。次ハ身体からだニ当テル・ワヨォ？」

『そう毛け嫌ぎらいしないでください。仲良くしたいと思ってるんですよ、私は』

『ピカドール』が不意に異国の言葉に切りかえた。それは、『赫竜』の母国の言葉でもある。もはや記憶もほとんど薄うすれている、とおいむかしに死に別れた両親──。思いだし、すこし感傷的になって、『赫竜』は突っ張ぱっているのが馬ば鹿からしくなった。

　いい具合に焼けた魚の串を引っこ抜ぬき、彼に向かって放ってやる。

　そして久しぶりに、母国の言葉を口にしてみた。

『これを食べたらお帰りなさい。こんなところをほっつき歩いていたら、雇やとい主に叱しかられてしまいますよ。あの、これで言葉は通じていますか？』

『え？　あ、あぁ──はい、完かん璧ぺきすぎるほど完璧に喋しやべれていますよ、『赫竜』さん』

『ピカドール』はやや驚おどろいたように、眼鏡の奥で目を丸くしていた。

『ふだんの口調とまるでちがうから、びっくりしました。何でそんなに妙に丁てい寧ねいなんですか、言動が一いつ致ちしてませんよ。間ま違ちがった吹ふきかえ映画みたいです』

『私に故郷の言葉を教えてくれた両親が、とても厳しく躾しつけてくださったのです。……私のことはどうでもいいです、それよりいったい用件は何でしょう？』

　戯たわむれに母国語を口にしてみたが、やはり慣れない。喉のどがいがいがする。『赫竜』はこの国で生まれ育ったのだ、もはや骨の髄ずいまで日本人である。

『ピカドール』は何やら興味深そうに『赫竜』を眺ながめていたが、そうそう、と思いだしたように相あい槌づちを打って。

「ちょっと黒姫ちゃんに頼たのみたいことがあって、捜さがしていたんですよ」

「ん？　黒に？」

　いきなり『赫竜』と『ピカドール』が彼女からすれば宇宙語みたいなので喋り始めたから、当とう惑わくしていたのだろう黒姫が、不意に名前を呼ばれてびくっとした。

「何じゃ？　おぬしには世話になっておるし、頼みがあるなら聞いてやるぞ？」

　偉そうにふんぞりかえる黒姫は、何だか『ピカドール』に兄の面おも影かげを見ているようで（年上の優しげな男、という以外に共通点はないように『赫竜』は思うのだが）やや好意的である。あまりひとに懐なつかないこの子にしては、すこし珍しい感じだ。

「それはよかった。ええ、べつに難しいことは頼みませんよ」

『ピカドール』は柔にゆう和わに微笑ほほえみ、ほっと安あん堵どして。

「黒姫ちゃんにね、紹しよう介かいしたいひとがいるんですよ。できればお友達になってほしいんです──まだちいさな子供なんですが、異国ですし、なかなか知りあいができないんですよ。友達と遊び回りたいお年とし頃ごろなのに、それは可哀かわい想そうでしょう」

　心をこめて、どこか必死に。

「寂しい子なんです。私は、すこしでもあの子に人間らしい当たり前の幸せを味わってほしい。この世界には楽しいことも、あったかいこともあるんだって教えてあげたい。でないとあの子は、いつか壊こわれてしまう──」

　少々お待ちください、と『ピカドール』はどこか浮うき浮きした足取りで、茂みのなかに引っこんでしまった。何だろう。よくわからなかったが──友達？　黒姫に？

『赫竜』は思ったよりも平和な申し出だったので、やや気が抜けたが。

　戻もどってきた『ピカドール』を見て、当惑する。彼は、おおきな箱状の何かを引きずってきたのだ。細長い、棺かん桶おけのように見える。けっこうな重量がありそうなのだが、『ピカドール』は華奢な見た目にそぐわず意外と力持ちなのか、男ということなのか──。

　かんたんに運んでくると、その場に跪ひざまずき、恭うやうやしく棺桶の蓋ふたに手をかけた。

「失礼いたします」

　そして臣従の礼を尽つくしたまま、そっと開いた。

『赫竜』と黒姫は啞あ然ぜんとして、互たがいに顔を見あわせ──棺桶のなかを覗のぞきこむ。

　そして絶句した。

　箱のなかには、柔やわらかな寝しん具ぐとぬいぐるみが敷しきつめられていた。

　それよりも──驚いたことに、棺桶のなかにはちいさな女の子が収納されていたのだ。箱は密みつ封ぷうされていたようだし、呼吸もできなかったはずなのだが。だから一いつ瞬しゆん──人形なのかと、『赫竜』は思ったぐらいだ。

　奇き妙みように生気のない、青ざめて見えるほど白い肌はだの少女である。目を閉じ、指先を祈いのりのかたちに絡からめて、横たわっている。うつくしい顔立ちだが、だからこそ──つくりものめいていた。長く艶つややかな、光こう沢たくのある檸檬レモン色の髪かみ。黒くふりふりふわふわの、それこそお人形が着るような西洋衣装ロリータ。

　すわ屍し体たいかとすら思うような、不気味な少女だったが──生きている証あかしというように、差しこんでくる陽光に顔をしかめ、何度か瞬まばたきをして、おおきく欠伸あくびをした。

「ふぁ、お──」

　円盤デイスクが回転するような、異様な響きの声こわ音ねだった。

「ご紹介しましょう」

『ピカドール』が誇ほこらしげに、少女に傅かしずいたまま微笑む。

「彼女こそが敬愛する我が主あるじ──その名は、『デンキ』さまでございます」

『デンキ』と呼ばれた少女に、『ピカドール』は優しく手を伸のばし、揺ゆり動かす。

「『デンキ』さま──お目覚めください、もうお昼ですし。先日お話ししました、『デンキ』さまのお話し相手になってくれそうなかたが……」

　言葉を遮さえぎるように、『デンキ』は『ピカドール』の指先を「ぱしり」と振り払はらった。

　うるさそうに眉まゆをひそめ、ぬいぐるみをぎゅっと抱だきしめ、寝ね返がえりをうつ。

「まだ、われは眠ねむい──起こすな、殺すぞ。あと、五分……」

「『デンキ』さまぁぁああああ!?」

『ピカドール』の絶ぜつ叫きようが、長崎出島の海岸に響き渡わたった。




　この国を支配する豊臣将軍家、唯ゆい一いつの女性──豊臣黒姫。

　そしてこの国を脅おびやかす異国の王族にして、『黒船』提てい督とく──『デンキ』。




　ふたりの少女の出会いが、この国の未来におおきな波は紋もんを広げていくことになる。







　第四幕　池田屋事件　はげたかがり
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　さくらと秀ひで影かげが『新しん撰せん組ぐみ』の面々と合流した、その日の夜である。

『血ち祭まつり』がつくってくれた質素だけれど愛情たっぷりの晩ご飯をいただいてから、みんなで近所にある公衆浴場──銭湯へと向かった。

　ボロ長屋にも浴場はあるらしいのだが住民すべての共用で順番待ちをせねばならず、また汚きたなく狭せま苦くるしいため、『吸血姫ばんぱいあ』たちは滅めつ多たに利用しないらしい。

　さくらにとってはずいぶん久しぶりの、『大奥』の外ですごす夜である。

　密集して住居が並ぶ城下町は静まりかえっていて、街灯もあまりないのでひどく暗い。どこからか野犬の遠とお吠ぼえが響ひびいてくる、不気味な月夜だ。

　城下町の治安はあまりよいとはいえないので、夜間に出歩くものもいないのだろう。店もほとんど閉まっていて、行き交かう人ひと影かげもなかった。

「るん♪　るんっ♪」

　そんな陰いん鬱うつともいえる情景のなか、自ら輝かがやくように『吸血姫』は楽しげであった。彼岸花色の長い髪の毛を鮮あざやかに揺らし、その頭の天てつ辺ぺんには着き替がえや手ぬぐいハンカチの収まった盥たらいを載のせている。

　くるくると舞まうように、ちいさな子供そのものに歩くそんな彼女を、双ふた子ごが保護者そのものに、慈いつくしむように眺めている。

　彼女らからさらに遅おくれて進みながら、さくらが傍かたわらの秀影を見あげて。

「何だかいいですね、こういうの」

　独り言のように。

「こういう生活も、たまには──愛いとしいひとたちと語らって、おいしい食事をとって、みんなでお風ふ呂ろをする。ふつうで、けれど尊いです。何だか久しぶりすぎて、慣れなくて、変な感じです。『大奥』が、異常だったのでしょうけれど……」

　秀影がこちらを無言で見てくるので、さくらは慌あわてて首をふった。

「あの、安心してください、気を抜ぬいているわけではありません。わたしたちは、いつ昼間のように襲しゆう撃げきされるかわかりませんからね。きちんと、お守りいたしますから」

「自分の身ぐらい自分で守れるさ。そうじゃなくて、さくらちゃん──」

　秀影が不安そうに、仮面の奥で表情を歪ゆがめた気がした。

「こういう生活に、憧あこがれるかい？　ふつうの、何でもない、平へい凡ぼんな生活に？」

　責めているというより、何かを懇こん願がんするみたいだった。

「君がそれを望むなら、俺は全力で肯こう定ていするよ。今すぐ将軍の地位も何もかも重たい荷物は放ほうり捨てて、君と手を取りあって城下町で暮らすよ。ふつうのひとたちに交じって、泥どろにまみれてね──初めて君に出会ったころのように」

「冗じよう談だんでも、そんなことを言ってはいけませんよ」

　さくらは何だか綱つな渡わたりをしているような、恐きよう怖ふをおぼえた。

　すこし迷ってから──自分に、言い聞かせるように。

「わたしの夢は、秀影さまが立派な将軍さまになって、その傍らに寄り添そうことです。みんなから祝福され、結ばれることです。叶かなうわけがないと思っていた、だいそれた望み。でも、秀影さまは一足早く将軍さまになってくれた、あとはわたしが追いつくだけ──そうでしょう？」

　不安になって、早口に。

「そのために、努力してきました。犠ぎ牲せいになったひともいます。今さら、これまで積み重ねてきたものすべてを捨てて、ふつうの暮らしなんて、望んではいけないんです。切り取られた腕うでは、流した血と涙なみだは、二度と取り戻せません」

　腕の付け根に生えた、義ぎ肢しとの接続を示す線を、そっと指でなぞった。

「いつもとちがう夜ですから、いつもとちがう夢を見てしまった──それだけです。今ここで、わたしと秀影さまが手を取りあい、すべてを捨てて逃にげようとしても。ふつうの生活を望んでも。状じよう況きようが、誰だれもが、それをゆるしてはくれません。踏ふみとどまって、戦って、誰も文句を言えない幸せなハツピー結末エンドを目指すしかないのです」

　前を歩く『吸血姫』たちに気づかれないよう、そっと秀影の手を握にぎった。

　何かを縛いましめる鎖くさりのように、ぎゅうっと。

「ごめんなさい、おかしなことを喋しやべってますね。すこし弱気になってるのかもしれません。秀影さまが将軍になられて、何だか──遠くへ行ってしまったようで、不安なのかもしれません」

「俺は、どこにも行かないよ」

　秀影も、こちらの手を握りかえしてくれた。

「死ぬまでずっと、そばにいるよ──いいや永遠に、君のそばに」

　さくらも「ええ」と頷うなずいて、彼に寄り添う。

　二度と触ふれられないはずだった、かつて運命に引き裂さかれたふたり。

　今は、手を繫つないで歩いていける。

　たとえ目の前にどんな困難が待ち受けていようとも、ふたりならば乗りこえていける──そのはずだった、ならばどうしてこんなに不安になるのだろうか。

　屍しかばねの敷きつめられた道を踏みこえ、悪意の渦うずのなかひたすら前へ前へと進んできた。

　今さら引きかえせはしない。

「ちょっと、何してるのよ！　あたくし様のさくらに触さわらないでよ！」

『吸血姫』がこちらを振ふり向き、手を繫いで歩くふたりに気づいてものすごい勢いで迫せまってきた。そして奪うばいとるように、さくらの指先を全身で抱だきよせる。

「ちんたら歩いてたら銭湯が閉まっちゃうわよ！　急ぎなさい、きりきり歩きなさい！　時間は常に流れているのよ！　今が日本の夜明けなのよ！」

　元気いっぱいにふたりを引きずり歩く『吸血姫』に、さくらと秀影は互いに顔を見あわせて、苦笑いする。

　このとき、さくらの心に芽生えたちいさな棘とげは。

　いずれおおきな破は滅めつを招き寄せるかもしれないけれど──。

　ひとの心を乱す血に染まったような月光が、若い恋こい人びとたちを照らしていた。
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　とっぷり陽ひが暮れているものの、時刻はいまだ夕方である。

　通りには人ひと気けがなかったけれど銭湯の内部は雑多に賑にぎわっており、この近所の町民なのだろう老ろう若にやく男なん女によが所ところ狭せましと動き回り、人々の喧けん噪そうや物音で耳が痛くなるほどだ。

『吸血姫』はやはり町のものたちには大人気らしく、みんなに好意的に挨あい拶さつされ、それに元気いっぱいに応こたえていた。すっかり芸能人アイドルみたいである。

　天皇家の娘むすめにして、町で噂うわさの救世主──『新撰組』の親玉、あまりにも特別すぎる彼女はいつだって事態の中心に置かれてしまう。望むと、望まざるとに拘かかわらず。誰もが彼女を無視できない、その途と方ほうもない影えい響きよう力を、腐ふ臭しゆうのするような陰いん謀ぼうに利用されることもあるだろう。

　けれど苛か烈れつな運命のなかで、『吸血姫』はそれでも無む邪じや気きに笑っている。

　愚おろかしいぐらいに、ひとを信じて──いいや愛しているのだ、きっと。

　いつか、この残ざん酷こくな時代が、彼女を打ちのめすかもしれない。

　夢と希望でちいさな身体からだをいっぱいにした彼女は、いつか残酷に裏切られ、その頰ほおを血と涙で汚よごすことになるかもしれない。

　四し肢しをもがれ故郷を焼かれたさくらのように。

　初はつ恋こいを踏みにじられすべてを奪われた秀影のように。

　けれど彼女がこうして笑える時間が、すこしでも長くつづくように。

　できれば永遠に、その理想が穢けがされずに成じよう就じゆするように。

　さくらは、祈いのるしかなかった。

　儚はかない気持ちで見ていると、『吸血姫』はその場で自分の服に手をかけ、リボンを解ほどき上着をぽいと放ほうり捨て、豪ごう快かいに脱だつ衣いを始めた。

「ちょっ、姫さま!?」

　さくらは動どう揺ようしたが、『吸血姫』は「？」と可愛かわいらしく小首を傾かしげるだけだ。地下監かん獄ごくでは他人に世話をされてばかりで自分で服を脱ぬぐこともしなかった『吸血姫』だが、庶しよ民みんの暮らしに慣れたらしく、あっさりと下着姿になっていた。

　よっぽど好きな色なのか、ぱんつまで真っ赤だ。

「公衆浴場は基本的に混浴なんだよ」

　城下町での暮らしにも慣れている秀影が、そっと教えてくれた。

「脱衣所なんてないし、お風ふ呂ろ場ばも男女でわかれてはいない──知らなかったかい？」

「そうなんですか、さすが秀影さまは博識です……って、もう脱いでるし!?」

　感心しながら見ると、秀影はすでに気持ちいいぐらいに全ぜん裸らであった。さすがに股こ間かんを手ぬぐいで隠かくす分別はあるらしいが、最愛の青年の一糸まとわぬ姿に、さくらは真っ赤になって恥はじらうしかなかった。

　秀影は正体を隠すためだろう、『鴉からす』の仮面をつけたままの怪あやしい見た目で。

「だいじょうぶ、照れることはない。これが一いつ般ぱん人の常識なんだ、俺たちもあわせるべきだろう──遠えん慮りよしないで、存分に脱ぐといいよ。ここで俺が見守ってる」

「いえ、できれば見ないでください」

　こちらをガン見している秀影を、さくらは必死に手のひらで遠ざける。彼には下着や入浴中の姿を見られたことはあるが、そういう問題ではない。

　永らく男子禁制の『大奥』で暮らしてきたせいか──異性の前で肌はだを晒さらすのが、とんでもなく恥はじ知しらずなことに思える。しかも相手は、秀影だ。髪かみの色や義肢を繫ぐ身体の線に劣れつ等とう感をもつさくらは、もじもじする。

「何してるのよ、もたもたしないで！　ほらっ、さっさと脱ぐの！」

　あっという間にすっぽんぽんになっていた『吸血姫』が、むしゃぶりつくような勢いでこちらに手を伸のばし、強ごう引いんに衣服を剝はぎ取っていく。呉ご服ふく屋からずっと着ていたせっかくの一いつ張ちよう羅らが、無理に引っぱられて生き地じが伸びる。

「ちょっ、やめっ！　ひとりで脱げますから！　ってか姫さまは羞しゆう恥ち心しんがなさすぎます、すこしは隠してくださいよ!?」

　自分よりも『吸血姫』が気になって（だって彼女は本来ならばはだかを見たら打ち首になるぐらいの高貴なかたなのだ！）、慌ててそのぺたんこな胸むな元もとを手のひらで隠した。驚おどろいたのか「きゃふっ!?」と変な声をあげつつ、『吸血姫』は堂々と宣言した。

「何でよ、隠す必要なんてないわよ──むしろ誇ほこるわよ、全世界にね！　なぜならあたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから！」

「胸を張らないでください！　ちょう丸見えですよっ、いろんなところがっ！」

　仁に王おう立ちする『吸血姫』の身体にどうにかタオルを巻きつつ、さくらは無む駄だに疲つかれた。そんなふたりを微笑ほほえましそうに見ていた『血ち眼まなこ』が、そっと顔を寄せて。

「『百手むかで姫ひめ』、ちょっとの間──姫さまの面めん倒どうを見てもらっていいっすか？　銭湯は無防備になる危険な場所でもある、油断大敵っすからね。あたしらは、ざっと建物のなかとか、周りとかの見回りをしておきたいんです」

「ほんとはご一いつ緒しよしたいけどね～、久しぶりに『百手姫』ちゃんをいっぱい洗ったげたかったなぁ、その可愛らしい身体を隅すみの隅まで……うふふふ♪」

『血祭』もふわふわした態度のままだが、何かを警けい戒かいしているのか、その細められた両目の奥には気き魄はくが宿っていた。

　彼女らは独特の嗅きゆう覚かくで、何かを察知しているのかもしれなかった──無邪気な『吸血姫』が考えもしない、邪じや悪あくな何かを。

　また町民に襲おそわれてもたまらないし、彼女らが万が一に備えてくれるのは心強いが。

「まぁ、念のため──ってとこっすよ」

『血眼』が面倒くさそうに青せい竜りゆう刀とうを肩かたに担かつぎ、溜ため息いきをついて。

「姫さまのこと、よろしくお願いします」

　意外なぐらいに生き真面目まじめに、頭をさげてきた。
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　浴場は不思議な構造をしていた。

　それなりに広い空間の真ん中に湯船があり、その周りをぐるりと取り囲むように足場と洗い場がある。『◎』みたいな感じだ。

　かなりの大だい盛せい況きようで、ちょっと歩くだけで他人と肩がぶつかる。走り回る子供やらなぜか洗せん濯たくをしているひとやらがいて、混こん沌とんとしていた。『大奥』のお風ふ呂ろとは、何もかもがちがう。下品で不衛生で、けれど活気がある。

　さくらは久しぶりに肌はだ身みに感じる人々の熱気に、何だか嬉うれしくなってしばしぼうっと賑にぎ々にぎしい光景を眺ながめていたけれど。

「こっちよ、さくら！　まずは身体を洗うのよ！」

　やんごとなき身の上とはとても思えぬ感じに、すっかりこの空気に馴な染じんでいる『吸血姫』が手をひいて、洗い場へと導いてくれる。相手が『吸血姫』とわかると他ほかの客が場所を譲ゆずってくれて、『吸血姫』もそれに笑え顔がおでお礼を言っている。

　下町の女王、といった感じだ──気位が高く偉えらそうな『吸血姫』だから町の暮らしに難なん儀ぎしているのではないかと思っていたが、むしろここで生まれ育ったみたいに自然で、さくらは感心する。

　この少女は世間に触れ、たっぷり愛されて、健すこやかに成長している。

　風呂椅い子すに腰こしかけ、さっそく長い髪の毛を泡あわだらけにしている『吸血姫』のそばで、ふと姿が見えない秀影を捜さがした。彼は隅っこにこそこそと移動し、仮面を外して素す早ばやく頭を洗っているようだった。

　本来なら召めし使つかいに傅かしずかれ、最上級の湯ゆ浴あみを楽しんでいるご身分だというのに──苦労をかけている。彼は危険な任務につく自分を心配して、ついてきてくれたのだ。感謝もあったが、それ以上に申し訳なさがあった。

「秀影さま」

　すこし迷いながらも『吸血姫』から離はなれ、彼の後ろにそっと移動して。

　せめて労ねぎらってあげたくて。

「お背中、流します」

　その場に跪ひざまずき、勇気をだしてそう言った。

　ちょっと大だい胆たんだっただろうか──嫁よめ入いり前なのに、はしたないだろうか。でも、そうしたかった。彼の顔を中心に広がっている、ふだんは服で隠れている火傷やけどの痕あとを見てしまい、尚なお更さらそう思った。

　これは、さくらのせいでついた疵きず痕あとだ──将軍家の第一子として、華はな々ばなしい生しよう涯がいを送るはずだった彼のすべてを、さくらが台無しにしたのだ。過去は変わらぬ。今さら何を言っても謝っても無意味だが、せめて彼のために、すこしでもご奉ほう仕しをしたかった。

　秀影はびっくりしたようで、慌あわてて首をふった。

「いや、いいんだよ──そんなことしてくれなくても。『大奥』の生徒は将軍の所有物とはいってもさ、さくらちゃんは俺の奴ど隷れいじゃないんだよ？」

「むかぁし、わたしに『肉奴隷になれ』とか言ってませんでしたっけ、秀影さま──いいんです、わたしがしたいから、するんです。この程度のこと、させてください」

　言いながら、手て拭ぬぐいを石せつ鹼けんで泡あわ立だてて、秀影の意外と逞たくましい背中を擦こする。優やさしく、丁てい寧ねいに、たいせつに。秀影は何か言いたげだったけれど、やがて苦く笑しようする。

「ありがとう、いい気持ちだよ」

　しばし没ぼつ頭とうした。

　他人の身体を洗うなんて初めてでどうしたらいいかわからなかったけれど、秀影が喜んでくれるのを見て、さくらも満足だった。彼の肌に触ふれている。こちらの指先に反応してくれる。それが嬉しかった。

　愛いとしいひとの、おおきな背中。

　すべて自分のものにしたくて、気づくとさくらは前まえ屈かがみになって──彼の肩のあたりに胸元を密着させて、ほとんど抱だきついていた。ずっと、こうしていたい。

　けれど──。

「あ～！　いつの間にかさくらがいないっ、どこ行ったのよ!?」

『吸血姫』が悲鳴じみた声をあげ、その大声がお風呂場に反はん響きようする。

　銭湯はかなりの大入りだ、人ひと混ごみが邪じや魔まで隅っこにいるこちらを『吸血姫』は見つけられないのか、迷子みたいに周囲をきょろきょろしている。

「洗いっこしようと思ってたのにっ、さくらの髪を久しぶりに触さわりたかったのに！　どこに行ったのよ、あたくし様を最優先にしなさいよ！　せっかく再会したのに、がんばってるあたくし様をたくさん褒ほめてほしかったのに！　もうもうもうっ！」

　ぷんすかと、全身を真っ赤にして怒おこっている。

　そんな『吸血姫』を遠目に眺めて、秀影が小首を傾げる。

「さっきから思ってたけど、さくらちゃん──ずいぶんあの子に好かれてるね。詳くわしく聞かなかったけど、どういう関係なんだい？　お友達？」

「お友達になりましょうとは言われましたけど、どうでしょうね──わたしとしては、畏おそれ多いんですけど」

『吸血姫』はたっぷり求愛してくるが、さくらは彼女の気持ちに戸と惑まどうだけである。

　勝手に憧あこがれられて、過大評価されて、『あたくし様の英えい雄ゆうなの』なんて言われちゃって、やはり──恐きよう縮しゆくしてしまう。

　困りきっているさくらに、秀影はあくまで柔にゆう和わに。

「いいじゃないか、仲良くしてあげれば──誰だれだって、独りきりでは生きられない。さくらちゃんには、『絲妃あらくね』のような孤こ独どくな暴君ではなく、愛し愛される、ほんとうの意味でのこの国の女王になってほしい。ううん、さくらちゃんなら、そうなれると思うんだ」

　相変わらずこちらを褒め殺しにするような秀影は、当たり前のように。

「さくらちゃんには、みんなと友達になってほしいな。あの子とも、俺の妹の黒くろ姫ひめとも、『大奥』の『蛍ほたる』さんや『鎌かま切きり』ちゃんともね──」




「『鎌切』のこと呼んだ？」




　不意に、声がした。

　あまりにも唐とう突とつだったので、さくらは冷や水を浴びせられたように「ひやっ!?」と変な声をあげてしまった。まさに、跳とびあがるほど驚いた。

　慌てて密着していた秀影から離れ、女たちの戦国──『大奥』で生きのびてきた戦士の本能で、つい身構えてしまう。だが声はすれども姿は見えず、しばし周囲を見回して、ようやくかなり離れた位置にいるちいさな少女に気づいた。

　浴場の入口、ぎりぎり声が届くかどうかの遠いところに、彼女は立っていた。

　とても十四歳とは思えぬ子供っぽい風ふう貌ぼう。何の恥はじらいもなく幼児体型をろくに隠かくしてもいない。お風呂の湯気のなか頭に手を置き、ぶらぶら散歩してるような感じに気楽に立っている。濡ぬれて輝かがやく長い薄うす緑みどり色の髪かみ。つけっぱなしの紅玉の髪かみ飾かざり。

　それは他の誰でもない、こんな町中の銭湯にいるわけがない存在──。

『大奥』序列二位にして『執しつ行こう部ぶ』部長、『鎌切』であった。

「え……？　『鎌切』さん？　な、何でここに？」

　咄とつ嗟さに秀影を見たが、彼にとっても『鎌切』の登場は意外だったようで、慌てて素す性じようを隠すための仮面をつけている。彼の意向ではない──じゃあ、いったい何でこんなところに『鎌切』が？

　もちろん序列二位の『鎌切』は『大奥』の外にでる特権は有しているが、まさかこんな場所で鉢はち合あわせするとは夢にも思わなくて、さくらは動どう揺ようする。

『鎌切』もすこし意外そうに目を丸くしていたが、小生意気にくちびるを尖とがらせると。

「『何でここに？』はこっちの台詞せりふだもん？　何で『百手姫』ちゃんがここにいるもん？　あぁ──そういえば『蛍』ちゃんが何か言ってたような……」

　あんまり興味もなさそうに、独り言みたいに。

「『鎌切』は当然、任務だからここにいるもん？　その任務のが優先度が高いから今は見み逃のがすけどね──『蛍』ちゃんはどうか知らないけど、罪人の『百手姫』ちゃんがほっつき歩いてるの、『執行部』としてはあんまり面おも白しろくないもん？」

　瞬しゆん間かん、『鎌切』の姿がかき消えた。

「………!?」

　さくらは絶句する。『鎌切』からずっと視線は逸そらさなかった、それなのに彼女は煙けむりのように消えてしまった。

　どこに……？

　慌てて周囲を見回すさくらの背後に、不意に気配が生じる。

「いちおう忠告しておくけど、お兄ちゃん将軍のお気にいりだからって何でもゆるされるなんて思ったら大おお間ま違ちがいだもん──『大奥』に迷めい惑わくをかけるなら。それ以上、罪を重ねるなら。『執行部』部長として、『鎌切』が『百手姫』ちゃんを処しよ罰ばつするもん？」

　全身に寒気が走り、振ふり向こうとしたさくらのすぐ間近──足あし下もとに、忽こつ然ぜんと出現していた『鎌切』がしゃがみこんでいる。

　いつ移動した!?

　どうやって!?

　まったく動きが見えなかった──。

　愕がく然ぜんとするさくらに、『鎌切』は「にゃひひっ♪」と独特の笑い声をあげて。

「──三年殺し！」

　子供の悪戯いたずらみたいに、その指先でさくらに思いっきり浣かん腸ちようをした。

　ありえない非道な攻こう撃げきに、さくらは声もだせずに悶もん絶ぜつし、その場に蹲うずくまってしまう。な、何てことを……。最低だ……。恥ち辱じよくと痛みに涙なみだ目めで震ふるえるさくらを、『鎌切』は欠伸あくび混じりに眺めて、颯さつ爽そうと歩み去りながら。

「その気になれば、今の一いつ瞬しゆんで『鎌切』は『百手姫』ちゃんを殺すことだってできたもん」

　可愛かわいらしくもどこか金属質な、甲かん高だかい声で。

「『百手姫』ちゃんって弱いもん、戦えば百回のうち九十九回は『鎌切』が勝つ。お兄ちゃん将軍や『蛍』ちゃんに甘やかされて調子こいてるみたいだけど、『百手姫』ちゃんなんて所しよ詮せんその程度──逆立ちしたって『鎌切』にはかなわない、それを覚えてて？」

　肩かた越ごしにこちらを振り向いて、冷れい淡たんに。

「あんまり調子こいてると、……首刈かっちゃうもん？」

　無感情のまま獲え物ものを刻み殺す、肉食性昆こん虫ちゆうみたいに。
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『鎌切』の登場という不測の事態もあったものの、その後はのんびり入浴して。

　お風ふ呂ろあがり。

「あ～」

　牛乳を片手に、さくらは浴衣ゆかたに着き替がえて手もみマツサージ機に腰こしかけていた。ごいんごいんと稼か働どうする機械ロボツトに按あん摩まされ、いい気分で目を閉じている。

「さくらったら、おばあちゃんみたいよ？」

　同じく浴衣になった『吸血姫』が、自分の髪に乾燥機ドライヤーを当てながら呆あきれている。

　さくらは身体からだを投げだし脱だつ力りよくしたまま。

「仕方ないじゃないですか、今日はたくさん歩いたから疲つかれました──お風呂あがりは義ぎ肢しとの接続がゆるゆるになりますし、ほとんど動けないんです。ここで休んでますよ、義肢を繫つなぎっぱなしだと胴どう体たいの筋肉も強こわばっちゃって……」

「そういうことなら、あたくし様が好きなだけ揉もんであげるのに──」

　言いながらも、『吸血姫』は自じ動どう販はん売ばい機きで莓いちご牛乳を買っていた。

　口元を汚よごしながら、両手で瓶びんを傾かたむけている『吸血姫』を、微笑ほほえましく眺ながめながら。

「けっきょく、『血祭』さんと『血眼』さんは──合流しないままですね」

「いつもそうよ、あたくし様がお風呂からあがるのをずっと待ってるの。周囲を警けい戒かいしながらね。そんで、長屋に帰ってから交こう替たいで見張りながら、共同のお風ふ呂ろ場ばでさっさと身体の汗あせを流ながすの。いっしょに入ればいいのに。もう身分とか関係ない、『新しん撰せん組ぐみ』っていう運命共同体なのに──家族なのに」

『吸血姫』はまだ甘えたい年頃ごろの子供だ、双ふた子ごがあくまで主従としての立場を崩くずさないのが寂さみしいのだろう。拗すねたようにくちびるを尖らせて。

「このあたりは『新撰組』の縄なわ張ばりなんだから、警戒することないのに──あっ、そういえばあの『鴉』ってやつは？」

　ようやく秀影の不在に気づき、周囲をきょろきょろする。

　さくらは苦笑して。

「何やらちょっとした用事があるとかで、早めにお風呂からあがってどこかへ行ってしまいましたけど」

　何でも近くに彼の古巣、『腐肉食堂ハゲタカ』の詰つめ所があるらしく──いちおう顔をだして、挨あい拶さつをしてくるとか何とか。

　さくらもついていきたかったが、珍めずらしく強い口調で拒きよ否ひされてしまった。

『腐肉食堂ハゲタカ』は幕府をおもに目の敵かたきにしている内部監かん察さつ局だ、『大奥』の生徒であるさくらがいると話がこじれるかもしれない、とのこと。

　まぁその『腐肉食堂ハゲタカ』の頭領、『冥土鳥ほととぎす』という人物は秀影の親代わりだというし──積もる話もあるのだろう、とさくらは無理やり納なつ得とくした。「おまえには関係ない」と蔑ないがしろにされたようで哀かなしかったが、そんなのはただの駄だ々だだ。

　落ちこんでいるさくらを察して、『吸血姫』が努めて元気な笑えみを浮うかべる。

「まぁ、あんなやつのことはどうでもいいわよ──それより、ちょっと遊んでいかない？　この銭湯、いろいろ置いてあるのよ！　卓たつ球きゆう台とか、遊戯ゲーム台とか！　あたくし様、げぇむが好きよ！　『一いつ揆き』とか『平安京宇宙人エイリアン』とか『戦国無む双そう』とかあるわよ！」

　くるくる舞まうように歩き、そんなことを言ってくれる可愛らしい『吸血姫』だったが。

　さくらは不意に──脊せき髄ずいに刃やいばを突つっこまれたような、寒気をおぼえる。

　本能的に身構え、立ちあがる。厳しく、周囲を睨にらみつける。

「……さくら？」

『吸血姫』がびくっとして、こちらを見あげてくる。

　さくらはそれに気づかず、銭湯の内外を行き交かうたくさんの人々を凝ぎよう視しし──そこに、見覚えのある色が交じっているのに気づいた。

　全身に緊きん張ちよう感かんが満ちていく。

　平和なお風ふ呂ろあがりだったのに、冷や水を浴びせられたみたいだ。

「姫さま、すみませんが──席を外します、ここにいてください」

　乾かわいた声で呼びかけると、『吸血姫』は泣きそうになって。

「何よ、どうしたの？　さくら、怖こわい顔よ──」

　この建物の内外は双子が警備している。先ほど『鎌切』も見かけた、『吸血姫』本人も弱くはないはずだ。賊ぞく徒とが襲おそってきても、そう容易たやすくやられはしない。そう判断し、さくらは『吸血姫』から離はなれて歩きだす。

「何でもありません。すこし、夜風に当たってきますね──のぼせてしまいました」

「あ、あたくし様もいっしょにいく！」

　きゅ、とこちらの浴衣を摑つかんで、『吸血姫』は「いや、いや」をするように首をふった。その優やさしい指先を、やんわりと振り払はらって。

　すこし罪悪感をおぼえながらも、『吸血姫』の頭をいちどだけ撫なでて。

「だいじょうぶですから、ここで良い子にしていてください──お願いです、姫さま」

「…………」

『吸血姫』は涙の浮かんだ双そう眸ぼうを不安そうに揺ゆらめかせていたが、やがて俯うつむいて、くちびるを尖らせた。可哀かわい想そうに思ったが、これは自分の戦いだ──とさくらは思う。

　巻きこんではいけない、この輝かしい少女を。

　お風呂あがりだ、浴衣姿だし血刀も風ふ呂ろ敷しきに包んだままで、すぐには抜ぬけない。革帯ベルトも装着していない、おおよそ戦せん闘とうできる状態ではない。相変わらず、忌いま々いましい時運タイミングに仕し掛かけてくる。

　さくらは舌打ちし、めいっぱい警戒しながら銭湯の外にでた。

　真っ暗な城下町。いくつか灯ともっている、居酒屋の提灯ちようちんの真下に──。

　妖よう魔まのように、その奇き妙みような女は立っていた。

　さくらよりも年上だろうが、まだ少女である。色の脱けた髪の毛を、頭の左右のちぐはぐな位置に結ゆわえている。大奥女学院の、すこし旧ふるい様式の制服を半分だけ着ている。性しよう悪わるな猫ねこのようにその双眸は炯けい々けいと輝き、くちびるは歪いびつな笑みのかたちに歪ゆがんでいる。

　さくらはそんな彼女に歩み寄り、一足一刀の間合いで油断なく身構えると。

「『モモ』さん、でしたか」

「あらあら、そんな呼びかた──他た人にん行ぎよう儀ぎですわ？」

　相変わらず、破は廉れん恥ちともいえる見た目なのに、違い和わ感かんのある丁てい寧ねい語だ。

　何もかもが不均衡アンバランスで、見ているだけで心が乱されるような──。

「立ち話も何でしょう、飲み屋にでも入りましょう。お子様は、お酒なんて飲めないでしょうけど。お団子のおいしいお店を知っているんですわ、ご馳ち走そうしますわよ？」

　怨おん敵てき『黒船』の大幹部は、妖よう艶えんに微笑んだ。
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　近場にあった、昼間は茶屋をやっているらしい居酒屋に入った。

　さくらは警けい戒かい心しんに満ちた表情で、そっと風呂敷に包んだ血刀の柄つかに手をやり、いつでも抜けるように身構える。名目上は廃刀令がでているのだ、刀を見せびらかせて歩くわけにもいくまい。町民が武装していたり、その大前提は崩れようとしているけれど──。

　見るとあちこちに『新撰組』の法はつ被ぴを着こんだ男たちが、堂々と二本差しで徘はい徊かいしていたりする。本人たちは夜間の警けい邏らのつもりだろうが、彼ら自身が法を犯おかしている。

　生き真面目まじめなさくらは、何だか苛いら々いらしたが──。

『モモ』が優ゆう雅がに先導し、居酒屋の個室に着席している。常連なのか、慣れたものだった。店内は薄うす暗ぐらく酒のにおいに満ちていて、優等生のさくらがこれまで触ふれたことのない下げ卑びな空気が漂ただよっている。

　いつでも脱だつ出しゆつできるよう、狭せま苦くるしい座席の隅すみっこにちょこんと腰かける。正面にいる『モモ』はそんなさくらの態度に苦く笑しようし、気を抜いた様子で献こん立だて表ひようなどを広げて。

「まぁ、楽にしなさい──てきとうに注文いたしますけど、よろしくて？」

「敵と吞のん気きに食しよく卓たくを囲む趣しゆ味みはありません、お構いなく」

「あら、子こ猫ねこちゃん──そんなに嚙かみつかなくてもよろしくてよ？」

　言いながらも店員にさっさと注文をして、運ばれてきたお通しに箸はしをつける『モモ』である。とっくりからお猪ちよ口こに酒を注ぎ、手て酌じやくで飲み始めた。

　彼女と交戦した『蛍』によると、こいつは毒を盛ったりもするらしい──かたく何にも口をつけず、さくらは身構えたまま。

　だが、『モモ』には聞きたいことがある。あの地下監かん獄ごくで接せつ触しよくした一瞬に、囁ささやかれた言葉。どこか懐なつかしい、あの体温──。なぜかこちらの本名を知っていた、自分と同じ能力をもつ、彼女。

　気になって、無視できず──ついてきてしまったが。

　軽けい率そつだっただろうか。

　だが虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず、さくらは外そと堀ぼりから埋うめるように迂う遠えんに言った。

「あなた、ずいぶん慣れているようですね」

「そりゃあね、『黒船』の本ほん拠きよ地ち──長崎から大おお阪さか城までどんだけ遠いと思ってますの？　わたくし、しばらくこの城下町に潜せん伏ぷくしていましたんですわ。もう何ヶ月になるかしら、すっかり地元民ですわよ？」

「そんな格好で目立たないんですか、歩いてるだけで逮たい捕ほされそうですけど？」

「酷ひどい言い草ですわね。まぁ、わたくしも普ふ段だんからこんな態ていはしてませんわよ。今回は、あなたを誘さそいだすためにあえて──と、いったところです。いつもは編あみ笠がさなんかかぶって、外がい套とうをまとって、城下町にごまんといる浪ろう人にんくずれを装ってますのよ？」

『モモ』は己おのれの髪かみ先を指先で弄いじくりながら、酒気の混じった吐と息いきを漏もらして。

「戦国時代が幕をおろし、刀を銃じゆう器きを、武力を没ぼつ収しゆうされて──武士は無用の長物となりましたわ。そして町には浪人──いいえ落ち武者が溢あふれましたの、わたくしはそのなかに紛まぎれこんだわけですわね」

　物わかりの悪い子供か妹にでも語りかけるように、柔やわらかい口調で。

「おおくの浪人は泰たい平へいの世の中に馴な染じめずに、商売に手をだして失敗し路頭に迷うか、あるいは野や盗とうになって討とう伐ばつされ、この国から駆く逐ちくされました」

　馬ば鹿かにするように、あるいは自じ嘲ちようするように、鼻で笑って。

「志を抱いだき、忠義を尽つくし、武に寝しん食しよくを忘れるほどすべてを捧ささげた、暴力以外は何の取り柄えもない侍さむらいたちは──この現状に不満を抱き、徒党を組み牙きばを研とぎ、不満を腹に溜ためながら今も虎こ視し眈たん々たんと再びの戦国時代を望んでおりますわ」

　歌うように。

「彼らはばらまかれた刀とう剣けんを銃器を喜んで手にします。握にぎり拳こぶしをつくって、四百年の間にわだかまった不満を吐はき散らしたくてうずうずしていますもの。ちょっとした火種があれば、彼らは燃えあがる──この国は、また戦乱の世と化すでしょう。わたくしは、そんな血と硝しよう煙えんのにおいで充みち満ちたこの国が見てみたい」

　そこまで語られて、さくらも気づいた。

「町で密売されている出所不明の武器は──『黒船』がばらまいているのですか？」

「さぁ、どうでしょう」

『モモ』は酒しゆ杯はいを傾かたむけ、楽しそうにこちらを眺ながめている。

　煙けむに巻くようなその口調が気に障さわって、さくらは机を思いっきり叩たたく。

「あなたたちは、いったい何を企たくらんでいるんですか？　城下町に武器を流通させ、不満を抱く浪人たちをけしかけ蜂ほう起きさせ、この国の転てん覆ぷくを望んでいる……？」

　地下監獄で、『モモ』はこの国への憎ぞう悪おを口にしていた。

　治安を悪化させてゆく城下町の現状も、『靫うつぼ』や『川かわ蟬せみ』が私刑リンチされ殺害されたのも、すべてこの女が──否いな、『黒船』が企くわだてたことなのか。

「そう親の仇かたきのように睨まないでほしいですわ」

　何が面おも白しろかったのか、『モモ』は酔よっぱらいそのものに「けらけら」と笑った。

「言ったでしょう、わたくしはあなたの味方です──わたくしだけは裏切らない、それを覚えていて。あなたがあまりにも無知で可哀想だから、こうして情報を与あたえてあげているのに、感謝のひとつもしてくれませんのね？」

「意味がわかりません──あなたはいったい、わたしの何なんですか……？」

　不安になって、さくらは疑ぎ問もん符ふを叩きつける。

「その制服は見たところ、『大奥』のもののようですが。あなたは、『大奥』の関係者なのですか？　ただの仮装とも──思えませんけど」

「あぁ、これ？　これはね、母のものですわ」

『モモ』は自らのまとう旧い様式の制服を指でつまんで、愛いとしそうに撫でる。

「むかしのものですし、だいぶ傷いたんでいましてね──ちょっとした事情があって、生き地じがほとんど残らなかったんですの。ぼろぼろになって、血で汚よごれていてね……。残った部分を仕立て直して、こうして着ていますの」

「上着も腰巻きスカートも、半分しか残ってないじゃないですか。無理してそんなものを着なくても──下着とか丸だしで、はしたないですよ」

「でも、大事なものですから」

　困ったように、『モモ』は首をふった。

　幼子が自分の匂いのついた毛布を手放さないように、『モモ』はたいせつそうに、制服のあまりにも少ない布地を指先で撫でている。

　大事なものを愛めでる、それは軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな『モモ』の初めて見せた人間性にも思えたけれど──どこか病的で、さくらは息を吞のむ。

　同時に思いだしていた。半分になって、仕立て直されていたのですぐには気づかなかったけれど──『モモ』のまとう制服の色合いに、様式に、見覚えがあった。

　記き憶おくを辿たどり、はっと目を見開いて、さくらは身を乗りだした。

「その制服、見たことがあります──実家の、とうちゃんの、写真立て……。笑っていた、あのひと──写真のなかの、あのひと……」

『モモ』はこの制服を母のものだと言った。

　それが事実ならば、『モモ』が母と呼んだものは──さくらにとっては。

　否、本能で噓うそではないとさくらの深い部分が実感していた。

「それは、わたしの──おかあさま、の……。つ、つまり、あなたは──」

　言葉を詰つまらせて。

「わたしの──」

「お姉ちゃん、と呼んでも構わなくてよ？」

　あっさりとそう言うと、『モモ』はお猪口を傾けて、妖艶に微笑ほほえんだ。
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　姉。

　自分の、姉──。

　事実なら、嬉うれしい。涙なみだがでるぐらいに。焼き払はらわれ、皆みな殺ごろしにされた故郷のひとびと……。己は天てん涯がい孤こ独どくで、家族を失い、寄って立つところをなくして『大奥』へきた。けれど、ずっと求めていた。家族のぬくもり。血の繫つながった、誰だれか──。

　それは秀影にどれだけ愛されても、どんな金銀財宝でも、姐ねえさんと呼んだ『銀ぎん狼ろう』にすら満たされない、心の隙すき間まだった。否、亀き裂れつだったのだ。

　そこに、『モモ』の告白はぬるりと、毒のように染しみこんでくる。

　けれど、その姉という言葉があまりにも甘美だったからこそ、さくらはひと吞みに信じることはできなかった。

「噓です」

　血の気を失い、首をふって、身体からだを仰のけ反らせて壁かべに背を預け──。

「そんなの、姉だなんて、聞いたこともありません。わた、わたしに、姉がいたなんて。とうちゃんも、誰も──そんなことっ、だから噓です！」

「そうでしょうね」

『モモ』はむしろ痛ましそうに、動どう揺ようするさくらを眺めていた。

「家系図にすらわたくしの名前はないでしょう──絶ぜつ縁えんされていますし、わたくしの存在は恥ち部ぶですからね」

　色の脱けた己の髪を、指先にくるくると巻きつけて。

「わたくしはね、異能力を使えませんの」

「え？　でも、あなた──」

『モモ』は地下監獄での戦せん闘とうで、奇き妙みように伸のびる血色の小刀ナイフを用いたし、見た目を変化させたり床ゆかに生育させた苔こけのうえを滑すべったりしていた──。

　でも同時に、思いだしていた。

　彼女はあのとき能力なんて持っていない、などと口にしていた。さくらと『蛍』に向かって、異能力者がよってたかってただの女をいじめるのか、みたいなことも──。

「あれは武器のおかげですわ、『才古銃サイコガン』はご存知？　似たような仕組みですのよ、同じような刀をもつあなたには理解しやすいでしょう？」

　たしかに『モモ』の小刀ナイフ──たしか『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村むら正まさ』などと呼んでいた──あれは、不気味なぐらいにさくらの血刀によく似ていた。

「わたくしも、かんぜんに能力が使えないわけではありませんの。ほとんど発現しないぐらい──微び々びたるもの、ということですわ。その雀すずめの涙ほどの異能力を、『妖刀村正』で強化して、ようやく人並みに戦えますの」

　その理り屈くつは、わかる。さくらも、血刀によって能力の補強をしている。

　そしてあの忌いまわしき『時空間爆ばく弾だん』の副作用として血肉に宿る異能力は、必ず遺伝されるわけではない。

　血の交配が進むにつれて遺伝子淘とう汰たによって能力は薄うすれていく。ゆえにこそ、異能力者を囲って血脈を保っている大名家など以外の一般人は、現代ではほとんど異能力を発現させられない。特異性が、長い歴史のなかで失われてしまっているのだ。

　もともと異能力は不自然な遺伝病のようなものだ、まったく能力をもたず生まれてくる突とつ然ぜん変へん異いもありうる。むしろ、そのほうが人体としては正常なのだ、だからこそ強い異能力をもつものは保護され礼らい賛さんされ、『大奥』に宝物として貢みつがれる。

　遺伝子操作をされ、不自然なかたちに生まれた、愛あい玩がん動物のように。

「ともあれ、わたくしは異能力をほぼまったく用いることができません──すくなくとも、手足のように用いるのは無理。専門の機械で調べて、ようやくわずかに検知できる程度。それがどういう意味だか理解できまして？」

　やはり自嘲するように、そのくちびるは歪ゆがんでいる。

　けれど何だか、とても哀かなしそうだった。

「武力を失った大名家にとって、最も効率的に権けん威いを、財産を築く方法は生まれた娘むすめを幕府に──『大奥』に献けん上じようし、次代の将軍の子を生なさせること。そして『大奥』はつい先日まで少女たちが殺しあう愁しゆう嘆たん場ばでした。そこで生きのび、将軍の子を孕はらむ栄えい誉よを勝ちとるには、強い異能力が必要不可欠でしたの」

　そうだ、泰平の世の中といえば聞こえはいいが、それは戦争がなくなって──大名家が勢力図を変動させる機会を失ったということだ。大名家どうしの序列は変動せず、硬こう直ちよくしてしまっている。

　貧しく生まれればずっとそのまま──下げ克こく上じようなどない。武力も奪うばわれ、参勤交代などで財源も絞しぼりとられ、無力化された大名家には一発逆転の方法はほとんどない。

　その唯ゆい一いつといっていい例外が、『大奥』に娘を送りこみ、次代の将軍の母とすること。

「『大奥』は、大名家のすべての女たちの憧あこがれです──故郷のため名めい誉よのため、誰もが『大奥』で将軍と結ばれることを望む。当然、わたくしたちの母もね」

『モモ』が身にまとった制服を、愛しそうに指先で撫なでて。

　唐とう突とつに、問うてきた。

「あなたは、母のことを覚えていまして？」

「え？　い、いいえ──あまり。わたしが幼いころ、亡なくなってしまったので」

　病弱だったという母は、さくらがほとんど物心のつかない時分に早そう逝せいした。

　ゆえに、ほとんど記憶にない。さくらは、ほとんど父に育てられたのだ。写真なども、ほとんど残っていなかった。豪ごう放ほう磊らい落らくな性格の父も、なぜか母に関することを尋たずねると口をつぐんでしまった。

　父はたっぷりさくらを愛してくれた、だから母が恋こいしいと思うこともあまりなかった──けれど疑いをもって思いだしてみれば、父も地元の人々も、努めて母の話題を避さけていたような……。

　否、と首をふる。

『モモ』の言葉に惑まどわされてはいけない、こいつは『黒船』──自分たちの敵だ。けれどその言葉を聞きたいという誘ゆう惑わくは抗あらがいがたく、知らずさくらは身を乗りだしていた。

『モモ』は酔っぱらってきたのか、赤らんだ顔で頰ほお杖づえをついて。

「わたくしたちの故郷、駿すん府ぷの大名家、その本筋だったのは母のほう──父は傍ぼう流りゆうだったので、頼たのみこんで婿むこ入いりしたかたちになりますわ。それはご存知？」

　それは、聞いていた。

　父は何度も求婚プロポーズを繰くりかえして無理に母と結けつ婚こんしてもらった、という話である。おかげで頭をさげるのが得意になったのだと、笑い話として語っていたけれど。

「けれど本来、母は大名家の娘としてごく当たり前に、『大奥』に憧れていましたわ。こんな制服まで仕立てて、準備万ばん端たん整えていましたの。父に出会い、結婚することでその望みは叶かなわず、この制服も無む駄だになってしまったわけですけどね」

『大奥』に入るということは、将軍さまに嫁とつぐということに等しい。だからこそ父と結婚してしまった母は、『大奥』に入る権利を失ってしまったのだ。

『大奥』で華はな々ばなしい栄達を得るよりも、父を愛することを優先した──ということで、父は大喜びしただろうけど。

「でも未練はあったようでしてね。自分が無理なら娘を『大奥』にいれたいと、ずっと思っていたみたいですの。そのために、仕立てた制服も大事に保存していたりね──」

　悪わる酔よいしたように、『モモ』の瞳ひとみが濁にごった。

「けれど、そうして満を持して生まれた第一子たるわたくしは、無能力者でしたわ」

　爪つめを立てるようにして、強く我が身を抱だきよせると。

「母の、落らく胆たんぶりはすさまじかった──と聞いていますわ。荒あれくるい、正気を失うほどの乱れぶりで、娘が能力をもたなかったのは父の血が混じったせいだ、なんて八つ当たりして刃にん傷じよう沙ざ汰たすら起こしたようです。すっかり憔しよう悴すいした母は人生のすべてに絶望し、病やみつかれ、やがてそれを遠因として早逝した──ようですわね」

　俯うつむき、歯を嚙かみしめて。

「わたくしは、ずうっとそんな母の憎にくしみを浴びて育ってきました。失敗作、出で来き損そこない、毎日のようにそう面めん罵ばされて──」

「怨うらんでいるのですか、母を」

　思わず問うと、『モモ』はきょとんとして「怨む？」と反はん駁ばくする。

「とんでもない、わたくしを生んでくれた世界でひとりだけの母を──なぜ怨めると？　能力をもたず生まれた、わたくしが悪いんですわ！　母がわたくしを愛さないのも当然ですわ、だって期待はずれだったんですもの！」

　顔をあげた『モモ』の双そう眸ぼうは、狂きよう的てきとすらいえる異様な輝かがやきを帯びていた。

「けれど母に疎うとまれ、抱だきしめられたことすらなく──わたくしの性格はねじ曲がって、くだらなく育ちましたわ。やさぐれた不良になりましたの。やがて悪事に手を染め、裁かれて、島流しの憂うき目に遭あいましたわ」

　恥部と、そう自ら『モモ』は言っていた。

　たしかに無能力者で罪人の姉など、口くち端はにのせるのも憚はばかられるだろう。最初から姉などいなかった、としておいたほうがいい。どうせ永遠に巡めぐりあうことなどない、はずだったのだし──。

「島流しは過か酷こくな刑けい罰ばつです、わたくしは死んだと思われていたのでしょうが──幸か不幸か、漂ひよう流りゆうした先が『黒船』のものたちの故郷でしてね。この歳まで、向こうの国で育ちました」

　成る程ほど、なぜ彼女が『黒船』という異国の勢力に所属しているのかと思ったが──。

　彼女がこの国から追放された、流る刑けい者だったからなのだ。

「今回、この国に派は遣けんされることになった『黒船』に、土と地ち勘かんがあるはずだと同乗させられたってわけですわ──」

　お猪ちよ口こを思いっきりあけて、耳まで真っ赤に染めると。

『モモ』は錯さく乱らんしたように笑った。

「それでね、わたくしはいのいちばんに故郷へ帰りましたわ──もちろん島流しにされた復ふく讐しゆうなんかじゃない、父と母に一目会いたかった！　でも、故郷は滅ほろんでいた！　焼き払はらわれ、蹂じゆう躙りんされ、がらくたが転がってるだけ！」

　天を仰あおいだ『モモ』、数すう奇きな運命を辿たどったさくらの姉の双眸に、涙なみだが浮うかぶ。

「わたくしは、絶対にゆるさない。愛されなかったけれど、わたくしを追放したけれど、それでも世界にひとつだけのわたくしの故郷だった！　それを、焼け野原にしてくれた、豊臣幕府に呪のろいあれ！　無む慈じ悲ひな猿さるどもに天てん誅ちゆうを！　血ち反吐へどをまきちらせばいい！」

『モモ』の気持ちはわかる。

　さくらだって、故郷を滅ぼされた憎しみから刀を手にとり『大奥』で戦いぬいてきた。だが仇かたきのおおくはすでにこの世のものではなく、故郷を焼いたものたちに天てん罰ばつはくだっている。

　すでに胸のうちの憎ぞう悪おは薄く、だからこそ『モモ』の慟どう哭こくにも戸と惑まどいがおおきい。

　彼女のように乱れられない、自分は薄はく情じようなのだろうか。

「だから、あなたは──幕府を、この国を破は滅めつさせようなんてことを……」

　彼女の憎悪の理由はわかったが、いまだ釈しやく然ぜんとしないところもある。

　ふつうなら、故郷を滅ぼした幕府よりも──彼女を島流しにした、愛さなかった、父母をこそ怨むものではないだろうか。けれど『モモ』の怒いかりは、ひたすら幕府に、この国に向いている。

　まだ彼女は大事な、とても血なまぐさい何かを隠かくしている。

　そんな気がした。

「他人ひと事ごとみたいですわね」

『モモ』が拗すねるように、こちらに手を伸のばしてくる。

　指先は空を切り、ちからなく食しよく卓たくにおりた。

「あなたなら、さくらなら、わかってくれると思ったのに──血をわけた、世界でたったふたりきりの姉妹なんだから……」

　そのとおりだ。

『モモ』の気持ちは痛いぐらいにわかる、それはさくらも抱いている感情だからだ。故郷を滅ぼしたものどもを血の海に沈しずめてやりたい、この手で。絶対に。けれど──さくらと『モモ』では、育ってきた環かん境きようがちがう、出会ってきたものたちも……。

　さくらは、『銀狼』に『水蛇みずち』に保護され、秀影を愛し、心を救われてきた。

　けれど『モモ』は異国で、罪にまみれ独りぼっちで、誰だれにも癒いやされることなく──ひたすら復讐の牙きばを研といでいたのだ。

　あぁ彼女は、間ま違ちがってしまった自分なのだ。

　愛されなかった自分なのだ。

　さくらは投げだされた、姉なのかもしれない女の手のひらに、自分のそれを重ねた。

「『モモ』さん──ごめんなさい、わたしはもう復讐したいとは、そこまで思っていないんです。この国を愛しています、たいせつなひとたちもいます。だから……」

　うまく言えなくて、でも何かを伝えたくて。

「けれど、あなたにこうして会えたのは──ほんとうに、嬉うれしかったです。天てん涯がい孤こ独どくだと思っていました。でも、あなたがいてくれた。敵と味方にわかれてしまったけれど……こうして巡り会えて、よかった」

　思わず、口にしていた。

「おねえ、ちゃん──」

「…………」

『モモ』は応こたえず、顔も机に突つっ伏ぷして──肩かたが、わずかに震ふるえている。泣いている？　それとも愚おろかにも敵の手をとり喜んでいるさくらを、嘲ちよう笑しようしている？

　けれど時代の流れは残ざん酷こくに、生き別れていた姉が、妹のせいいっぱいの呼びかけに応える前に──またも、新たな災わざわいをぶちまける。

　騒そう音おんが響ひびいた。人々の悲鳴も。

　さくらは「びくん」として、周囲を見回す。

「な、何でしょう──」

　嫌いやな予感がして、さくらは機き敏びんに立ちあがる。

『モモ』はしばし動かずに、ゆるゆると顔をあげると、無表情に虚こ空くうを睨にらんで。

「あぁもうまったく、何もかも、どいつもこいつも……」

　だいぶ酔よった口調で、よくわからない愚ぐ痴ちを吐はき捨てた。
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　地じ獄ごく絵え図ずである。

　和紙や西洋風の画材に描えがかれているのは、無数の残ざん酷こく絵えだ。

　壁かべという壁、障子や天てん井じようにまで執しゆう念ねん的に、目を逸そらしたくなるような血なまぐさい絵画が貼はりつけられている。床ゆかにも同様の巻物やまだ彩さい色しきのされていない描きかけのものが所ところ狭せましと並べられ、返り血のように絵の具が飛び散っている。毛先がほつれた絵筆が無む秩ちつ序じよに転がり、独特の絵画に用いる画材の刺し激げき臭しゆうが充じゆう満まんしている──。

　それが旅籠はたご『池田屋』最上階、豊臣幕府内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』頭領『冥土鳥』が個人的に貸し切っている私室であった。

　秀影は風ふ呂ろで身体からだを浄きよめ、用意しておいた正装できちんと座している。『鴉』の仮面も取り外し、火傷やけどの痕あとが残るかんばせを晒さらしている。

　部屋を埋うめ尽つくす不気味な絵画の群れを見るともなく見て、のほほんと、だされたお茶を口に含ふくみながら。

「相変わらず悪あく趣しゆ味みですね、『冥土鳥』さん」

「放ほっとけ」

　ぶっきらぼうに応えたのは、秀影の正面──手を伸ばせば届く距きよ離りに腰こしかけた、ひとりの女である。秀影よりも年上の、妙みよう齢れいの婦人だ。

　されこうべの図案も禍まが々まがしい和装で、髪かみの毛は結ゆいあげている。

　光を失ったその両目は包帯をでたらめに巻きつけて隠している。

　品もなく胡座あぐらをかき、裸足はだしの指先で器用に煙管キセルを持ちあげると、口に運ぶ。

　紫し煙えんを吐きだして。

「久しぶりに顔だしてよぉ、のんびり休日を楽しんでる上司によぉ──藪から棒に、ひとさまの趣しゆ味みに文句つけるたぁいい度胸だね」

　悪びれずに、紅の塗ぬられたそのくちびるを皮肉げに歪ゆがめる。

　彼女は仕事中は謹きん厳げん実直、ともいえる極めて真面目まじめな上司なのだが──その反動なのか何なのか、休日はこうして自じ堕だ落らくに、べらんめぇな態度になってしまう。

　秀影は見慣れているので、今さら驚おどろかない。

　長い付きあいだ。

「地獄絵ってのはよぉ、必要なもんなんだよ。誰だってこんな残酷な目には遭いたくねぇ、血反吐をまきちらして苦しみたくねぇ、だから清せい廉れん潔けつ白ぱくに生きようとな──そう思わせるための教材だよ。世界はきれいなんかじゃない、無む惨ざんなこともある、汚お泥でいに充みち満ちてる。それを忘れないために、汚きたないもんや目を逸らしたくなるもんを、あえて描いてんだよ」

「それを言い訳にして、好きで描いてるんでしょ『冥土鳥』さんは」

「はっ！　こちとら最初から何も見えねぇ、だから見えてるおまえらがあえて見ねぇもんを描ける──ってなもんよ。つうか、うるせぇな。何描こうがあたしの勝手だろ。べつに売りもんじゃなくて好きで描いてんだからよぉ？」

「『冥土鳥』さんなら、絵師として食べていくこともできるのでは？」

「そんな甘い業界じゃねぇし。まぁそんな夢を見たことがないとは言わんけどよ。浮き世があたしの描く絵よりもずうっと残酷だからよぉ、あたしの絵が霞かすんで見えちまう。だから『腐肉食堂ハゲタカ』として世直ししてんだろうが、あぁん？」

　不ふ機き嫌げんそうに、煙管を前歯で嚙かみしめて。

「つうか、そんな世間話をするために訪ねてきたのかよ──あぁ、秀影坊ぼうや？」

「まぁ、腹の探さぐりあいでは『冥土鳥』さんに勝てないので、単刀直入に」

　居住まいを正し、秀影は真しん摯しに言った。

「俺はある事件の解決をするため、正確にいえばその任務を帯びたものの手助けをするため──城下町を捜そう査さしていました。そして、ある事実に気づいた。まぁ、俺じゃなくても誰でも、すぐに察せるでしょうけど」

　単刀直入に、と言うわりにのらりくらりと遠回りするような、秀影である。

　そういう性格なのだ。

「『腐肉食堂ハゲタカ』と、町の治安を司つかさどる新興の組織──『新しん撰せん組ぐみ』には、繫つながりがある」

　それは、容易たやすく予想できたことだった。

『吸血姫』たちが急速に勢力を拡大したのは、彼女らを、町を『黒船』の侵しん略りやくから守った救世主と喧けん伝でんする、情報操作があったから。さもなければ、こんなにも早く彼女らが町で話題の義ぎ賊ぞくになんてなれはしない、城下町は広いのだ──。

　そして『腐肉食堂ハゲタカ』は諜ちよう報ほうを主な任務とする組織だ、噂うわさ話ばなしを広めるのにその情じよう報ほう網もうはおおいに役に立つ。両者が組めば、『新撰組』はあっという間に有名になる。

　先ほど、さくらには隠れてこっそり双ふた子ごに確かく認にんもとっておいた。

　何でも隕いん石せき落下を防いだ直後、『吸血姫』を介かい抱ほうしたのが誰あろう『冥土鳥』だったというのだ──それ以来、『新撰組』は『腐肉食堂ハゲタカ』と協力関係になっていた。

『吸血姫』が暮らしていた長屋は、秀影が将軍になるため引き払った自宅である。ゆえに空きがあって、そこに『新撰組』の面々が入居してきたかたちになる。

　だからこそ秀影は知っている、あの長屋は『腐肉食堂ハゲタカ』の所有物件だ。その関係者を住まわせる社宅ともいえる。そんな些さ細さいなことを含めて『新撰組』は『腐肉食堂ハゲタカ』の支し援えんを受けていた。

　それだけなら、いい。町の治安を守る正義の集団を、善意から支援する。そんな愛に溢あふれた構図ならいい、だがそんなわけがない──裏があるのだ。

　人間はそこまで清らかな生き物ではない、己おのれに利益がなければ他人に手を差しのべたりしない。どんな慈善事業ボランテイアにも、利害が含まれている。何かがあるのだ。純じゆん粋すいな『吸血姫』が考えもしなかった、疑いもしなかった、後ろ暗い陰いん謀ぼうが……。

『腐肉食堂ハゲタカ』と『新撰組』の癒ゆ着ちやく、そこに捜査を経て得た結論をくわえ──秀影は、考えたくもない悪夢じみた推理を組みたてていた。

　だが信じたくない。仮にも『腐肉食堂ハゲタカ』はいちどは草鞋わらじを脱ぬいだ組織だ、『冥土鳥』も親のように思っている──ゆえにこそ、慎しん重ちように。

　こうして正装し、真摯に相対し、『冥土鳥』の真意を探るためにきたのだ。

　心配するさくらを置き去りにして、どこにも行かないと言ったその舌の根も乾かわかぬうちに──こうして、独りきりで。

「『冥土鳥』さん、何で城下町に武器を流通させているんですか？」

　踏ふみこんで斬きりつけるように、秀影は覚かく悟ごを決めて問うた。

　城下町における武器密売に『腐肉食堂ハゲタカ』が関かかわっているのは、捜査の最中に確かめていた。そして『腐肉食堂ハゲタカ』がそんな悪事に手を染めているなら、抜ぬけ目のない『冥土鳥』がそれに勘かんづかないわけがない──。

　気づいて、放置している。あるいは、『冥土鳥』こそが武器密輸の黒幕である。

　けれど理解できないのは、なぜそんなことをするのか？　ということだ。

「初代秀ひで吉よしが──ご先祖さまが、廃刀令を徹てつ底ていさせたのは何も伊達だてや酔すい狂きようじゃない。民衆に武器が、暴力が広がればたやすく下げ克こく上じようが行われる、戦国時代に逆ぎやく戻もどりですよ」

「時代の、否いなや民衆の要望に従っただけさ」

『冥土鳥』は暗に武器密売に関わっていることを認めながらも、諭さとすように語る。

「そりゃあ、暴力を独どく占せんしてるてめぇら幕府から見れば──民たみが武装するのは由々しき事態だろうさ。でもな、武器をもたぬ民草が毎日どんだけ心細く、不安に怯おびえて暮らしてるか知ってるかい？」

　そうだ、武力を奪うばわれた民衆は、何かが起きても幕府に通報するしかない。無力だ。

『黒船』来航以来、治安は悪化の一いつ途とを辿たどっている──誰だれもが眠ねむれぬ夜をすごし、武器という安心に縋すがりつきたくなる。

『腐肉食堂ハゲタカ』は幕府の組織だ、彼らがお抱かかえの御ご用よう商人を通して売れば民衆は幕府に逆らっている、法を犯おかしているという罪悪感もなく武器に手をのばせる。幕府は黙もく認にんしてくれる。だって『腐肉食堂ハゲタカ』が売っているんだから、と。

　おそらく『腐肉食堂ハゲタカ』は協力関係にある『新撰組』の名前も使い、民衆に人気のある彼らの名声を利用して、武器をばらまいている。

　熾おき火びのように、武器は城下町に広がったことだろう。

「内部監察局、法の番人たる『腐肉食堂ハゲタカ』が率そつ先せんして悪事に手を染めている──恥はずかしいとは思わないんですか、『冥土鳥』さん」

「そこまでしか読みきってない──浅せん学がく非ひ才さいな青二才に、凄すごまれたって怖こわかねぇや」

　不思議なことを口にすると、『冥土鳥』は両手を差しだす仕草をして。

「あたしを糾きゆう弾だんするなら、法に照らしあわせて法ほう廷ていでやりゃあいい──抵てい抗こうはしねぇさ、おまえは息むす子このように思ってんだ。おまえに引導を渡わたされるなら、悔くいはねぇよ」

「あなたが単純にたとえば武器密売による利益などを目的として犯行に及んだなら、この場で逮たい捕ほしてお終しまいです。けれど、あなたはまだ何かを隠かくしている。ここであなたを逮捕しても、何の解決にもなりません」

　秀影は歯は嚙がみし、こういう問答は苦手だ、と表情に苦く渋じゆうを浮うかばせる。

　ここで『冥土鳥』を捕とらえるのはかんたんだ。斬り捨て御ご免めんと、成敗することも。だが鳥の群れはまとめて一いち網もう打だ尽じんにしなければ、一羽わを囮おとりにして逃にげおおせてしまう──。

『腐肉食堂ハゲタカ』とはそういう集団で、『冥土鳥』とはそういう女だ。

「こう言いましょうか」

　秀影は腰に差した刀に手を添そえて、静かに告げた。

「俺には果たすべき夢がある。そのためなら、家族のようだった『腐肉食堂ハゲタカ』を──あなたも含めて、皆みな殺ごろしにすることも厭いといません」

「おぉ、怖い。さすがは、魔ま王おうと謳うたわれた吉よし刳くる将軍の子だねぇ。あたしを殺すってか──おまえがまだちいさいころ抱だっこしてよぉ、風車であやしてやったこの『冥土鳥』をよぉ？」

　秀影が、その恋こい人びとの故郷を焼いた父親と同じ真似まねをするのかと、詰なじっている。

　相変わらず性格が悪い、食えない女──『冥土鳥』は、また煙管を口にくわえて。

「それも面おも白しろいがよ、時と場合を弁わきまえな。ここは『池田屋』、あたしの自宅──『腐肉食堂ハゲタカ』の詰つめ所のひとつだぜ？　そこいらの部屋に『腐肉食堂ハゲタカ』のものを十数人と控ひかえさせてる、怪あやしい素そ振ぶりを見せたら一いつ斉せいに踏みこんでくんぜぇ？」

　そう、ここは敵てき陣じんのなかだ。

　不利な立場にいるのは秀影のほうだ。だからこそ、『冥土鳥』といえども油断する。老ろう獪かいな彼女が見せるか見せないかのほんのわずかな隙すきをつくしか、秀影には方策がない。

　背はい水すいの陣じんだ。

　それは育ての親である『冥土鳥』に、命を晒して向きあう秀影の決意表明であった。

「何かの折に聞いたことがあります。『冥土鳥』さん、あなたはとある高貴な家いえ柄がらの生まれだそうですね。それを疎うとまれ、幕府に非道な扱あつかいを受け──両目を失った。それを怨うらみ、あなたは幕府に復ふく讐しゆうをしようとしているのですか？」

　幕府を怨むからこそ、その内情を暴あばき痛い腹を探る内部監かん察さつ局の局長なんて憎にくまれ役を、彼女は引き受けている。

　幕府におもねることなく、媚こびることもなく、むしろすこしでも痛つう撃げきを与あたえるために意見を言える──ゆえにこその、『腐肉食堂ハゲタカ』局長である。

「『新撰組』の首しゆ魁かい、あの『吸血姫』ちゃんも──高貴といえば、これ以上にないぐらいの、やんごとなき御ご仁じんのようですね」

　さくらは隠そうとしていたが、秀影はすでにその情報を摑つかんでいた。幕府において将軍が知らぬことなどない、地下監かん獄ごくにいた生徒も含ふくめてすべての人物評プロフイールを得ている。

「彼女を旗はた頭がしらとし、『新撰組』の勢力を拡大し──民衆に武器をとらせて、あなたは城下町を中心にして全国に倒とう幕ばくの気運を高めている。幕府を打だ倒とうし、転てん覆ぷくさせるために、すべての陰謀の糸をひいている。ちがいますか？」

　覚悟をこめて問うたが、『冥土鳥』はどこか満足げにくちびるを歪ゆがめるだけ。

　それは、出来の悪い生徒が初めて好成績を叩たたきだしたのを見守る、教師のようだった。

「惜おしいが、まだおまえは──あたしを善意的に解かい釈しやくしすぎてんな？」

　くくく、と肩かたを震ふるわせ、鳥が鳴くように笑うと。

「面白いだろ、『新撰組』。まるで物語みたいだよなぁ、正義のため理想のために戦う救国の英えい雄ゆう──その中心に立つ、主人公のように尊くも輝かがやかしい少女。わかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくだ、民衆はこういうの好きだぜぇ？」

　煙管キセルで床ゆかを叩き、どこか露ろ悪あく的に。

「だが、まだ足りない──あのお嬢じようちゃんの行動力も、能力も、その影えい響きようも、おおきすぎる。そのうち、あたしじゃあ扱いきれなくなる」

　当たり前のように。

「だからその前に、あのお嬢ちゃんには死んでもらう。できるだけ悲劇的に、お涙なみだ頂ちよう戴だいによぉ？　未来も才能もある可愛かわいらしい少女が、無む惨ざんに死ぬ──死者だけが、英雄になれる。救国の乙おと女めは死ぬことで完成し、あたしはその伝説をそっくり利用させてもらう」

　すべてを鳥ちよう瞰かんし、効率よく利用する──『冥土鳥』の口調には悪意すらない。

　ゆえにこそ、禍まが々まがしい。

『吸血姫』は秀影の思っていた以上に、危険な立場にいる。

「まぁ、お利口さんな秀影坊やが気づいてる範はん疇ちゆうで説明しておいてやるとな──全国に倒幕の気運を高め、憎たらしい幕府を潰つぶす、そこまでは正解だ。『新撰組』はその旗頭としてあたしらが全面的に支援プロデユースする」

　何も知らず夢のため希望のために戦う無む邪じや気きな『吸血姫』が、おぞましい悪意に満ちた舞ぶ台たいに誘ゆう導どうされ、死ぬまで使いつぶされる。

　それは──あまりにも、酷ひどい話だった。

「城下町は『黒船』の脅きよう威いに怯えている、隕石落下による実害をこうむったわけだしな。ろくに『黒船』に対たい抗こうできていない幕府よりも、『新撰組』を頼たよる。むしろ民衆に救いの手をさしのべず、自分たちだけが安全な場所でのうのうと引きこもっている幕府には強い憎ぞう悪おを育はぐくみ始める、そのように誘導もしたしな」

　邪じや悪あくな怪かい鳥ちようの思おも惑わくどおりに、すべてが破は滅めつに向かって進んでいる。

「目もく論ろみどおり、ふらふらと城下町を歩き回っていた『大奥』の女生徒を、『新しん撰せん組ぐみ』の無ぶ頼らいの輩やからが──賊ぞく徒とと見分けもつかんような悪たれが、嬲なぶり殺しにする事件が起きた」

　それは、秀影たちが日中、ずっと調べていた事件だ。

　ここで繫つながるのか。

「『新撰組』のものが『大奥』のものを殺した。幕府としては『新撰組』を裁かざるを得ない。両者は敵対関係になり、潰しあい殺しあい、怨みを育んでいく。城下町には血の雨がふる──武器が、それを加速させる。血が流れるごとに、民衆の憎悪は募つのっていく」

『靫』と『川蟬』は、そうして死んだのだ。

　事件の真相を探さぐるさくらの任務は、これで果たされたともいえるが。さらに深く悪意ある陰謀の、ただの発ほつ端たんだ。氷山の一角だ、ここで引きさがれない。

『冥土鳥』は翼つばさを広げるように、両手を伸のばして。

「ふつうなら、おおくの強大な異能力者を抱える『大奥』が──幕府が、何の問題もなく『新撰組』を倒たおしてお終いだ。だが、『新撰組』は義ぎ賊ぞくとして民衆に大人気だ。『新撰組』に手をだしたら、一いつ般ぱん人どもが黙だまっちゃいない」

　楽しそうに、まさにこの部屋に飾かざられているような、地じ獄ごく絵え図ずのごとき未来を語る。

「武器を手に手に、民衆は幕府憎にくしと蜂ほう起きする。大規模な倒幕運動が始まる。民衆の憎悪は怖いぜぇ──ひとりの圧あつ倒とう的強者が、英雄が一いつ騎き当とう千せんに大だい活かつ躍やくして戦いくさの趨すう勢せいを決める、なんてのはおとぎ話だ。戦争は物量、国民のすべてが武装した兵士となったとき、幕府に抗あらがうすべはねぇ」

　渦うず巻まく『黒船』への恐きよう怖ふと、それに基もとづく無力な幕府への不信感、不満が──『新撰組』の応おう援えんをするため、という火種によって灼しやく熱ねつする。『吸血姫』はたったひとりで『黒船』と戦った英雄だ、何もできない幕府ではなく、人々は彼女に縋る。

　大義名分を得て、自ら武器を手にとり、民衆は蜂起する。

「倒幕し、天皇家の娘むすめ──この国の正統なる王者を中心とした国家をつくる、それが『冥土鳥』さんの目的ですか？」

「それだけじゃねぇよ。富国強兵。民衆が戦を経験し武器を扱うすべを覚えれば、『黒船』という外敵が現れた現代において有益だ。廃刀令によって無力化された人々は、『黒船』の侵しん略りやくに抵抗できねぇ、黙って日本全土を夷い狄てきにくれてやるつもりか？」

「机き上じようの空論です、討幕運動のなかで大量の血が流れる──下手へたをすれば幕府も民衆も疲ひ弊へいし、死に絶え、この国は終わる。それこそ『黒船』の思うつぼです。それとも、必要な犠牲だとでも言うんですか？」

　秀影が悪夢で何度も見た、滅ほろぼされたさくらの故郷──あの地獄が、この国のすべてに広がる。そんなのは御免だった。

　らしくなく語気を荒あららげた秀影に、『冥土鳥』は声を低くし、囁ささやいた。

「こりゃあ、つけだよ秀影坊ぼうや──長い泰たい平へいに胡坐あぐらをかき、ゆっくりと腐ふ敗はいしていったこの国をいちど洗せん濯たくするんだ。『黒船』という外的刺し激げきに触ふれて、この国はもうこのままではいられない。一新し、天皇を中心とした強い国に生まれ変わるべきなんだ」

　背筋を正し、子供を叱しかりつける厳げん粛しゆくな親のように。

「だがおまえが流血を厭うなら、かんたんな方法がある。それを教えてやるために、わざわざ面会してやったし──おまえの青あお臭くさいだけの主張にも耳を傾かたむけてやった。感謝しろよ、無理やりおまえの首根っこつかんで言うこと聞かせることもできたんだぜ？」

　真っ直すぐに、告げてくる。

「あえてこう呼ぶぜ、征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊とよ臣とみ秀影──降こう伏ふくしろ」

『冥土鳥』なりの、誠意をこめて。

「幕府は倒幕運動に抗こうし得ない。蜂起した全国の民衆を、押さえつけるちからはない。そして戦えば、無む駄だに血が流れるだけだ。あたしらが内乱を起こしてる間、『黒船』が黙って見てくれるわけもない。本格的に侵しん攻こうして、それこそこの国を奪うばいとっちまうだろう」

　頼たのむから「うん」と言ってくれ、と懇こん願がんするように。

「この動乱の時代を乗りこえるには、他ほかに方法はねぇ。あたしらは、一いつ致ち団結して外敵と戦わなくちゃいけねぇんだ。そのためには倒幕運動で無駄に戦力を浪ろう費ひするわけにはいかねぇ、むしろ手をとりあうべきなんだ」

　身を乗りだし、熱意をこめて。

「降伏し、無血開城しろ。そして天皇家に大政を奉ほう還かんするんだ──そして将軍家が、いいや侍さむらいが本来そうあったように、天皇家を守もりたて支えてともに夷狄と戦うんだ」

　その光を失った目元に、涙なみだすら浮かべて。

「世間はおまえを弱よわ腰ごしな、軟なん弱じやく者と罵ののしるだろう。けれど歴史はおまえを評価する。おまえは豊臣幕府の四百年の歴史のなかで、いちばん愚おろかで、けれど優やさしい将軍だったと」

　ほとんど、土下座するみたいに。

「最後の将軍ラストエンペラーになれ、秀影──でないと、血まみれの殺しあいになんぞ」

『冥土鳥』は、そう言った。
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　秀影はしばし黙って聞いていたが、不意に。

　むしろ錯さく乱らんしたように。

「おかあさん──」

　と、場ば違ちがいに呼びかけた。

　床に突つっ伏ぷしていた『冥土鳥』が、ぎくりと背筋を強こわばらせる。秀影にとって、『阿あ呆ほう鳥どり』が姉のように、『冥土鳥』が母のように、守り育ててくれたからこの世を怨まずに生きてこられた。今の自分があるのは彼女らのおかげだ。

　その絆きずなを、利用するように。

　武器とするように。

「ねぇ、おかあさん──」

　そう繰くりかえし、呼びかける。

　冷静に残ざん忍にんに、陰いん謀ぼうを巡めぐらし血まみれになって『大奥』を生きのびてきた『阿呆鳥』すら、親愛に満ちた『姐ねえさん』という呼びかけに心乱され、揺ゆらいだ。

　家族の情愛を矛ほことする、卑ひ劣れつなやりくちだ。秀影はそれを自覚する。だが、消去法で選ばれた何の後ろ盾だてもない征夷大将軍には、他に縋すがるものはなかった。

　これすら通じないならば──。

　それこそ、もう戦争するしかない。己おのれの血肉をぶつけあうような、陰いん惨さんな闘とう争そうを。

「さくらちゃんがね、さっき──ふと口にしていたんですよ。ふつうの生活に憧あこがれる、みたいなことをね。毎日愛いとしいひとのそばにいて、何気ない会話をして、ご飯を食べてお風ふ呂ろに入って……」

　それこそ里帰りをして、母に近きん況きようを報告するような、のほほんとした態度で。

「俺が城を明け渡わたし、将軍の地位を捨て、大政奉還をすれば──俺は、一般人になる。さくらちゃんと、平和に、ふつうに暮らすこともできるでしょう」

「おまえがそれを望むなら、あたしが全面的に協力する」

　やや動どう揺ようしていた『冥土鳥』だが、さすがに老ろう獪かいだ、すぐ呼吸を整えて応じた。

「国を譲ゆずり渡してくれる代金としちゃあ、破格だ──そんなささやかな夢ぐらい、叶かなえてやる。あたしはね秀影、おまえには幸せになってほしいんだ。これは噓うそじゃねぇよ」

「いいえ『冥土鳥』さん、俺はそんな生活を望んではいけないんです」

　秀影は静かに、姿勢を正して。

「さくらちゃんも、そうです──もう戻もどれない、ふつうになんて。俺も彼女も血にまみれすぎた、俺たちのために犠牲になったひとたちもいる。今さら、すべてを捨ててのほほんと平和な生活なんて、できません。それが俺と、彼女の結論です」

「じゃあ、どうすんだよ」

『冥土鳥』が苛いら立だったように、むしろ心配するように、こちらを見み据すえて。

「その場に踏ふみとどまって、おまえらに何ができんだよ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんに迷って、悩なやんで、時代はそんなおまえらを待っちゃくれねぇぞ。誰だれもが幸せになれる未来なんてねぇ、目を逸そらし耳を塞ふさいでいるうちにもこの国には血が流れてんだぞ！」

　憤ふん然ぜんと立ちあがると、頭を搔かきむしる。

　結ゆいあげた髪かみの毛が、ざんばらに乱れた。

「交こう渉しよう決けつ裂れつか」

「交渉なんてしていません、あなたは陰謀を巡らせ破滅を招きよせ、未来への不安を刃やいばにして喉のど元もとにつきつけ──俺を脅おどしていただけです。誰もが、己の思いどおりに動くなんて勘かん違ちがいしないでください」

　殺意が充みち満ちていくなか、秀影は座したまま、言い放った。

「ひとは恐怖では動かない、あなたは愛を知らない可哀かわい想そうなひとだ。人間味を欠いたあなたの計略は──ひとの命をたやすく犠牲にする。俺には、そうとしか思えない」

　そもそも、民衆に武器を配り国難を招いたのは『冥土鳥』なのだ。

　自作自演をしておいて、それでこの国に苦難が迫せまっていると、どの口でほざく。

　己で舞ぶ台たいを整え、善悪を配役して、陰かげから操あやつる。

　その非人間的なやりくちが──気に食わないし、彼女の思いどおりに踊おどってやる謂いわれもない。反はん抗こう期のような、駄だ々だをこねるような、けれど秀影の心からの反発だった。

　気に食わない。

「この国に徒いたずらに悪意の種を蒔まく、『冥土鳥』さん──あなたを、天がゆるしても俺がゆるしません」

　理り屈くつで論破したわけではない、ただの子供の我が侭ままに等しい。

　けれど、『冥土鳥』の語る妙みようにきれいな平和的解決方法に──違い和わ感かんをおぼえるのだ。まだ『冥土鳥』は何かを隠かくしている。噓をついている。その口で秀影を美び辞じ麗れい句くで誘いざない操ろうとしている。

　親子のような関係だ、せめて心から、情愛をこめて説得してくれたら──。

　秀影も頷うなずいただろう。けれど、そうではなかった。

　仮面をつけたまま秀影と向きあうこのひとを、もはや親とは思えぬ。

「何があっても、俺たちは手を取りあって乗りこえていく──そう決めたんです」

「あぁ、そうかよ」

『冥土鳥』は落らく胆たんしたように、項うな垂だれて。

「おまえも『吸血姫』の小こ娘むすめと同じか、理屈じゃ説得できねぇ馬ば鹿かもんか。金銭、利益、そういうもんに心を動かされねぇもんはいる。志、武士道、人間らしさ──そういう、曖あい昧まいで尊く見えるもんに目を曇くもらせちまってよ。そして民たみ草くさは、そういう不確かできれいなもののほうを好む。だが、あたしに言わせりゃ愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

　表情を、見る見る険しくしていく。

　包帯の巻かれたその虚うつろな眼がん窩かに、執しゆう念ねんを宿らせて。

「そういう理想や愛は、使いかたを過あやまてばおおくのものを巻きこみ、破は滅めつに誘う毒になる。おまえはそれを理解してんのか。おまえの理想や愛のために、たくさんの罪もねぇ一般人を共とも倒だおれさせる覚かく悟ごがあんのか」

　やはり、親が子を説教するみたいに。

「試ためしてみな──てめぇの青臭い戯ざれ言が、この現実でどれだけ威い力りよくを発揮するのか。思いしって、無力感を味わって、……良い子になりなよ秀影坊や」

　甲かん高だかく、煙管キセルを打ちつけて鳴らす。

　それが合図だったのか、部屋の障子が一いつ斉せいに開いた。気配なくその向こう、『池田屋』の廊ろう下かに立ち並んでいるのは──手に手に刀を銃じゆう器きを握にぎりしめた、鳥の仮面をつけた『腐肉食堂ハゲタカ』の面々である。

　この『池田屋』は『腐肉食堂ハゲタカ』の詰つめ所──猛もう禽きんの、狩かり場だ。

「平和的な話しあいで解決できりゃあ、よかったんだけどな。おまえがあんまり意固地だから、ちっと痛めつけてやらんといけなくなった。拉ら致ちし、どっかに閉じこめて懇こん切せつ丁てい寧ねいに説得すりゃあ、おまえも『うん』って言ってくれるよな？」

　物々しく入室してくる『腐肉食堂ハゲタカ』のものたちに遮さえぎられ、秀影からは姿の見えなくなった『冥土鳥』が、声のみで嘆なげく。

「できるだけ血は流したくなかった、これは本音だぜ。争いあえば、それが疵きず痕あとになり、悪意が染しみこんで──すべてが朽くちる。嫌いやってほど見てきたよ、うんざりだよ」

　疲つかれきったように、この世の悪を見つづけてきた内部監かん察さつ局の局長は。

「おまえには言うまでもねぇかもしれないけど──こいつらが、見た目どおりの烏う合ごうの衆しゆうと思うんじゃねぇぞ。どいつも『腐肉食堂ハゲタカ』の鍛きたえぬかれた精せい鋭えいだ。愛とかで、この現実的な暴力に、どう抗あらがうか見せてみろよ」

　あえて時代劇の、安っぽい悪党の言動をなぞるように。

「──野や郎ろうども、やっちまいな」
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　さぁ、どうしよう。

　何か勢いのままに殺しあいが始まってしまいそうだが──秀影としても、古巣の『腐肉食堂ハゲタカ』のものたちとは戦いたくない。武器密売の罪を犯おかした『腐肉食堂ハゲタカ』を裁いた、とすれば言い訳はたつが、『腐肉食堂ハゲタカ』は『新しん撰せん組ぐみ』と繫つながっている。

　幕府が『新撰組』の関係者を成敗した、という構図になってしまえば、それこそ幕府と『新撰組』が本格的に敵対関係になってしまう。逆も然しかりで、ここで秀影が惨ざん殺さつでもされようものなら、幕府は『腐肉食堂ハゲタカ』を粛しゆく清せいする。『新撰組』がその報復に動けば、それをきっかけとして内乱が始まり、国土は乱れる。

　政治的立場としてもまずいし、現実問題、秀影だけでこの人数の『腐肉食堂ハゲタカ』職員を突とつ破ぱするのは至難だ。どうしよう、『冥土鳥』なら息むす子このような秀影に仏心をだして逃にがしてくれる、なんて期待もできない。彼女はそのへん、実に冷れい酷こくだ。

　秀影は内心ちょっと困っていたが、表面上は昼ひる行灯あんどんの面めん目もく躍やく如じよで、いかにも動じていないふうにのんびりと。

「只ただでは帰してもらえないとは思っていましたが──」

　お茶など口にしながら。

「たった独りを相手に、この人数はおおげさではありませんか？」

「相手は天下の大将軍だ、百万の兵を投入したって惜おしくない大将首だぜ？」

『冥土鳥』が言いながら、壁かべ際ぎわに後退して高みの見物を決めこむ。彼女の前に廊下からどやどやと突とつ入にゆうしてきた『腐肉食堂ハゲタカ』の面々が並び、一いつ触しよく即そく発はつ。

　かつての同どう僚りようたち、といっても仲良しこよしの関係ではなかった──独立した検察組織である彼らには、将軍家の、幕府の威い光こうも通じないだろう。容よう赦しやはしてくれない。

　殺意が渦うず巻まくなか、秀影はようやっと覚悟を決めると。

　押おっ取り刀で、立ちあがる。

「仕方ないな」

　そして懐ふところに手をつっこむと──。

「やるか」

　拳けん銃じゆうでも取りだすと思ったのか、警けい戒かいし後ずさる『腐肉食堂ハゲタカ』たち。だが秀影が手にしているのは、華か美びな扇せん子すである。呉ご服ふく屋では銃じゆう弾だんも防いだ特とく殊しゆ合金製だ。

　意外そうに、『冥土鳥』が片眉まゆを吊つりあげると。

「お、何の真似まねだ──命いのち乞ごいに、一発演やってくれんのかい？」

　秀影の謎なぞの行動に動揺している部下たちに、態度を豹ひよう変へんさせて──一いつ喝かつ。

「何してるっ、野郎ども！　隙すきだらけだろうが、やっちまいな！」

　その怒ど鳴なり声に背中を押されるように、『腐肉食堂ハゲタカ』のものたちが突とつ進しんしてくる。煌きらめく凶きよう刃じんの群れ──。

　瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが『池田屋』に響ひびき渡った。

　いちばん先頭にいた『腐肉食堂ハゲタカ』のものが手にしていた刀が、中ちゆう途とから折れた。

「………!?」

　砕くだけ散った刃の破は片へんが舞まうなか、秀影はすでに動いている。全員の視線が折れた刀に集中した一いつ瞬しゆんの隙をついて、名前のとおり影かげのように。刀の鯉こい口ぐちを切り、抜ぬき打ち一いつ閃せん。

　ばたばたと、面おも白しろいぐらいに秀影のそばにいたものたちが倒たおれた。

　いちおう、峰みね打うちである。

　驚おどろきつつも、対応が早い何人かがこちらに銃じゆう口こうを向けてくる──目には目を、というように秀影は先ほど刀をぶち折ったものの正体、扇子の裏に隠した拳銃を連射。『腐肉食堂ハゲタカ』のものの手のなかで、銃が撃うち抜かれて砕け散る。

　そのまま卓袱ちやぶ台だいや畳たたみを引っくりかえし、目め眩くらましをしながら縦じゆう横おう無む尽じんに動く──一瞬たりとも同じ場所にいない。『腐肉食堂ハゲタカ』のものたちは翻ほん弄ろうされ、うっかり同士討うちになるものまで出始める。
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「落ちつけ、馬鹿ども！　数では圧あつ倒とう的に有利なんだ、じわりと押しつぶせや！」

『冥土鳥』が見ていられない、というように苛いら々いらと肩かたを揺ゆすらせて。

「預かった将軍さまのご子息に万が一があってはいかんと、ちっと気合いれて鍛えすぎたかねぇ──訓練はつづけてたみたいだな、秀影坊ぼうや」

　感心しつつも、その語気に怒いかりをこめて。

「だが甘いな、峰打ちなんて洒落しやらくせぇや──殺やらなきゃ殺られんぞ？」

『冥土鳥』の言うとおりだ。

　不意打ちで動どう揺ようさせて失敗を誘ったが、さすがに『腐肉食堂ハゲタカ』はこの時代において数少ない武装をゆるされた組織、百ひやく戦せん錬れん磨まだ──手慣れている。『冥土鳥』の的確な指示もあってすぐに態勢を立て直し、攻せめたててくる。

　秀影は次し第だいに捌さばききれなくなる。

　まともに考えればこの戦力差だ、勝負になるわけがない。奇き襲しゆうして何人か無力化できても、それだけだ。時代劇ではないのだ、快かい刀とう乱らん麻まとはいかない。

　全員を薙なぎ倒すのは無理。

『冥土鳥』を人ひと質じちにとることも考えたが、彼女もそれは警戒しているはずだ。

　一瞬でも『腐肉食堂ハゲタカ』たちに隙ができれば、窓から飛びおりるなりしてこの場から脱だつ出しゆつできると思ったのだが──思ったよりも相手の対応が早く、うまくいかなかった。

　なかなか、思うようにはいかないものだ。

　慣れないことはするものではない。

　ちょっと諦あきらめそうになっていた秀影だが──瞬間。




　壁かべを貫かん通つうし、おおきな青せい竜りゆう刀とうが室内に飛びこんできた。




　どこかで見た光景である。あの呉服屋でも同じようなことがあったような──。

　思いつつ秀影が青竜刀の飛来した方向を見ると、廊下を足音も高く歩き、入口に姿を見せる女じよ傑けつの姿があった。威い風ふう堂どう々どう、胸を張っている。

「我が慢まんできなくて飛びこんじまいましたが──あら、お呼びでないっすかね」

　警戒し身構える『腐肉食堂ハゲタカ』のものたちを、悠ゆう然ぜんと見回して。

　その筋肉質で長身の、勇ましい女武者──『血眼』が、糸目をさらに細めて笑った。床に刺ささった青竜刀を引っこ抜き、肩に担かついで。

　見得をきるように。

「話はこっそり聞かせてもらいましたよ」

　どうも、どこかに忍しのんで秀影と『冥土鳥』の会話を盗ぬすみ聞きしていたらしい。見るとそんな『血眼』の背後から彼女の双ふた子ごの妹、『血祭』も「ひょこっ」と顔を覗のぞかせる。彼女も珍めずらしくおおきな蛇じや矛ぼうで武装しており、どちらも『新撰組』の制服姿が華はな々ばなしい。

　討ち入り、といった態ていである。

「いやぁ、前から『腐肉食堂ハゲタカ』はきな臭くさいと踏ふんでましてね、こっそり監かん視ししてたんすよ。そしたら大正解だ、なかなか興味深い話をしてるじゃないっすか」

『血眼』が軽けい薄はくな口調とは裏腹に、その全身に憤ふん怒ぬを充じゆう満まんさせて。

「うちの姫ひめさまを道どう化け芝しば居いの主役にして、さぞ面白かったでしょうね──なぁんだ、そういうことか。世の中、そう巧うまい話が転がってるわけもないっすよね～？」

　笑ってすらいなかった。

「でもさ、酷ひどいっすよ。あんまりじゃないですか。あの子はね、ふざけてるように見えて、あれで遊びでやってんじゃないんだ。夢と命をかけてんだ、それなのに──」

　殺意をこめて。

「馬ば鹿かに、しやがって……」

　その激げき烈れつな感情の嵐あらしに、『腐肉食堂ハゲタカ』の面々すら怯ひるんで後ずさった。

　唯ゆい一いつ、態度を変えぬ『冥土鳥』だが、さすがにここで双子が殴なぐりこんでくるのは想定外だったのだろう、困ったように。

「おいおい、落ちつけ『新撰組』の──何か誤解があるようだ、あたしらは協力関係じゃないか。仲間だ、そうだろ？」

　ちいさく、舌打ちして。

「見張りは何やってたんだ、こんな目立つ二人組をほいほい招きいれたのか？」

「見張りってのは、この役立たずのことっすか？」

『血眼』が顎あごで促うながすと、『血祭』が楽しそうに何かを放ほうり投げてきた。見ると、それはいまだ鮮せん血けつ滴したたる鳥の仮面をつけた生首である。

　仲間の屍し骸がいを見て、一瞬、『腐肉食堂ハゲタカ』に激しい動揺が走る。その隙を見み逃のがさず、『血眼』がその長身からは信じがたい速度で、突入してくる。青竜刀をぶん回し、建物ごと吹ふっ飛びそうな圧力で。

　それを見て、秀影が咄とつ嗟さに叫さけんだ。

「いけない、『血眼』さん！　殺しちゃいけない、あとで厄やつ介かいなことになるぞ！」

「うるさい、知るか！　主あるじを馬鹿にされて黙だまってらんないっすよ！　あたしに命令していいのは姫さまだけだ──引っこんでろ、あんたも殺すぞ！」

　元・盗とう賊ぞくの荒あら々あらしさで秀影を突つき飛ばし、豪ごう快かいに青竜刀を振ふるう。銀ぎん閃せんが舞うたびに、『腐肉食堂ハゲタカ』のものの首が面白いように飛んだ。鮮血が舞い、『池田屋』は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとなる。

『血祭』もふわりと入室してくると、「えい～やあ～♪」と気が抜けるような声をあげながら、流れるような動きで蛇矛を操あやつりひと薙なぎで数人の命を絶っていく。

　双子の連れん携けいは完かん璧ぺきで、『血眼』が大上段に青竜刀を振るうとその盲もう点てんを『血祭』が支え、彼女らを狙ねらおうとしていたものに蛇矛を突き立てる。互たがいの身体からだを足場にし立体的な攻こう撃げきを繰くりだし、まるで刃やいばの竜たつ巻まきだ。

　強すぎる──こんなに強かったのか。

『腐肉食堂ハゲタカ』が、害虫駆く除じよのように狩かられていく。

「よせ！」

　秀影は突き飛ばされた勢いで尻しりもちをつきながら、必死に叫んだ。

「『腐肉食堂ハゲタカ』は仮にも幕府の内部監かん察さつ局だ、『腐肉食堂ハゲタカ』と『新しん撰せん組ぐみ』の協力関係を知らないものにとって──『新撰組』が幕府のものを殺害したという構図になる！　幕府と『新撰組』が敵対することになる、戦争になるぞ！」

「もう遅おせぇよ、坊ぼうや。賽さいは投げられちまった」

　いつの間にか危険な殺陣たての渦か中ちゆうから逃のがれ、開かれた窓に手をかけていた『冥土鳥』が、皮肉げに笑った。

「それに、ひとの心配してる場合かよ？」

　その言葉の直後、遠くから騒そう音おんが響いた。秀影は耳を澄すませ、青ざめる。銭湯のある方向からだ──あそこで何かあったのか。

　銭湯は双子が警備しているから安心、と思っていたが、その双子がこちらにいる。

　いま、あの場所は無防備だ。

　もしや、この場で重要な会談をもち、秀影や双子を誘さそいだしたのか。陽動として、あるいは伏ふく線せんとして。もしこの会談が決けつ裂れつしても、用意した奥の手が発動し──結果的に、利を得られるようになっていたのか。

　二重三重の罠わなを、策を仕し掛かけ張り巡めぐらせ、『冥土鳥』はすべてを操作していたのか。

　まだ、彼女を甘く見ていた。

　秀影は歯は嚙がみし、『冥土鳥』を睨にらむ。

「あなたは……」

「まぁ──いい線いってたが、まだまだ足りねぇよ？」

　そのまま窓から身を投げだし、脱出しようとする『冥土鳥』に、秀影は逃にがさぬとばかりに銃を向ける。

　だが刹せつ那な、『冥土鳥』が懐ふところに手をつっこみ、何かを投とう擲てきした。

　それは部屋の真ん中で炸さく裂れつし、朦もう々もうと煙けむりを充満させて──視界を奪うばう。驚いてわずかに狙いが逸それ、秀影の放った銃弾はむなしく壁を穿うがつだけ。

　白く染まった『池田屋』のなかで、『冥土鳥』が嘲ちよう弄ろうするように。

「忍にん法ぽう・煙玉、なんつってな──」

　忍法。

　そのあえて口にされたのだろう単語に、秀影は電でん撃げき的に確信した。

　まさか──。

　そうだ、秀影は将軍家のものとしてすべての生徒の人物評プロフイールを得ている。そのなかに、殺害された生徒のうちのひとり──『川蟬』のものがあった。

　彼女は忍にん者じや、潜せん入にゆう工作の達人だ。その来歴には謎なぞが多かったが、どうやら『腐肉食堂ハゲタカ』から送りこまれた間諜スパイ──あの『阿呆鳥』のように、身分を偽いつわり『大奥』に入りこんでいた可能性がある。

　そして友好を結んでいた『靫』を誘いだし、予定どおりに殺害。『大奥』の現状からいって『百手姫』がその捜そう査さに廻まわされると推測、あるいはそれすらお膳ぜん立だてして、『百手姫』に秀影がついてくるところまで予想して──。

　まんまと誘いだし、この状じよう況きようをつくりあげた。

　だとしたら恐おそろしい、どこまでが陰いん謀ぼうだったのか。

　事態の始まりを告げた、哀あわれな被ひ害がい者しやとしか思われていなかった少女、『川蟬』は──『冥土鳥』のつくりあげた虚きよ像ぞうだった。

　今回の事態の発ほつ端たんになった、『大奥』の生徒が殺害されたあの事件──それすらも、彼女によって演出された、悪意ある自作自演だったとしたら。

　すべての舞ぶ台たいで黒くろ衣このように動き回り、事態を操っていたのは──。

　秀影はぞっとして、思わず問うた。

「あなたは、どこまで──企たくらんで……？」

　否いな。

「あなたは、誰だれなんですか？」

　その問いに、『冥土鳥』は笑えみを浮うかべると、己おのれの顔面を鷲わしづかみにして。

　剝はがした。

　生皮をかぶり、別人を演じていた。まだ、彼女は仮面をつけていたのだ。

「あるときは、悪あく趣しゆ味みな盲もう目もくの絵師。あるときは、『腐肉食堂ハゲタカ』頭領『冥土鳥』。あるときは、忍者にして破は壊かい工作員『川蟬』。しかして、その実態は──」

　顔のない女は、悪戯いたずらっぽく舌をだして。

「まだ、教えてやんねぇ♪　ちっとは自分で考えなよ、坊や？」

　立つ鳥とり跡あとを濁にごさず、窓からひらりと身を躍おどらせて──颯さつ爽そうと、去っていった。




　銭湯にひとり取り残された『吸血姫』が何者かに拐かどわかされた、と──秀影たちが知ったのは、そのすぐあとのことだった。

　完全に、してやられた。







　第五幕　神風特攻　さくらちる
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　神話の時代からつづくこの国の正統なる王者──天皇家、唯一の女性。

　公武合体のために幕府に降こう嫁かし、けれど己の人生を勝ちとるため立ちあがり果か敢かんに生き抜ぬいてきた彼女。『新撰組』局長として救国の英えい雄ゆうとして祭りあげられた運命の少女、『吸血姫ばんぱいあ』が何者かに誘ゆう拐かいされた。

　秀ひで影かげが『冥土鳥ほととぎす』と対たい峙じし、『血ち眼まなこ』と『血ち祭まつり』の双子もまんまと誘いだされ、さくらも折り悪く『モモ』と面会していた──その一いつ瞬しゆんの隙すき、『吸血姫』が無防備になっていたわずかな時間に、その犯行は為なされたのだ。




　あらかじめ巧こう妙みように仕組まれていたと、そう考えるしかない。否、邪じや心しんを抱いだき倒とう幕ばくの志をもつ『腐肉食堂ハゲタカ』の勢力圏けんで、その意図を見み抜ぬけず、のうのうと気を抜いていたこちらが悪いのか。

　秀影や双ふた子ごと合流し、情報交こう換かんを手早く済ませたあと、『百手むかで姫ひめ』は歯嚙みして悔くやんだ。どこからが敵の陰謀だったのか、どうして察知できなかったのか──。

　けれど後こう悔かい先さきに立たず、今は何を言っても負け犬の遠とお吠ぼえである。嘆なげくのは後回しにして、さくらは『吸血姫』救出のために行動を開始していた。

　それすらも敵の思おも惑わくどおりかもしれない。否、たぶんそうなのだろうけど──他ほかにできることもない。

　まんまと踊おどらされている、だがまだすべてが手て遅おくれだと思いたくはなかった。

「姫さま──」

　自分をお友達と呼んでくれた、この動乱の時代に純じゆん粋すいにひとを愛し、信じたあの少女が──その理想が、いま穢けがされようとしている。

　絶対に見過ごしてはいけない。命をかけてでも彼女を救いだす。それが、せめてもの義理だ。あの子から向けられた真っ直すぐな愛情への、せめてもの誠意だった。

　馬上である。

　さくらは双子が調達してきた馬にまたがり、長ちよう距きよ離り移動の真っ最中なのだった。故郷で乗馬の経験はあるが農作業用の耕作馬である。このような軍馬には馴なれていなくて、振り落とされそうになる。

　見かねた『モモ』が同乗し、背後から抱だきしめるようにして支えてくれている。

　彼女に背中を預けるのは不安すぎるが、落馬して怪け我がでもしようものなら目も当てられない。四の五の言っていられなかった。

　揺ゆれる馬上にて、震しん動どうにお尻が痛くなるなか、さくらは毒づいた。

「あなたも、物好きですね──べつに、わたしたちに付きあう義理はないでしょう」

「義理ならありますわ、興味もね。まぁ、いいじゃない。わたくしのことは空気だと思って無視してくださればよろしくてよ？」

　言いながら、楽しそうにさくらにぴたりと密着し、妖あやしげな手つきで胸むな元もとをまさぐったりしてくる。その指先が、服のしたでうねってくる。

　成長を確かめているみたいだった。

　落ちつかずに、けれど馬にしがみつくのが精せい一いつ杯ぱいで、さくらは睨むしかない。

「気安く触さわらないでください、あんまり鬱うつ陶とうしいと叩たたき落としますよ」

「あら、つんけんしないでくださいな──旅は道連れ世は情け、せめて目的地に辿たどりつくまでは仲良くいたしましょう？」

　酔よいの残った『モモ』の身体からだは熱く、その豊かな乳ち房ぶさが背中に柔やわらかく押し当てられ、何だか安心して眠ねむくなってしまいそうだ。でも、それが嫌いやだった。こいつは『黒船』、敵である──たとえ、姉だったとしても。

　この世でひとりだけの、家族だったとしても。

「馬には馴れてないのでしょう──手た綱づなはわたくしに任せて、怖こわかったら目を瞑つぶっていてもよろしくてよ？」

　もう可愛かわいいなぁ♪　というように、首筋にくちびるを何度も当てられた。変な気分になり、それを首を揺すって嫌がると、さくらは横を併へい走そうする双子を見た。

　彼女らはひとり一頭ずつ馬を巧たくみに操あやつり、勇ましく驀ばく進しんしている。

　だがその表情は焦しよう燥そう感かんに充みち満ちている。『吸血姫』をまんまと誘拐されて、いちばん悔くやしいのは彼女を守るのが役目だった彼女らだろう。

　先ほど合流したこの双子と、さくらと、なぜかついてきた『モモ』──この四人が、『吸血姫』奪だつ還かんのための数少ない戦力であった。

「夜通し走ってますが、方向はあってるんですか？　姫さまはほんとうに──」

　目的地の名を、口にする。

「皇居に、つれ攫さらわれたんですか？　何の根こん拠きよがあるんですか？」

　皇居。つまり天皇家の住居である。

　先ほどまでいた城下町は大阪で、そこから馬で駆かければ数時間で辿りつく──日本古来の都、京都に位置する。大阪城からこんなに遠く離はなれるのは久しぶりで、さくらは不安になるが、ともあれ。

「姫さまだってけして弱くない、ほとんど抵てい抗こうもできず攫われたみたいっすが──こっそり能力を用いてね、自分の居場所を知らせてくれてるんすよ」

『吸血姫』は多種多様な能力を模倣コピーし、使いわけられるらしい。

　その能力で己の位置を知らせてくれているなら、その情報は信しん憑ぴよう性せいが高いと思うが。

　皇居──か。

　仮にも幕府の関係者であるさくらが、天皇家の総本山──皇居を襲しゆう撃げきした、という構図になるのはまずくはあった。

　あくまでさくらたちの個人的な行動である、としておく必要がある。

　ゆえに秀影には参加させず、彼には城下町で待機してもらっている。

　彼の性格からいって「俺もいっしょにいく！」などと主張しそうだったが、なぜかおとなしく引っこんでくれた。

　何か余計なことを考えているような気がものすごくするので、不安だが……。
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　さくらは『大奥』の制服のうえから外がい套とうをまとって隠かくし、特とく徴ちよう的な桜色の髪かみの毛もほっかむりで隠している。顔にも粗あら布を巻きつけ、賊ぞくの態ていである。旧ふるい様式とはいえ『大奥』の制服をまとっている『モモ』にも、それを徹てつ底ていさせた。

　万が一、さくらの行動が問題になったら──最悪、自分を『大奥』から除じよ籍せきするよう秀影には頼たのんでいる。この国の女王となり、秀影に寄り添そう夢を捨て去ることになるが。そうならないよう、努力するしかなかった。

　すべてを背負って歩けるほどこの世は甘くない。わかっている、けれど『吸血姫』を見殺しにしてのうのうと『大奥』へ帰ることはできなかった。

　危険な綱つな渡わたりのなか。

『血眼』が怖い顔のまま語る言葉を、さくらは聞いている。

「この国の正統なる王者、なんて嘯うそぶいても天皇家は四百年の泰たい平へいのなかですっかり骨ほね抜ぬきにされた──幕府の傀かい儡らいだ。その領地も皇居を中心としたほんのわずか。姫様を誘拐したのが天皇家の連中なら、自分たちの本ほん拠きよ地ちである皇居に運ぶ、理には適かなってるっす」

「でも、だとしても──なぜ天皇家が姫さまを？」

　彼女は天皇家の娘むすめのはずだ。家族なのではないか。

『腐肉食堂ハゲタカ』の頭領──『冥土鳥』の目的は天皇家を中心とした強固な国をつくること、という話だった。彼女自身も高貴な家いえ柄がらの出身らしい、繫つながりがあるのは変ではない。

　血の繫がりがあるからといって酷ひどい真似まねをされるわけがない、などと無む邪じや気きに信じているわけでもない。実の父に非道な扱あつかいを受けた秀影のこともある、実母に愛されなかった『モモ』のことも──。

「家族だから、っすよ。姫さまは天皇家に睨にらまれてた、皇居にいたころからその破は天てん荒こうな行動で風紀を乱してましたしね。だからこそ幕府に貢みつぎものみたいに差しだされたし、降嫁することで穢れてしまった、なんて理り不ふ尽じんなことも言われてる。天皇家でいちばんこの国の未来を憂うれいているのは、そのために血を流したのは姫さまなのに」

　歯は軋ぎしりをして、『血眼』は馬の手綱を指先が白むほどに強く握にぎりしめる。

「姫さまは倒幕運動を起こし、現政権を打だ倒とうして天皇が主権を握るために必要な旗はた頭がしらだ──だが、天皇家は彼女を疎うとんじている。この機会に秘ひ密みつ裏りに始末し、その名声だけをそっくりいただく、そんなとこじゃないっすかね？」

　死人に口なし。死ねば、『吸血姫』は伝説になる──その功績をめいっぱい利用され、文字どおり救国の乙おと女めとして利用される。

　この国のために戦いぬき、けれど不幸な事故で命を落とした悲劇の少女。民たみは共感し涙なみだし、彼女の死をもって団結する。

　おそらく『吸血姫』を殺した犯人も情報操作で幕府に押しつけられ、救国の乙女を無む惨ざんに殺した悪逆非道な幕府に天てん誅ちゆうを、なんて喧けん伝でんする材料にされる。

　それは、あまりにも外げ道どうなやりくちだった。

　同時に、だとすると『吸血姫』の命が危ない──一刻の猶ゆう予よもない。『吸血姫』の命は風前の灯ともし火びだ、そして彼女を死なせれば、あとは内乱と憎ぞう悪おが渦うず巻まく破は滅めつの時代に一直線だ。それは看過できない。

　平和を愛した秀影のためにも。未来を夢見た『吸血姫』のためにも。

　己おのれの身しん命みようを賭として抗あらがう、さくらはそう決めた。

「ふふっ……♪」

『モモ』が愛いとしそうに、大事そうにさくらの頭を撫なでる。

「この国が乱れ、憎にくたらしい幕府が崩くずれ去るのは愉ゆ快かい痛快ですけれど──さくらが哀かなしむのも見たくないですしね。まぁ、当面は傍ぼう観かんさせていただきましょうか。でも『吸血姫』とやらを救いだして、それでどうしますの？　このどうしようもない破滅の構図を、いかに覆くつがえすつもり？」

「姫さまは、わたしを友と呼んでくれました」

　さくらだって、ただ流されてこの場にいるのではない。

　考えていることがあった。

「秀影さまも、わたしを愛してくれています。果報なことですが──そんなわたしなら、姫さまと秀影さまを取りもつことができる。会談を設け、ふたりに講和してもらう。武力を用いず、平和的に。手を取りあえるはずなんです、あのふたりなら」

「あぁ、さくらったら──何て愚おろかで、可愛いのかしら♪」

『モモ』がたまらない、というように夢中で頰ほおを添えてくる。

「自分は手を繫ぐための腕うでを切り取られてしまったのにね、『手を取りあえる』だなんて──その血にまみれた義ぎ肢しで、何が摑つかめるか、特等席で見物させてもらいますわ♪」

「お喋しやべりはそこまでにしてもらうっすよ」

　やや先行していた『血眼』が、前方を睨みつけ、忌いま々いましそうに。

「もう到とう着ちやくします、……懐なつかしの古巣っすね」

　皇居に到着したのだ。
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　同時刻。

　暗くら闇やみに、『吸血姫』はいた。

　おそらく座ざ敷しき牢ろうであろう、狭せま苦くるしい空間で壁かべに背中を預け、座らされている。正面には丈じよう夫ぶな金属の扉とびらが嵌はまり、しっかりと施せ錠じようされている。かなり高い位置にある通気口には、鉄てつ格ごう子しが嵌っている。照明すらついておらず、目を開けても閉じても視界は真っ暗。

　薬でも嗅かがされたのだろう、『吸血姫』の意識は曖あい昧まい模も糊ことしていて、赤ん坊ぼうのように呻うめくことしかできない。

　その幼気いたいけな肉体は鉄線いりの荒あら縄なわで緊きん縛ばくされている。両手を吊つるされ、それでも足りぬとばかりに身体からだ中をぐるぐる巻きにされている。衣服は剝はぎ取られ、下着姿なので、その柔らかな肌はだに縄が食いこみ痛々しい。

　投げだされた状態で固定された足はいちだん低くなった場所に置かれた盥たらいに垂らされ、脚きやく部ぶを走る血管に達するまだ真新しい傷から、鮮せん血けつが滴したたり落ち、足指の先に雫しずくをつくって──ぽたり、と盥のなかに溜たまっていく。

　死に至るような傷ではない、けれどゆっくりと生命力そのものの血を抜ぬかれ──身体が冷えていく。喪そう失しつ感かんもある。

「う、うう──」

　寒さに震ふるえながら、『吸血姫』は喘あえぐ。

　状じよう況きようは、ほとんど理解できていない。銭湯で、それなりに幸せな時間をすごしていたが──さくらが不意に去っていった直後、背後から衝しよう撃げきを感じてそのまま昏こん倒とうし、意識を失っていたのだ。

　何をされたかすら、わからなかった。

『吸血姫』とて弱くはない、こうも簡単にやられるなんて信じられなかった。気を抜いていたのもあったが、その犯行を為なしたものが手練てだれだったのだろう。

　下手人の気配すら感じとれず、接近をゆるし、まんまと意識を奪うばわれた。そのまま誘ゆう拐かいされ──どこかに、つれてこられたのか。

　拉ら致ち監かん禁きんされて、またあの地下監かん獄ごくのような──穴ぐらに押しこめられた。

　逆ぎやく戻もどりだ。

　いつだって、『吸血姫』はこんな鬱うつ屈くつした闇のなかに閉じこめられていた。

　皇居でも、『大奥』でも──。

　そんな己の現状を変えたくて、人生を切り開きたくて、立ちあがったのだ。

　そのはずだけど──。

　懐かしさすらおぼえる闇のなかにいると、すべてが夢だったようにすら思える。

『新しん撰せん組ぐみ』としての、刺し激げき的で楽しい日々。きらきらと輝かがやく希望と、幼心に秘ひめた憧あこがれと、頼たよれる仲間たちと──物語みたいな、毎日だった。

　だがその幸せは拭ぬぐいとられ、純情は穢けがされ、腐ふ敗はいした肥こえ溜だめに叩たたき落とされた。

　嘲ちよう笑しようされながら。

『吸血姫』は、己の夢が痛つう烈れつに裏切られ、悪意ある何者かに唾つばを吐はきかけられたのを、察する。悔くやしくて、『吸血姫』は泣いた。嗚お咽えつを漏もらし、涙が座敷牢の床ゆかに染しみをつくる。

　その間にも、己の身体からだから血は搾しぼりとられていく。

　みんなが、分け与あたえてくれたもの──『血眼』が、『血祭』が、さくらが、己に託たくしてくれた、あったかくて尊いものが、奪い去られていく。

　それが嫌いやで、緊縛された身体を揺ゆすり、藻も搔がいたが。

　その指先は何も摑めずに──。

　やがて、すべてが闇に閉とざされた。
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　夜通し走りつづけたので、すでに日付も変わった深夜である。

　曇くもり空の、草木も眠ねむる丑うし三みつ時だ。

「こっから先は馬じゃ無理っすね」

　京都の町──その片かた隅すみに、皇居はあった。『血眼』はそのへんの樹木に馬を繫ぐと、優やさしくその首元を撫でてやってから、青せい竜りゆう刀とうを肩かたに担かついだ。さくらもつづいたが、乗馬になれておらず股またぐらが痛い。立って歩けぬほどではないが、筋肉痛だ。

　目を凝こらすと闇の奥に、神秘的な空間が広がっているのがわかった。

　悪あく趣しゆ味みなほど派手派手しい大おお阪さか城を見慣れているので、とても質素に思える。何もない、だだっ広い空間だ。丁てい寧ねいに手入れされた庭園の中央に、あまり高さのない旧き良き建築様式の屋や敷しき──あれが皇居か。

　庭園の周りは神しん妙みようなる神社仏閣に取り囲まれ、あちこちに篝かがり火びが焚たかれている。

　ここがこの国の正統なる王者、天皇家の領地──『吸血姫』が生まれ育った場所。彼女はこんな何もないところですごし、世間に飛びだして、裏切られみじめにつれ戻もどされた。

　感かん慨がい深く思いながらも、さくらは油断なく風ふ呂ろ敷しきに包んだ血刀を携たずさえる。素す性じようを隠すほっかむりをかぶり直し、準備万ばん端たん。

　物見遊ゆ山さんの気分でいてはいけない、ここはすでに戦場だ。

　見ると皇居の建物──その正門の前に屈くつ強きような男たちが立っている。寝ねずの番人か、さすがに警備が厳げん戒かいである。否いな、『吸血姫』を誘拐し監かん禁きんしているなら、ふだんに倍する人員が配置されていると考えるべきだろう。

　騒さわぎを起こせば、おそらく建物の内部から際限なく兵力が湧わきだしてくる。骨ほね抜ぬきにされたとはいえ天皇家には威い光こうがある、擁ようする軍事力も馬ば鹿かにはできない。

　どうしたものか──。

「こっちは数のうえじゃ圧あつ倒とう的に不利っす、正面から『たのもう』って言っていれてくれるほど敵さんも甘くないでしょうしね」

『血眼』が準備運動をしながら、かんたんに作戦を練る。

「あたしらが正門に突とつ入にゆうし、騒ぎを起こします──その間に、『百手姫』とそこのひと、『モモ』さん？　ふたりが別の場所から侵しん入にゆうしてください、陽動作戦っす」

「ま、順当でしょう」

『モモ』が頷うなずいた。

　何だかちゃっかり作戦に参加しているが、こいつはこいつで目的が不明なのが怪あやしい、さくらは妹だから手助けしてあげる──なんて、お優しい性格でもないだろう。

　不安はあるが、今は貴重な戦力である。

　彼女は暗殺者のようだし──隠おん密みつ行動の練達である。陽動さえしてもらえるなら、皇居にこっそり忍しのびこむのは容易であろう。さくらは、そんな彼女についていけばいい。

　そして自分たちの目的は『吸血姫』の救出だ、皇居を叩きつぶす必要はないのだ。何事もなく侵入し、囚とらわれのあの子を救いだせれば、それで任務達成である。何とか脱だつ出しゆつし、『吸血姫』は幕府なりに保護して、それで一件落着だ。

　できれば、血なまぐさいことになる前に終わらせたい──。

　けれど。

「姫さまを救出するのが、わたしたちでいいんですか？」

　さくらは、それが気になった。

　双ふた子ごは自らの手で主あるじを奪だつ還かんすることで、失態を晒さらした汚お名めいを返上したいはずだ。だが『血眼』は片目を瞑つぶって、青竜刀を雲の隙すき間まから覗のぞいた月光に反射させて。

「適材適所、ってとこっすよ──あたしらはデカくて目立つし、大暴れするほうが得意だ。それに、あんたは姫さまの英えい雄ゆうなんだ。地下監獄じゃあ同じ釜かまの飯を食った仲でもある、信用してるっすよ」

　真しん摯しに。

「姫さまのこと、頼たのみます」

「……はい」

　さくらは、流りゆう麗れいに頷く。

　双子の、そして『吸血姫』の期待を──裏切れるわけがなかった。

　世間の悪意に晒され、汚お泥でいを浴びせられた彼女らを、せめて自分だけは。

　つづけて『血眼』は『モモ』にも視線を向けて。

「あんたのことはよく知らないけど、『百手姫』のこと──任せてもいいっすか？」

「ええ」

　暗殺者はいつの間にか出現させていた血色の小刀ナイフ──『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村むら正まさ』を指先でくるくると回転させてから、強く握にぎりこんだ。

「祖先の英えい霊れいにかけて」

　それは彼女にとって、とても重たい誓ちかいに思えた。

「じゃ、さっそく行動開始っすよ」

　頰を叩いて気合をいれる『血眼』の横で、『血祭』が手を挙げる。

「任せて、こういうの得意だから♪」

　言い残すと、この状況でも緊きん迫ぱく感かんのかけらもない──地に足がついていないようなふわふわした足取りで、守衛が固める正門へと向かってしまう。

　あんまりにも何気ない素そ振ぶりだったので、さくらは心配する。

「だ、だいじょうぶなんですか？」

「いいから、ここは妹に任せてあんたらも侵入の準備をしてください──安心するといいっすよ、あれで妹はあたしより腕うで利ききの盗とう賊ぞくだったんすから。この手の作戦はお手のものっす、まぁお手並みご覧ください」

　などと会話している間にも、『血祭』は無防備に正門へと歩いていく。さすがに夜闇のなかで中ちゆう華か服の女はひどく目立つ、門番たちが色めきたって身構えた。

　だが『血祭』には殺気がない、のほほんと散歩でもしているみたいだ。

　立っていた屈強な門番ふたりは互たがいに顔を見あわせて、戸と惑まどう。ひとりが相棒に視線で合図し、正門を固めさせてから、『血祭』に歩み寄って槍やりを向ける。

「おい、女──何だ貴様は、その格好……娼しよう婦ふか？　ここは貴様のようなのが近づいていい場所ではない、商売なら余所よそでやれ」

　犬でも追い払はらうような仕草をされたが、『血祭』は気にせずに。

　そっと門番に全体重を預けるようにもたれかかると、柔にゆう和わに微笑ほほえんだ。

「そんなこと言わないでよぉ。夜通し働きづめのお兄さんたちを労ねぎらってあげようと、わざわざここまで歩いてきたのにぃ？　ねぇ、ほんのすこしでいいから楽しんでいかない──お安くしとくよぉ？」

　潤うるんだ瞳ひとみで見あげて、さりげなく胸むな元もとを強調する。どころか、その豊かな乳ち房ぶさの隙間に、寒空に冷えた男の手を導きすらした。

　門番はその色いろ香かに生なま唾つばを飲み、迷ってから──煩ぼん悩のうを振ふり払うように首をふった。

「否、だめだめだ、失うせろ！　これは神聖な職務なのだ！」

「え～？　真面目まじめだなぁ、じゃあそっちのお兄さんはどう？　何なら無料タダでいいからさぁ、泊とまる宿がなくて困ってるんだよぉ？」

　しつこく言いつのる『血祭』に、正門の前にいたほうの門番も苛いら立だったか、肩を怒いからせて寄ってくる。

「おいっ、いいかげんにしろ！」

　その怒ど号ごうが響ひびいた、刹せつ那な──『血祭』は動いていた。

　絶ぜつ叫きようが響く。

　見ると『血祭』のそばにいた男が身み悶もだえし、悲鳴をあげて倒たおれる。その『血祭』の胸元に挿そう入にゆうしていた指先が、どす黒く変色していた。

「こ、こいつ──胸のなかに、何か仕込んでやがるっ!?」

「うふふ～、女の子の身体は危険でいっぱいなのっ♪」

　言いながら、『血祭』が脂あぶら汗あせを流し苦く悶もんする男に、くちびるを寄せる。あ～ん、と口を開いたその舌に載のっているのは、おそらく食道に仕込んでいた長く太い針である。

　それを口にくわえて、首をふるい──喚わめいている男の耳の穴から突つき刺さした。

　高い悲鳴をあげて男は絶命し、もうひとりの門番が顔色を変える。

　慌あわてて槍を突きだそうと身構えるが──。

　その瞬しゆん間かんにはもう、『血祭』が流れるような動きで投とう擲てきした、先せん端たんが尖とがった簪かんざしが、男の両目に突き立っていた。目にも留まらぬ早はや業わざ、何て表現だろうか。思わず顔を手で覆おおい哭こく声せいをあげる男に、『血祭』は素す早ばやく接近し──。

　回し蹴げり。

　その愛らしい中ちゆう華か靴ぐつの先端から刃やいばが飛びだし、男の首を呆あつ気けなく搔かき切る。

　頸けい動どう脈みやくから噴ふきでた鮮せん血けつが雨のように『血祭』を濡ぬらしていく。

　その凄せい惨さんな場面を物もの陰かげから見て、絶句するさくらに──『血眼』は誇ほこるというより、どこか呆あきれたようにぼやいた。

「あいつは蛇じや矛ぼうを振りまわすより、あぁいうのが得意でね──身体からだ中に仕込んでる」

　暗器使い、それが『血祭』の本ほん性しようなのだろう。

　優しげな笑え顔がおに似合わぬ無む慈じ悲ひなやりくちには、心しん胆たん寒からしめる凄すごみがあった。

　似た技術をもつ暗殺者の『モモ』が、感心したように「～♪」と口笛を吹ふいている。

　その間にも、『血祭』はおそらくわざと門番に悲鳴をあげさせたのだろう──皇居内部の衛兵たちが、門を開いてどやどやと溢あふれでてくる。

「何だ!?　何事だ!?」「門番が殺されてる──曲くせ者ものだ！」「であえ、であえっ!!」

　一気に騒そう々ぞうしくなった正門前を見て、『血眼』が野や獣じゆうのように荒あら々あらしく進みでる。

「さて、あたしの出番っすね──あんたらも、今のうちに侵入するんすよ！」

　言い残して、真っ直すぐに突とつ貫かん。

　かなりの距きよ離りを一足で埋うめて──その青竜刀をぶん回し、恐おそるべきことに門番の男たちをまとめて真っ二つにする。とんでもない剛ごう力りき無む双そうだ。枯かれ葉を散らすように衛兵たちは吹っ飛び、肉にく片へんに変えられていく。

　その間にも『血祭』がうまく姉の補ほ佐さをして、闇やみのなかで狩かりをする虎とらのごとく、手に装着した鉄てつ爪そうでひとりひとり敵の喉のど元もとを切り裂さいていく。

　双子だけで皇居を全ぜん滅めつさせてしまいそうだった。

　恐ろしいことに、たぶん双子は異能力を用いてすらいない──鍛きたえあげた技術と身体能力だけで鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、敵を蹴け散ちらしている。

　この世のものとも思えぬ豪ごう傑けつふたりに、衛兵たちは戦せん々せん恐きよう々きようと逃にげまどうのみ。

「な、何だっ──何なんだ、貴様らはぁっ!?」

「あたしらは盗賊っすよ」

『血眼』が冗じよう談だんめかして、見得をきる。

「お久しぶりなんで、あたしらの顔なんざ忘れちまったでしょうけどね──京都の鬼おにと謳うたわれた双子姉妹の帰参っす、休んでたぶんがっぽり稼かせがせてもらいましょう」

　彼女らの名前そのもののような、血の雨が飛び散るなか。

「まずは、横取りされたあたしらの宝──奪とり戻もどさせてもらいましょうか！」

　忠義の溢れた宣言を、皇居の闇に響き渡わたらせる。
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　双子の陽動は成功し、さくらと『モモ』は難なく皇居に侵入できた。

　正門から離はなれた位置まで廻まわりこみ、壁かべをさくらが血刀で切断して刳くり抜ぬき、そこから忍びこんだのである。

　ほとんどのものが正門のほうへ向かったのだろう、建物の内部はしんと静まりかえっている。偏へん執しつ的に入り組んだ大おお阪さか城と比べて皇居のなかはごくふつうで、長い板張りの廊ろう下かが延々とつづいている。権けん威いが失しつ墜ついし零れい落らくした皇室だ、ほとんどの部屋は使われていないらしく、家財道具も売り払われたのかほとんど置かれていない。

　がらんどうで、空くう虚きよだ。

　それを何となく寂さびしく思いながらも、あまり時間をかけていられない──手早くいくつもの部屋を捜そう索さくする。急がなければ、囚われの『吸血姫』が余所へ移送されてしまう可能性もある。そうなれば、すべてが無む駄だ骨ぼねである。

『モモ』とふたり、曲がり角ごとに互いに背中あわせになって、互いの視界を補いあう。自然と訓練もせずに共同作業ができるのは、血の繫つながりゆえにか──不思議な一体感もある。抱だきしめられているようですらある。ただの感傷だろうけれど。

　得体のしれぬ感情が胸のなかに渦うず巻まくのを、振り払うように、さくらは『モモ』を睨にらむようにしながら。

「足を引っぱらないでくださいね」

「こちらの台詞せりふですわ──子こ猫ねこちゃん♪」

　何だかむしろ嬉うれしそうに応こたえると、気安くさくらの頭を撫なでてくる。

　実に、やりにくい。

「そう複雑な構造ではありませんわね、皇居は間取りなどを秘密にしているのでどこに何があるかわかりませんけど──少女ひとりを監かん禁きんするのは難事です、おそらく地下に宝物庫、あるいは座ざ敷しき牢ろうみたいなものがあるはずですわ。そこを目指しましょう」

『モモ』は匂においを嗅かぐような仕草をして。

「おそらく、この廊下の最果てでしょう。……血のにおいがしますわ」

　慎しん重ちように、『モモ』が先導して進む。やはりこういう潜せん入にゆう工作のようなことは、暗殺者である彼女のほうが手慣れている。

　頼もしい、とすこし思ってしまう自分が何だか居い心地ごこちが悪くて、さくらは首をふる。

　彼女は敵だ。いまは一時的に共きよう闘とうしているだけにすぎない。たとえ姉でも。

　思いながらも進むと、見るからに立派な、華か美びな装そう飾しよくの施ほどこされた襖ふすまで区切られた部屋に辿たどりつく。おそらく、襖の向こうは大広間だ。

　皇居のものも『吸血姫』を誘ゆう拐かいした負い目がある、追っ手が彼女を取り戻しにくる可能性も考こう慮りよしていたはずだ──正門前で騒さわぎがあった、襲しゆう撃げき者があったことにはもう気づいてもいるだろう。

　広い空間で待ち伏ぶせし、すべての兵力をそこに結集して迎むかえ撃うつ。

　当然、そうするはずである──ならば、ここが決戦の地だ。

　さくらは刀の柄つかに手を置き、臨戦態勢になる。

『モモ』と視線を交かわしあい、襖を開いた。




「にゃ～ん♪　にゃにゃ～ん♪　愛と正義でにゃにゃにゃにゃ～ん♪」




　そして予想外の光景を、目もく撃げきする。思っていたとおり、襖の奥は広間であった。敷しきつめられた上質の畳たたみ。金きん箔ぱくも鮮あざやかな柱や屛びよう風ぶ。神かみ棚だな──高貴にして風ふう雅がな、和室だ。

　その真ん中で、靴くつすら脱ぬがずに、ひとりの少女が遊んでいる。

　玉遊びをしている──蹴しゆう球きゆうの練習でもしているみたいに、ちいさな球体を足で膝ひざで、肩かたで頭でぽんぽんと跳はねさせて。手て鞠まりを楽しむ幼児そのものに。彼女が動くたびに長い薄うす緑みどり色の髪かみの毛が軽かろやかに跳ね、まとう『大奥』の制服の腰巻きスカートも羽ばたくように揺ゆれる。

　さくらは啞あ然ぜんとして、その見覚えのある少女の名前を呼んだ。

「え……？　か、『鎌かま切きり』さん──？」

　それはどこから見ても、『大奥』序列二位にして『執しつ行こう部ぶ』部長『鎌切』である。

　どうして、ここに──？

　そういえば、城下町の銭湯にはいた。『大奥』の外にでていたのだ、けれどなぜ京都に？　皇居に？　『吸血姫』が囚とらわれた、この戦場と化した場所に？

　秀影などから連れん絡らくがあって、さくらたちに協力するために駆かけつけてくれた──とか？　ならば途と中ちゆうで合流すればよかったのに、なぜ先回りして、こんなところで遊んでいる？

　そういえば、『吸血姫』が誘拐されたのも、『鎌切』と遭そう遇ぐうした銭湯である。『鎌切』は、その現場にいたのだ。いくら『鎌切』がちょっと変わっているとはいっても、目の前で凶きよう行こうが為なされているのを見過ごしたりするだろうか？

　彼女は刑けい罰ばつ執しつ行こう人、法の守護者なのに。

　否いな、もしかしたら……。

　さくらは、最悪の想像に行きついた。

　もしも『鎌切』が、『吸血姫』を誘拐した下手人だったとしたら──。

「さくら!!」

　思考の渦うずに沈しずんでいたその瞬間、『モモ』が横からいきなりさくらを突き飛ばしてきた。身体ごと、押し倒すようにして。咄とつ嗟さだったので受け身もとれず、さくらは頭を強したたかに床ゆかにぶつける。

「何を──」

　するんですか、と怒ど鳴なりつけようとして、絶句する。

「うっ……ぐうっ──」

　身を起こしたさくらの横で、『モモ』が蹲うずくまったまま動かない。いつも余よ裕ゆうぶっていた彼女らしからぬ、苦悶の表情。見ると肩かた口ぐちからお腹なかにかけて、まるで鋭えい利りな刃は物もので袈け裟さ懸がけに斬きりつけられたような、深手を負っていた。

　旧ふるい『大奥』の制服に血がにじみ、跪ひざまずいた『モモ』の真下に血ち溜だまりが広がる。肉を骨を断たたれ、内臓すらも零こぼれそうな重傷である。

「も、『モモ』さん!?」

　さくらは血の気を失い、狼狽うろたえる。何が起きた？　理解できない！

「にゃひひっ♪」

　可愛かわいらしい笑い声に、さくらは顔をあげる。見ると、『鎌切』が爪つま先さきで球体を支えたまま、こちらに向かって両手を向けている。彼女が攻こう撃げきした？　どうやって？

「うまく避よけたもん、でも二度目はないからね──」

『鎌切』は自ら輝かがやくような瞳ひとみで、こちらを見み据すえて。

「ここはもう、『鎌切』の狩り場だもん♪」

　やはり──『鎌切』が攻撃を仕し掛かけてきたのか。同じ『大奥』の仲間なのに、どうして？　さくらは状じよう況きようがまるで理解できず、『モモ』に寄り添そってその傷口を見る。どう考えても致ち命めい傷しようだが、彼女は首を飛ばされても生きていた不死身だ。

　とはいえ痛くないわけではないのだろう、『モモ』は脂あぶら汗あせを浮うかべ、動けずにいる。

　けれど不敵に笑うと。

「安心して、この程度では死にませんわ──それより、目の前の相手に集中なさい」

　諭さとすように言って、『鎌切』を忌いま々いましそうに睨んだ。

「あの子供、何なんですの？　『大奥』の制服ってことは──あなたのお仲間？」

「ええ、そのはずなんですが──」

　仲間だと断定できずに、さくらは戸と惑まどったまま。

『モモ』は傷口を手で押さえたまま、小刀ナイフを握にぎり直して何とか立ちあがる。切り裂かれた腹が猛もう烈れつに蠢うごめき、自己再生を始めているが、一いつ瞬しゆんで全回復とはいかないのだろう。

「さすが『大奥』は層が厚い──あんな得体の知れないのが、いたなんてね。何をされたのかすら、わかりませんでしたわ。わたくしが『大奥』に潜入したとき、あいつとぶつかっていたら、不覚をとっていたかもしれませんわね」

　警けい戒かいしながら『モモ』も戦せん闘とう態勢になる。だがすでに重傷だ、本来ならば死んでいる──初手で、『モモ』が戦力外にされたに等しい。

『大奥』序列二位、冷れい酷こく無情な処しよ刑けい人──『鎌切』は、想像以上の強つわ者ものらしかった。

「んん～、あれあれあれっ？」

　くちびるに指を添えて、『鎌切』は不思議そうにする。

「その見た目──あぁ、あんたが『蛍ほたる』ちゃんと戦ったっていう『黒船』のやつ？　『モモ』だっけ？　何でこんなとこにいんの～？」

　吞のん気きともいえる態度で、小首を傾かしげている。

『吸血姫』の純じゆん粋すいさとはまた異なる、感情が欠落したような、昆こん虫ちゆうじみた無む邪じや気きさだ。

「ごめんねごめんねごめんねっ、間ま違ちがえて斬っちゃった──今回は、あんたの処刑は任務外なんだもんっ。邪じや魔まさえしなければこれ以上は攻撃しないから、引っこんでて？」

「『鎌切』さん！」

　さくらはもしや『鎌切』はこちらが『大奥』の仲間だと気づいていないのではないか、という淡あわい期待を抱いだいて、外がい套とうを脱ぎ、顔を隠かくしていたほっかむりなどを取り払はらった。

　桜色の髪の毛が解放されて、素す顔がおも露あらわになる。

「わたしです、『百手姫』です──な、何か誤解があるみたいです。攻撃をやめてくださいっ、わたしたちは……」

　必死に呼びかけたが、『鎌切』はこちらの顔を見ても表情を変えなかった。

　むしろ嬉しそうに、「にゃひひっ♪」と笑い声をあげると。

「あぁ、やっぱりそっちが『百手姫』ちゃんだもん──『モモ』ってひと、気配が似てるから間違えちゃったもんっ。そこ動かないでね、『百手姫』ちゃん。また狙ねらいがずれちゃうから。『鎌切』の能力、けっこう疲つかれるから連発したくないんだもん？」

「だめです、さくら──逃にげなさい。あの子は、何だかおかしいですわ」

　身体からだを切り裂さかれたことで内臓を痛めたのだろう、血混じりの声で、『モモ』が必死にそう言った。その震ふるえる指先が、『鎌切』が先ほどから弄もてあそんでいる球体を示す。

　さくらは薄うす暗ぐらいなか、目を凝こらして確かく認にんし──ぎくりと硬こう直ちよくした。

　それは人間の生首だった。

　子供の球遊び、などではなかった。

　どうやらその生首は、女のものである。両目のあたりをぐるぐると包帯で巻かれていて、髪の毛は結ゆいあげられている。さくらは、秀影の寝しん室しつでその女の写真が飾かざられているのを見た覚えがあった。たしか──。

「豊臣幕府内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』頭領、『冥土鳥』」

　秀影によると、今回の事件のすべてを裏から手を引き、操あやつっていた黒幕じみた女だ。なぜその女の生首を、『鎌切』が？　彼女が、『冥土鳥』を殺した……？　倒とう幕ばく運動を扇せん動どうし幕府に敵対した『冥土鳥』を、罪人として『鎌切』が処刑した──とか？

「ん～ん」

『鎌切』が視線に気づいて、『冥土鳥』の生首を両手で持ちあげた。

「これは、ただの木偶でくだもん」

　どういう意味だろう？

「あのひとはねぇ、こういう端たん末まつをあちこちに配置してるんだもん。これはただの泥どろ人形だもん、ほら血もでないでしょ？」

　生首の髪を摑つかんで、見て見て、と無邪気に晒さらしてくる。

　そうか、とさくらは理解する。

　秀影の話では、そもそもの事件の発ほつ端たん──『大奥』の序列上位者惨ざん殺さつも、『冥土鳥』の自作自演だったという。

　彼女は様々な立場をとり、姿を変えてあちこちで暗あん躍やくしていた。

『川かわ蟬せみ』も『冥土鳥』のひとつの姿だったというなら、『靫うつぼ』のほうもそうだった可能性は高い。

　殺害されたとされる少女──『靫』の能力は、物質を半液体ゲル状にして再構築し、粘ねん土どのようにいろんなかたちに組み替かえることだという。

　その能力を用いれば、たとえば顔や肉体を改変して姿を変えたり、屍し体たいをつくったりできる。この『冥土鳥』の生首も、その能力でつくった──まさに木偶人形なのだろう。

「こういうのをね、いろんなところに仕込んで──どこの組織にも潜もぐりこませて、裏からこの世界を操ってる。この『冥土鳥』って端末はもう要いらないからって、処分しておくように言われたんだもん♪」

　言われた。命じられた。いったい誰だれに──？

『大奥』序列二位の『鎌切』に命令をくだせる存在は数が限られている。将軍か、あるいはそれに準ずる高位のものだ──。

　そのなかにひとり、いまだ正体不明の──さくらがまだ顔も見たことのない、けして姿を見せず、姑こ息そくな陰いん謀ぼうを巡めぐらせるものがいなかったか。

　黒幕のようだった『冥土鳥』すら指先、単なる端末として用いて、すべての糸をひいている諸悪の根源。それは、まさか……。

　さくらの脳のう裏りに、ひとつの名前が暗雲のように膨ふくれあがっていく。

『大奥』序列一位──『蠅王べるぜぶる』。

　策を巡らせ、正体を摑ませずに、暗躍する『大奥』の亡ぼう霊れい。

　彼女がもしも黒幕ならば──それは、『大奥』上層部が敵に回ったということだ。

　どこまでが策で、罠わなで、陰謀だったのだろうか。

　すべてが『蠅王』の計略だとしたら、その目的は何なのか。『冥土鳥』を端末にして彼女が進めていたのは『吸血姫』の立場を悪用した倒幕運動だ、だが『蠅王』は幕府の──『大奥』の重じゆう鎮ちんである、それは自殺行こう為いではないのか。

『蠅王』が犯人ではない？　だが他ほかに疑わしい存在はいない──『鎌切』は上位者に従う、秀影がさくらを害する行為を命じるわけがない、信じている、ならば序列一位『蠅王』しかいないではないか。

　深く考えている余裕はない、『蠅王』が黒幕だと仮定する。だとしたら『鎌切』をここでぶつけてきたのは、この機会に秀影に愛されたり何かと目め障ざわりなさくらを始末することなのか……。

　もしその意図が覆くつがえされ、さくらが生きのびようとも、こうしてさくらが『鎌切』の相手をし『吸血姫』を救出するため行動している間──『大奥』は、無防備になる。

　居残った『蛍』や『女じよ王おう蜂ばち』の身が危ない。

　無事にさくらが『吸血姫』を救いだし帰参しても、そのときにはもう『大奥』は『蠅王』によって掌しよう握あくされている可能性がある。

　さくらは、帰る場所を失ってしまう。

『蠅王』は『絲妃あらくね』と同じ陰謀を巡らせる性質タイプ、だと思っていたが──やや異なる。

『絲妃』は『大奥』の内部に己おのれの巣をつくり、暴力で支配し、そこで君臨した。

　だが『蠅王』はいくつもの端末を用い、『大奥』の外側ですら飛び回り、腐ふ臭しゆうにたかってねぶる──そして悪意によって日本全土を汚お染せんしていく。

　その真意は何なのか、さくらは考えるのも恐おそろしかった。

「ていうか、さっきから態度が偉えらそうだもん？」

　こちらの推測が明確なかたちを結ぶのを待たずに、『鎌切』がくちびるを尖とがらせる。

　彼女は『蠅王』の命令に従い、送りこまれた刺し客かくだ。

　さくらには戦う理由などない、ゆえに引け腰ごしで、いまだ心構えすらできない。

　だが『鎌切』は冷れい徹てつで、こちらを見み逃のがす気もないようだ。

「『百手姫』ちゃんは序列四位でしょ、二位の『鎌切』には黙だまって従うもん──疑問を抱かず、唯い々い諾だく々だくとね？　それが規則ルールでしょ？」

　おまえの罪を数えてやる、というように指を折りながら。

「下っ端ぱは下っ端らしくおとなしくしてればいいのにさ──規則ルール破りの連発だもん、嫌いやになっちゃうもん。皇居へ不法侵しん入にゆうし、武装し騒さわぎを起こし、掟おきて破りの行動ばっかし。ただでさえ将軍暗殺を企くわだてた重罪人なのに、さらに悪事を重ねるもん？」

　法ほう廷ていを司つかさどる裁判長のように、可愛かわいらしい顔を厳げん粛しゆくにして。

「ねぇ、馬ば鹿かで愚おろかな『百手姫』ちゃんに、この世の原則を教えてあげるもん──『鎌切』が、何度でも。忘れないように、刻みつけてあげるもん」

　指を、地じ獄ごくに堕おちろ、とばかりに下に向けて。

「下は──」

　犯してやるフアツク、とばかりに上へ向けて。

「上に──」

　その指先で、首切りの仕草をした。

「──従うもんっ♪」

　その小こ柄がらな身体に、『大奥』の愁しゆう嘆たん場ばをくぐりぬけてきたさくらすら息を吞のむような、おぞましい殺意が渦うず巻まく。

　ただ向きあっているだけで、心臓を鷲わしづかみにされたように、恐ろしい。

　だが、まだ理解が追いつかない。なぜ『鎌切』は自分を罵ののしり、まるで敵を見るように──彼女の目的は何だ？　彼女に何かを命じたという黒幕は誰だ？

「お、落ちついて──『鎌切』さん、話を聞いてください」

　せめて時間を稼かせぎたくて、悲痛に訴うつたえたが、『鎌切』は素っ気ない。

「嫌だもん」

　その声は、さくらの真上から聞こえた。

『鎌切』が上でさくらが下、そんな序列をあえて表現するみたいに──。

　目を逸そらしてもいないのに、いつの間にか目の前から『鎌切』の姿がかき消えていた。銭湯でも同じだった、気配なく、瞬しゆん間かん移動でもしたようだ。

　いつの間にか。

『鎌切』はさくらの頭頂部に手をつき逆立ちになって、こちらを見下ろしている。

　中身がすかすかの昆虫のように、体重を感じない。

「──じゃ、もういいよね？　処分しちゃうから、神さまとかに祈いのるといいもん？」

　わずかな感情すらも含ふくまれていない声で、処刑人がそう言った。
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　さくらが反応できたのは、奇き跡せきだった。

　あるいは、経験だった。

　さくらに戦いかたを教えてくれた師し匠しようである『銀ぎん狼ろう』が──訓練中に、よく同じような真似まねをしていたのだ。己の質量を、体重を操作できる彼女はよく自分をかぎりなく軽くし、こちらの頭のうえなどに重みを感じさせずに立った。

　真上、というのは人体の盲もう点てんなのである。

　そこを制されれば、あとは煮にるなり焼くなり好き放題にされる。己の身をかぎりなく低くし戦うさくらは、真上から攻こう撃げきされる機会が多い。ゆえにこそ、『銀狼』はその状じよう況きようを見み越こして上方向への備えを徹てつ底ていさせてくれていたのだ。

　さくらは動どう揺ようせずに素す早ばやく身をかわして──全身で真横に跳とんだ。振ふり落とされた『鎌切』がくるくる回転しながら着地し、やや驚おどろいたような顔をする。

「おお、さすがは『大奥』で名高い百ひやく戦せん錬れん磨まの『百手姫』──よく反応したもんっ♪」

　言いながら、またその姿がかき消えて、広間の真ん中に移動している。

　速すぎる。見えない。何かの能力を用いているのだろうか──。

　思案しながらも、さくらは覚かく悟ごを決めて血刀を抜ぬいた。何はともあれ、襲おそってくるなら抵てい抗こうしなくてはいけない。ここで死ぬわけにはいかないのだ、まだ道半ばなのだから。

　すぐ横で、『モモ』もふらつきながら小刀ナイフを構える。その太ふと股ももにはいまだ血が伝っている。二対一の構図だが──安心はできない。先ほどだって運良く回かい避ひできたが、もう数瞬しゆん、反応が遅おくれたら殺やられていた。

「もうちょい、気合いれちゃおっかな──面めん倒どうだもんっ、でも仕方ないもんっ」

　ぶつぶつ言いながら、『鎌切』がこちらを見み据すえている。

　さくらは、彼女を誤解していた。無む邪じや気きな子供だと思っていた。それは一面の真実ではあっただろうが、無む垢くで純じゆん粋すいということは──昆こん虫ちゆうや、機械ロボツトのような心をもつ、彼女の異名どおりの冷れい酷こく無情な処しよ刑けい人であるということだ。

　彼女は規則ルールを遵じゆん守しゆし、そこに私情を挟はさまない。

　上位者──おそらく『蠅王』に命じられたから、さくらを殺す。そこに何の疑問も抱いだかない。一いつ切さいの感かん慨がいもなく、呼吸のように任務を果たすだろう。

　説得は通じない、彼女に慈じ悲ひはない──それでも、さくらには戦う理由がない。

「『鎌切』さん、見逃してはくれませんか？」

　だから徒労でも、言葉を尽つくす努力を放ほう棄きしない。

「わたしは、ただ──お友達を、助けたいだけなんです」

　友達と呼んだ。まだ、面と向かって『吸血姫』にそう言ったことはなかった。何度も望まれたのに。畏おそれ多いと遠えん慮りよして……。

　でも、もし『吸血姫』を救いだせなければ、永遠に彼女をそう呼ぶ機会は失われる。

「ん～、そんなこと言われても困るもん？」

『鎌切』は応こたえてくれるが、そこに対話は成立していない。

　彼女は何も感じていない。

「『鎌切』は役目を果たすだけだもん。『大奥』の生徒は将軍さまの所有物、きらきらした宝物──モノだもん、武器や防具が勝手に考えるもん？　もしそんなモノがあるとしたら、それは壊こわれてるんだもん。故障したモノは廃はい棄き処分だもん？」

「さくら、対話は諦あきらめなさい──何を言っても無む駄だですわ」

　いまだ苦しげに咳せきこんだまま、『モモ』がぼやいた。

「こいつは、『黒船』の連中に似てますわ。己の判断を放棄し、ひたすら上位者に従うだけの機械ロボツトと同じです」

　語りながら、さくらが戦わないなら自分が──とばかりに、『モモ』が両手に握にぎりしめた血色の小刀ナイフをふるう。その刀身が、鞭むちのようにしなって伸のびる。地下監かん獄ごくでも見たとおり、『モモ』の小刀ナイフは見た目とは裏腹に弓矢や銃じゆうと同じ間合いをもつ。

　彼女なら、遠えん距きよ離りから不可視の斬ざん撃げきを放った『鎌切』とも、勝負になるか──。

「ふあぁ」

『鎌切』はあろうことか、欠伸あくびをした。

「もうこんな夜よ更ふけだし、良い子はおねむの時間だもん──だから、もういいもん？　罪人の最後の懺ざん悔げを聞いてあげるのも処刑人の職務だけど、それもお終しまいだもん？」

　その姿がまたかき消える。

　誰だれもいなくなった虚こ空くうを、『モモ』の小刀ナイフが抉えぐる。

　どこに移動した……？

「それじゃあ、あらためて宣言するもん──『大奥』序列二位『鎌切』が、罪人『百手姫』および外敵『黒船』所属の『モモ』を、処刑するもん」

　瞬間的に広間の隅すみっこ、さくらたちから遠く離はなれた位置に忽こつ然ぜんと出現した『鎌切』が、不気味な構えを見せた。

　両りよう腕うでを、思いっきり広げたのだ。

　抱ほう擁ようを求める幼子のようにも見えるが──それよりも、何か目に見えない長なが柄えの武器、たとえば大鎌などを握りしめているようであった。

　だが武器がその手にない以上、己の身体からだを晒さらしたその構えは無防備そのものだ。『モモ』が馬鹿にされていると思ったのか、しゃにむに小刀ナイフを繰くりだしていく。

　だが、その血色の凶きよう器きが『鎌切』に到とう達たつする寸前──。

「う～ん、しょっ☆」

　やはり不可視の武器を握りしめているように、『鎌切』は全身でおおきく仰のけ反って──豪ごう快かいに、何かを振りおろすような仕草をした。

　瞬間、『鎌切』に迫せまっていた小刀ナイフが野菜のように輪切りにされた。

「………!?」

『モモ』が愕がく然ぜんとする。

　当然だろう、さくらも理解できない。

　現在の『大奥』では最強の破は壊かい力をもつあの『蛍』の必殺技わざすら受けとめた彼女の小刀ナイフは、かなりの強度のはずだ。それが一いつ瞬しゆんで細切れにされ、砕くだけた宝石のように散らばった。見えない何かで切り刻まれたのだ。

　だが驚いている場合ではない、『鎌切』は遠心力を利用するように──ぐるん、ぐるん、と回転している。長い薄うす緑みどり色の髪かみが、彼女にあわせて舞まい踊おどる。

「にゃひひひっ♪　ぐるん、ぐるぅん、ぐるぅうん──っぱ☆」

　気の抜けるような声とともに、『鎌切』が再び何かを振るうような仕草をする。

　同時に、先ほどの傷をなぞるように、『モモ』の豊かな胸むな元もとが引き裂さかれた。今度は、より深刻な痛手である。派手に鮮せん血けつが迸ほとばしり、ほとんど身体が真っぷたつになっている。

「『モモ』さん!?」

　さくらが慌あわてて呼びかけたが、『モモ』も何が起きたのかわからないのか──目を見開き、声もだせずにその場に倒たおれ伏ふした。

　いかな不死身とはいえど──今度こそ、再起不能だろう。

　さくらは慄りつ然ぜんとする。

『モモ』はけして弱くない、地下監獄では手加減したうえでさくらと『蛍』のふたりを相手取って譲ゆずらなかった。実力でいえば、さくらと同等かそれ以上──なのに、『鎌切』には何もできずにあっさりと倒された。

「まずは一匹ぴき、快調快調快調っ♪」

　声は真後ろから聞こえた。斬きられた『モモ』に視線を向けているうちに、またも瞬間移動していたのだ。やはり気配がまったく感知できない、その動きが把は握あくできない──。

　だが、瞬間移動は初見ではない。『鎌切』がいつどこから出現してもいいよう、さくらは身構えていた。それが功を奏して、即そく座ざに反応できた。

　抜いていた血刀を振り向きざまに一いつ閃せん──だが小柄な『鎌切』の身体を捉とらえられず、空を切る。それでも停止せずに、さくらは連続で攻せめたてる。

　腰こしに差した鞘さやから血刀を抜き、二刀流で仕し掛かけた。ほとんど、がむしゃらに。横よこ薙なぎ、袈け裟さ懸がけ、面打ち胴どう打ち、突つき──。敵が近づいてきた今が好機なのだ、距きよ離りを離されたら例の見えない斬撃で刻み殺される。

　けれど──。

「剣けん筋すじが乱れてるもんっ、焦あせりすぎっ、迷いすぎっ♪」

　ふわりふわりと踊るように、『鎌切』がこちらの死にものぐるいの攻撃をかわしている。噓うそみたいな光景だった。この至近距離で、まるで当たらない。『鎌切』が完かん璧ぺきにこちらの手筋を読み切り、回避している──ようですらない。

　彼女は後ろ手になって、お散歩でもしているように刃やいばの嵐あらしのなかで足あし踏ぶみをしているだけだ。上体を揺ゆすり、こちらの斬撃を的確に逸らして。

　その動きはどう見ても達人のそれではなく、むしろド素人しろうとのようだった。

「同じ『大奥』の生徒どうしで殺しあうのが後ろめたい？　どうして？　『大奥』ってずっとそういう場所だったでしょ？　強ければ偉えらくなる、偉いひとにみんな従う、『絲妃』ちゃんがつくった規則ルールは弱肉強食の──すごく、わかりやすい規則ルールだったもん？　何でみんなそれを嫌いやがるのかなぁ、『鎌切』にはよくわかんないもんっ？」

　口調すらも、世間話のそれだ。

　完全に侮あなどられている──否いな、それ以前である。敵とすら思われていない。彼女は処刑人として、無力な罪人をただ処理するだけなのだ。戦ってすらいない、作業だ。

　そんな『鎌切』の態度に、苛いら立だつよりも恐きよう怖ふをおぼえるが──。

　さくらは経験則で、察する。『鎌切』のこの回避行動は『銀狼』のそれに似ている。先ほどの動きもそうだった、『銀狼』のように体重を軽くしている……？　そういう能力？　でもそれでは見えない斬撃の理り屈くつがつかない──。

　ひたすら斬撃を繰りだしながら、さくらが必死で考えていると、『鎌切』がまた消えた。この瞬しゆん間かん移動も謎なぞだ。わけがわからない、人間と戦っている気がしない。

　寒気を覚えて、咄とつ嗟さに跳んだ。さくらのいた位置の床が、おおきく切り裂かれている。ものすごい威い力りよくだ。だが遠距離からの強大な破壊力、というのは『女王蜂』との対戦で慣れている。

　攻撃のきた方向から類推し、見あげると──『鎌切』は天てん井じように逆さまに立っていた。

　これは『阿あ呆ほう鳥どり』が見せた動きだ。

　さくらが過去に対戦、あるいは訓練をしてきた相手の戦法ばかりだ。『吸血姫』のようにいろんな能力を使えるのかと思ったが、ちがう。『鎌切』が似ているのは戦法であって、能力ではない。

　聞いたことがある。

『鎌切』は『大奥』で生まれ育ったのだという。

　きっと生まれたときから彼女の目の前では凄せい惨さんな殺しあいが年中行われていて、その血まみれの戦せん闘とうをごく当たり前の風景として、この歳まで成長してきたのだ。

　ゆえにこそ、彼女は『大奥』で戦いぬいてきたおおくのものたちの戦法を見るともなく見て、覚えているのだ。門前の小こ僧ぞう習わぬ経きようを読む。彼女は『大奥』で生まれ育ち、『大奥』での戦闘に慣れ親しんだ、殺しあいを平常とした純粋戦士なのだ。

　彼女にとっては『大奥』こそがふつうであり、世間一いつ般ぱんの倫りん理りや道徳こそが不可解なものなのだろう──。

「接近戦がやりたいもん？　いいよ、べつに苦手なわけじゃないもんっ♪」

　こちらの意図を読みきり、『鎌切』がひらりと落下してきて音もなく着地。

　間近から、こちらに向きあってくる。

「『大奥』じゃあ、そんなに広くない『死し聴ちよう覚かく室』で戦うのが当たり前だからね。近接戦闘ぐらいできないとやっていけないもん──せっかくだし、こないだ『蛍』ちゃんに教わったあれ、試ためしてみよっかな？」

　言いながら、『鎌切』が姿勢を変える。

　お化けが「うらめしやぁ」とするように、手刀を下に向けて身体の前面で構えたのだ。可愛かわいらしいとすらいえたが、そのまとう気き魄はくは本物である。

「武器を用いれば血が流れる、ゆえに血を不ふ浄じようとする仏門では拳けん法ぽうが栄さかえる──『蛍』ちゃんの受け売りだけどね」

　馬ば鹿かにしてるのかと思うぐらい、天てん真しん爛らん漫まんに。

「これこそ『蛍』ちゃんと『鎌切』の愛の結けつ晶しよう──執しつ行こう奥おう義ぎ☆蟷とう螂ろう拳けんだもんっ！」

　隙すきだらけに見えたので、彼女が語っているうちにさくらは血刀を突きだした。だがかるく首を傾かしげただけで『鎌切』はそれを避さけ、思いっきり踏ふみこんでくる。

　言葉どおり近接戦闘を行うようだ。

「ちょいやっ！」

　その手刀が、さくらの首を狙ねらって薙ながれる。寒気をおぼえて身を屈かがめてかわすと、鋭えい利りな鋏はさみを当てたように桜色の髪の毛が切断される。ものすごい切れ味だ、日本刀に等しい。何とか姿勢を立て直して刀を繰りだすが、『鎌切』にはやはり当たらない。

　両の手刀を内向きに交差させるように、あるいは抱だきつくように放ってくる。

　文字どおり、蟷螂が獲え物ものを捕ほ獲かくするように。

　彼女の指先に触ふれてはいけない、本能的にそう察して──さくらは思いっきり跳とんだ。せっかく詰つめた距離を遠ざけてまで、退いたのだ。

「ありゃ──逃にげちゃうの？　もっと『鎌切』と遊んでほしいもんっ！」

　戦いくさの極ごく意いは相手の思おも惑わくを潰つぶすことだ。近接戦闘を望むなら、逆をやる。さくらは血刀に仕込んでいた種子を生育させ、遠えん距きよ離り戦に切りかえる。

　無数の蔦つた植物が、『鎌切』を狙って伸のびていく。

「にゃひひっ♪」

　だが不可思議トリツキーに動く『鎌切』を捉えられない。彼女はくるくると踊るようにこちらの攻こう撃げきを避け、瞬間移動──消えてはあらぬ場所に出現する。壁かべを天井を足場にし、異様に長く跳ちよう躍やくし、宙を歩いているようですらあった。

　立体的なその動きに狙いを定められず、さくらは歯は嚙がみする。

　この広間全体を吹ふき飛ばすような、『赫あか竜とんぼ』や『蛍』のような強大な破壊力をぶつけられたらどうにかなるかもしれないが──さくらに、そこまでの威力のある技わざはない。翻ほん弄ろうされ、判断に迷った一瞬の隙をついて、『鎌切』がその場で回転。

　両腕を、異様に広げる、『モモ』を一いち撃げきで屠ほふったあの構えになって。

「あちょ！」

　豪快に振ふるった。

　さくらは敵の攻撃が見えないので見当をつけて避けるしかない、思いっきり跳躍したが──その途と中ちゆうで、体勢を崩くずして無様に頭から床ゆかに落ちる。当てられた……？　不可視の攻撃を完璧にかわしつづけるのは無理だ、だが痛みはなかった。

　確かく認にんのため素す早ばやく己おのれの身体からだを見て、さくらは愕然とする。

　右足が斬り飛ばされていた。

　やはり避けきれなかったのだ、痛みがなかったので気づかなかった──義ぎ肢しは鋭利な切り口を晒さらして床に転がり、子供が戯たわむれに引きちぎったお人形の足みたいだ。

　機動力を絶たれた。

　苔こけを生育させて身体を運ばせよう──と瞬しゆん時じに判断し、血刀を床に突き立てようとしたが遅おそい。さくらの一瞬の動どう揺ようを見み逃のがさずに、『鎌切』が大たい砲ほうみたいに突とつ進しんしてきていた。

　そのまま全身でさくらに抱きついて、その太ふと股ももでさくらの頭を挟はさみこむように確保すると──『鎌切』は空中でありえぬ回転をして、さくらを足で投げた。

『鎌切』のちいさな身体のどこにこんな怪かい力りきが秘ひめられていたのか、さくらは信じがたい勢いで吹っ飛び、壁に全身を叩たたきつけられる。皇居が震しん撼かんする。内臓を痛め血ち反吐へどを口から噴ふいて、さくらは一瞬だが──失神した。

　白目を剝むき、口から血とよだれを零こぼして、脱だつ力りよくする。

　激しい衝しよう撃げきに昏こん倒とうしたさくらの正面に、『鎌切』が出現する。そして何を思ったのか、さくらの胸むなぐらを摑つかみ、思いっきりその頰ほおを平手で打った。何度も何度も。さくらの首が左右にちぎれるほど揺れ、止とどめとばかりに『鎌切』が身を乗りだして──。

　ちゅっ♪　とほっぺたに接吻キスをしてきた。

「起きて起きて起きて、先に眠ねむっちゃつまんないもんっ──もう遊んでくんないなら、終わりにしちゃうもん？　それでいいの？　死んじゃうけど、いいの～？」

　さくらは返事もできない。『鎌切』に叩かれて強ごう引いんに目が醒さめていたが、脳が揺れて目眩めまいがし身体が思うように動かない。右足も失った、さくらは壁にめりこんだまま呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　手も足もでない。

　何て表現だ、と自じ嘲ちようすることもできない。

「んじゃ、跪ひざまずいて──頭をだして、動かないでね？」

　見ると『鎌切』はいつの間にかまた移動しており、さくらの正面──かなり離はなれた位置で両手を広げていた。必殺の構えだ、また不可視の斬ざん撃げきがくる。

「処しよ刑けいを執行するもん。じょうずに、頭を落としたげるからねっ♪」

　明確な死し刑けい宣告に、悪態をつくこともできない。

　抵てい抗こうもできない。

　まるで歯が立たない──序列二位『鎌切』、まさかこれほどの力量とは。

　だが思いかえしてみれば『百手姫』が正面から、一対一で公正に闘たたかって勝利したことがあるのは、かつて序列十位だった『女王蜂』が最高位だった。

　血まみれの、女たちの戦国を生き抜ぬいてきたほんとうの強つわ者もの──『大奥』序列上位者とは、絶望的な戦力差があるはずだった。

　その途と方ほうもない実力に触れて、さくらの心に絶望がにじんでくる。

『鎌切』の見えない斬撃は当たればほぼ即そく死し。こちらの攻撃はふわりふわりと避けられる。瞬間移動によって狙いすらつけられない。一方的に嬲なぶられ、近きん距きよ離りも遠距離も太刀たち打うちできない。

　強すぎる。

　勝てない。

　けれど──。

「『強すぎる』のも、『勝てない』のも、初めてじゃない……」

　さくらは血の味を感じながらも、声をだした。

　己の言葉に、鼓こ舞ぶされる。

　思えば喧けん嘩かの仕方など何も知らなかったさくらが放ほうりこまれた『大奥』では、ずっとそんな戦いばかりをつづけてきた。絶対に勝てない相手。そう言われるような怪かい物ぶつたちとばかりぶつかってきた。負けたこともある。涙なみだを吞のんだことも。死にかけたこともだ。

　だが立ち塞ふさがる難敵をくだし、困難を突とつ破ぱして、ここまできたのだ。

　──苦しみを痛みを刀にして、愛のために戦ってきた。

　かつて『吸血姫』が憧あこがれをこめてそう言ってくれた自分の生き様を、思いだす。

　さくらの瞳ひとみに怪かい気き炎えんが宿る。

　血にまみれて戦って、己が穢けがれていないとは思わない。愛は言い訳にならない。己の魂たましいはすでに根本まで腐くさり果て、悪あく臭しゆうを放っている。だが、それでもまだ生きている。非道な真似まねをしてでも、泥どろ水みずを啜すすってでも生きのびてきた。

　叶かなえたい夢があるから。愛いとしいひとと生きていくために。

　さくらは『大奥』で生きる少女としての己を、反はん芻すうした。戦う理由がない。もう誰だれも殺したくない。そんな甘えた寝ね言ごとは忘れ、ひとふりの刃やいばとなる。平和惚ぼけしていた、あまりにも幸せで忘れていた、けれど痛めつけられ義肢を失い──さくらの心を憎ぞう悪おに染めた原風景、焼き滅ほろぼされた故郷に転がっていたあのころを想起して。

　覚かく悟ごを固める。

『鎌切』に勝つ方法を、ひとつだけ思いついた。

　それを為なすために、さくらは再び修しゆ羅ら道どうに堕おちる。

「あれあれあれ、やる気になってくれたもんっ？」

　さくらの豹ひよう変へんに気づき、けれど『鎌切』は興味なさそうに言った。

「でも何をしようが無む駄だだもん──『百手姫』ちゃんは、『鎌切』に勝てないもん。おとなしく抵抗せずにいてくれたら、さくっと処刑してあげるもん？」

　その言葉を待たずに、さくらは床に転がっていた血刀を握にぎりしめ、素早く床に突つき立てる。苔を生育させ、身体を運ばせる。『モモ』が倒たおれているあたり、この広間の入口までいちど後退した。

「あれ、と思ったら逃げるもん？」

　小首を傾げる『鎌切』は見ない、どうせ瞬しゆん間かん移動して捉とらえられない──気が散るだけだ、さくらは捨て鉢ばちになって血刀を握ると、宙に放り投げた。

　ぐるぐる回転しながら、血刀はそこに仕込まれた種子の能力を発揮する。

「──珍ちん種しゆ、落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサー」

　重火器を乱射する『女王蜂』に対たい抗こうするため、さくらが育てた特とく殊しゆな植物だ。珍種は身体の栄養をおおく消しよう耗もうする、できれば使用したくない奥の手だった。

　回転する血刀の周囲に、小規模な爆ばく発はつが生じる。破は壊かい力のあるものではない、花火のようなものだ。だがその小爆発の周囲で、海月くらげのように、衝撃を吸収する特殊なふわふわが漂ただよい始める。

　これが珍種落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサー。敵の視界を塞ふさぐとともに銃じゆう弾だんを防ぎ、衝撃で分ぶん裂れつし無限に増ぞう殖しよくする奇き妙みような植物だ。主に目め眩くらましと防ぼう御ぎよに使うものだが──。

「にゃひひっ、何これふわふわ──可愛かわいいもんっ♪」

『鎌切』は和なごやかに微笑ほほえむと、『大奥』で生まれ育った少女らしく、瞬時に理解して。

「これ、たしか『百手姫』ちゃんがたまに使う変わった植物だもんっ──たしか衝撃で増えるんだっけ、ん～？　ちょっと邪じや魔まだもんっ？」

　落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサーが視界を塞ぐので、遠距離からの狙いはつけにくくなる。『鎌切』は鬱うつ陶とうしく思ったようで、広げていた両手をいちど閉じると、胸むな元もとに手を添そえて。

「すう──」

　おおきく、吸気した。

　そして、くちびるに指先を当てる。

「邪魔だから、吹き散らしちゃうもんっ？」

　その動きは、さくらの頼たよれる仲間だった──将軍御ご前ぜん試合で壮そう絶ぜつに戦死した姉貴分、『水蛇みずち』がよくした仕草だった。やはり、『大奥』のものを見慣れている『鎌切』は、その動作に『大奥』の影えい響きようが強くでる。

　ゆえにこそ、『大奥』で戦い抜いてきたさくらには、その仕草から逆算して『鎌切』の行動がある程度は読める。

　彼女は──。

「ちゅっ♪」

『水蛇』の得意技わざ、遠距離から体液を飛ばすあの攻撃そっくりに──投げ接吻キスのような仕草をした。瞬間、部屋中を漂っていた落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサーが『鎌切』の目の前から吹き飛ばされ、開かれた窓から外にでていってしまう。

　だがその落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサーの動きから、さくらは己の推測が当たっていたことを理解しつつ──真横に跳躍していた。

　遅おくれて『鎌切』の放った破壊力がさくらの立っていた場所を、その背後の壁や襖ふすまごと貫つらぬいて崩ほう壊かいさせる。避よけられた。それも、相手の動きを完全に理解したうえでだ。

　これは、おおきな前進である。

　たとえみじめに這はいずりまわっても、前へ進む──ずっと、そうやって生きてきた。
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　さくらは片足を失いながらも、刀を杖つえにして何とか立ちあがる。

　どんな悪所にも深く根を張り、傾かたむきながらも天を目指して育つ樹木のように。

「ありゃ、意外としぶといもん──さすが『大奥』に名高い『銀ぎん狼ろう長なが屋や』の『百手姫』、ってとこだもん？」

　これまでの戦せん闘とうでひとつの傷も負っていない『鎌切』が、満まん身しん創そう痍いのさくらを眺ながめて、眠たそうに目元を擦こすったりしながら。

「それとも何か、一発逆転の秘策でも思いついたもん？」

「いいえ」

　さくらは清すが々すがしい笑え顔がおで、応こたえた。

　それは決して、勝負を諦あきらめたものの顔ではなかった。

「あなたは強すぎます、勝てませんよ──とても。ただし、わたし独りではね」

「『モモ』ってひとに期待してるもん？　さすがに身体がちぎれかけてるんだし、いくら不死身といってもしばらくは動けないもん？」

『鎌切』は『モモ』と交戦した『蛍』の上司だ、『モモ』の不死性についても報告を受けたのだろう、弁わきまえている。それを踏ふまえて、『モモ』はもはや動けないと断じている。

　彼女には期待できない、さくらが頼るのは彼女ではない──。

「立ってるだけで精せい一いつ杯ぱいって感じじゃん、だいじょうぶ？　もうやめるぅ？　『鎌切』も正直ちょっと疲つかれちゃったもん、抵抗しないなら楽に殺してあげるもん？」

「いいえ、諦めが悪いのが──わたし、ですから」

　四し肢しをもがれ、すべてを奪うばわれても再び立ちあがり、愛をこの手に摑つかむために生きのびてきた。それが自分だ。『銀狼長屋』の『百手姫』だ。厳しい師し匠しよう、『銀狼』が何度も口を酸すっぱくして教えてくれたことだ。

　命の灯ともし火びが吹ふき消えるその刹せつ那なまで、さくらは絶対に諦めない。

「それに──『鎌切』さん、『もうやめるぅ？』はこちらの台詞せりふですよ。もう、終わりにしませんか。だいたい、何の意味があるんですか。馬ば鹿かじゃないですか。わたしを倒して何になるんです、あなたは何を得られるんです？　この国に、この現代に、どんな影響があって、大義があって、わたしを殺すんですか？」

「そういうのは、偉えらいひとが考えることだもん？」

『鎌切』はまるで動どう揺ようせずに、即そく答とうした。

　思考を放ほう棄きしている。

　さくらは初めて、この子を可哀かわい想そうだと思った。

「そうですか、上位者の命令に服従し──長いものに巻かれて、そりゃ楽でしょうね。風かざ見み鶏どりみたいに、くるくるとおおきな流れに動かされて向きを変えるだけ」

　嘲ちよう笑しようではなく、これは同情であった。

「何も考えずに、ただ生きる。いいえ、ただ動いているだけ。羨うらやましいぐらいですよ──でも、それじゃ機械ロボツトです。動物です。人間の生きかたじゃありません、可哀想です」

「『百手姫』ちゃんに何がわかるもん？」

『鎌切』は無表情になる。

　誰からも笑いかけてもらえなかった、赤ん坊ぼうみたいに。

「『鎌切』はそれでいいもん、機械ロボツトでいいもん──だって、みんなの言うことを聞けば喜ばれる。規則ルールを守れば誰も文句を言わない。みんなの役に立てば褒ほめてくれる。頭を撫なでてくれるんだもんっ。不義の子、罪の子、薄うす汚ぎたない盗人ぬすつとと売女ばいたの子──『鎌切』は、そうやって生きることで居場所を見つけたんだもん！」

「だから、そんなあなただから──」

　可哀想だと言ったんです、と口にして、さくらは不意に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

　自分はいったい何をしているのだろう。

　陰いん謀ぼうを巡めぐらせた黒幕は目の前に姿を現さず、血にまみれ足を失いながら、自分はここで憐あわれな愛されなかった少女、いいやお人形と殺しあっている。大義もなく。意味もなく。命をかけて、潰つぶしあっている。

　でも、これこそが──『大奥』の少女たちが、つづけてきたことだ。無意味な闘とう争そう。意義なき流血。若い身空で命を散らしあい、いったいそこにどんな価値があったのか。

　そんな時代を終わらせた、優やさしい秀影を、さくらは肯こう定ていする。愛する。せめて、寄り添って支える。少女たちの屍し体たいが埋うまったこの国に、満開の花を咲さかせてみせる。

「最後に──」

　さくらは覚悟を決めて、ひとつの提案をした。

「電話を、かけてもいいでしょうか」

　あの激戦のなかでも運良く壊こわれていなかった携けい帯たい電でん話わを、取りだした。『鎌切』は意外な申し出だったのだろう、目を丸くする。

「へ？　何で？　まぁいいけど──死ぬ前に大事なひとに、別れの挨あい拶さつをするもん？」

　言いながらも、さすがに完全に油断してはくれない、時間制限を設ける。

「ただし、五秒だけだもん。それ以上はゆるさない。五秒経たったら、さくらちゃんの命を摘つみとる。じゃあ、いくよ──ごお」

　さくらは頷うなずき、全神経を研とぎ澄すませて携帯電話を操作する。死線のうえで、その集中力はかつてなく充じゆう実じつしていた。釦ボタンを早押しし、耳に当てる。これで相手が気づかず電話にでなかったらお終しまいだ。だが、さくらが通話相手に選んだあのひとなら──。

「よん、さぁん、にい──」

『鎌切』はおおきく両手を広げる、必殺の構えとなった。機械ロボツトのような彼女は、五秒と決めたらそれを遵じゆん守しゆする。猶ゆう予よはない。さくらは必死に作業をつづける、運良くでてくれた電話相手に、早口でこちらの要望を伝える。

　納なつ得とくしてくれ。そのためなら、何だってする。相手は戸と惑まどっているようだ。焦あせり、さくらの手のひらに汗あせがにじむ。時間がない。こちらの要望は常識外れのものだ、すんなり納得してはもらえない。だが、さくらは魂たましいをこめて何度も頼たのみこんだ。

「いぃち──」

　無情にも、そこで終しゆう了りようだった。

「ぜぇろ」

『鎌切』が思いっきり、不可視の斬ざん撃げきを放ってくる。

　だが、さくらとて漫まん然ぜんと電話をかけていたわけではない。残された片足に全力を溜ためて、思いっきり床ゆかを蹴けった。跳ちよう躍やくし、からくも『鎌切』の斬撃をかわす。さくらの髪かみの毛と切り裂さかれた肌はだから飛び散った血が、桜さくら吹ふ雪ぶきのように舞まった。

　かわせたのは運ではない、技術だ。

　対応できるようになったのだ。

　なぜなら──。

「あなたの能力は読めました」

　つづけて繰くりだされる不可視の斬撃を何とか避けながら、さくらは言い放つ。

　無表情にこちらを狩かろうとする『鎌切』を、不敵に指さして。

「端たん的てきに表現すると、風を──いいえ空気を、操あやつる能力」

　見えないわけだ。空気は鏡に映らない。それを操り武器とするなら、誰だれにも認にん識しきできない。確信を得たのは、さくらの落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサーに対する『鎌切』の反応だ。

　彼女は思いっきり息を吸いこんで、それを吹き散らしたのだ。

「おそらく、異能力が宿っている部分は肺や横おう隔かく膜まく──呼吸器でしょう。あなたは呼吸、そして声、つまり音波によって空気に干かん渉しようして操作している」

　彼女が喧やかましいぐらいお喋しやべりだったのは、そうやって声を、強い呼気を吐はきだすことで周囲の空気を操作する精度があがるからだろう。

　空気操作。

　それは強力で、応用力のある能力だ。

　大鎌を振ふるっているようなあの仕草は偽ぎ装そうである。不可視の斬撃の正体は、おそらく声によって発生した真空、それに伴ともなうカマイタチ現象だ。

　瞬しゆん間かん移動の理り屈くつも単純だ。空気を歪ゆがませれば蜃しん気き楼ろうが生じ、人間の視覚は幻げん惑わくされる。そこにいないのに、いるように錯さつ覚かくさせられる。逆に、空気を操り光の屈くつ折せつを歪めれば、『鎌切』の姿は見えなくなる。

　嗅きゆう覚かくも味覚も聴ちよう覚かくも皮ひ膚ふ感覚も、空気を遮しや断だんすれば働かなくなる。空気振しん動どうが届かなければ耳には何も聞こえない、こちらは『鎌切』の気配をまったく察知できなくなる。

　それらの作用を巧たくみに用いて、『鎌切』は瞬間移動しているように見せかけていただけなのだ。

　攻こう撃げきが当たらないのも当然だ、彼女はおそらく虚きよ像ぞうだけをさくらのそばに残し、本人は別の場所にいたのだ。当たるわけがない、さくらはずっと彼女の幻げん影えいと戦っていたのだ。

　近接戦闘を行っていたときすら、『鎌切』は遠くからこちらを眺め、ときおり虚像の動きにあわせてカマイタチ現象を発生させ──手刀に切れ味があるかのように見せかけていた、というわけだ。

　別の場所にいたとしても、空気の流れを操作すれば、声が聞こえてくる方向を左右できる。彼女はそのような細かい技術を総動員して、こちらを化かしていたのだ。

　だが、手品の種はわれた。

　奇き術じゆつの時間はお終いである。

「あぁ、うん──そうそう、たしかそんなの……」

『鎌切』は能力を断定されても、さして動じなかった。『大奥』で生まれ育った少女。彼女はきっと物心がつく前からずっと、呼吸のように──何て表現だろう、この異能を使いこなしていたのだろう。

「でもね、『鎌切』の能力を看破したのは褒めてあげるけど、理解したからって防げるものじゃないもん？」

　そうだろう。

　声は文字どおり音速で届く。いまだ広間にわずかに残る落パラ下シユ傘ート綿ドレ花ツサーである程度は空気の流れがわかるようになったが、とても反応できない。不可視のカマイタチ現象は、防ぼう御ぎよすることもできない。

『鎌切』の能力を得意げに暴あばいても、悦えつにいることもできない。

　対応できなければ意味がないのだ。

　万ばん事じ休す、としか思えない状じよう況きようだった。『鎌切』は無傷で、さくらは限界だ。身体中に怪け我がを負い、片足を失っている。もともと持久戦は得意ではない、植物の生育に栄養を使い尽つくして疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。

　そのうち動けなくなり、『鎌切』に首を落とされる。

　それでお終いだ。

　さくらは微笑ほほえむと、刀を収めて、まるで降こう伏ふくするようにその場に跪ひざまずいた。

　身を低くする、それは『百手姫』の戦せん闘とう態勢──いちばん、慣れた構え。勝負は一いつ瞬しゆん。策は練った。あとは、じょうずに踊おどりきるだけだ。

「なぁに、何の真似まね？　死ぬ覚かく悟ごを決めたもん？」

『鎌切』はすこし意外そうに眉まゆをひそめたが、それだけだ──機械ロボツトのような彼女は、すぐに己おのれの任務を果たすため行動を開始する。

「そんじゃ『鎌切』は処しよ刑けい人の矜きよう持じをもって、一いち撃げきで首を落としてあげるもん」

　自分の役目に固こ執しゆうし、『鎌切』が斬ざん首しゆによる罪人の処刑、という形式を望むことまでさくらは読んでいた。そして、床に伏ふせたさくらの首を落とすには──。

『鎌切』が跳躍し、空中でもはや癖くせなのだろう、意味はないだろうに両手を広げる。大鎌を振りかぶるような仕草をして──。

　おそらく空気で己の身体からだを支えているのだろう、浮ふ遊ゆうする。『鎌切』は空を飛ぶ。それも、戦闘の最中で識しっていたことだった。

　瞬間、さくらは動いた。真上に位置する『鎌切』へ向かって、跳とぶ。今回の『鎌切』は虚像ではない。じょうずに首を落とすために、真上からさくらの首元を観察するに決まっていた。

　四本の刀を同時に抜ばつ刀とうし、さくらはそれらをひとつに束ねるようにしてまとめて突つきだす。一点集中し、『鎌切』を狙ねらう。

　だが、さくらは『鎌切』とちがって空を飛べない。空中で方向転てん換かんはできない、避よけられたら無防備な身体を晒さらすことになる。まさに決死の、特とつ攻こうである。

「勝ち目がないと悟さとって、捨て身できたもん？」

『鎌切』の声が歪んだ空気のなか、めちゃくちゃに反はん響きようする。

「じゃあ──その最後の希望ごと、一刀両断にしてあげるもんっ♪」

　今しかない。

　血刀を結集させたのは、それを片手で握にぎり、もう片方の手を空けるためだ。

　通話状態を保っていた携帯電話を、自由になった片手で取りだし、電話相手に叫さけぶ。

「『蛍』さん！」

　さくらが通話相手に選んだのは、『大奥』で留守番している『蛍』である。これが最さい期ごではない、だから愛いとしいひと──秀影にではなく、勝つために。そして生きのびるために、さくらは彼女を選んだのだ。

　何のためにか──そんなものは、決まっている。

「起爆させなさい！」

　その命をかけた怒ど号ごうに、電話の向こうの『蛍』は言葉にならない叱しつ責せきや罵ば倒とうを繰りかえしていたが、こちらの想おもいをけして蔑ないがしろにしないあの子なら──己の立場を危あやうくしてまで、さくらと秀影に一晩だけでもふたりきりでいさせてくれた、彼女ならば。

　汲くんでくれる。

　それは信しん頼らいだった。

　勝ち目の薄うすい賭かけでもあったが、そんなのは──いつもどおりだ。

　そして『蛍』がさくらの体内に仕込んだ爆ばく弾だんが、望みどおりに炸さく裂れつする。爆ばく発はつしたのは、さくらの肩かたである。携帯電話を握っていた右みぎ腕うでの義ぎ肢しがもげて、肩が胸むな元もとが腹部が破は壊かいされ血ち飛沫しぶきが飛び散る。顔も焼けた。秀影と同じだ、と場ば違ちがいにさくらは喜んだ。

　さくらを爆ばく破はする、そんな要求に『蛍』が応こたえてくれるかどうか。それは賭けだった。だが、さくらは信用していた。誠意をこめて求めれば、彼女は応えてくれると。同様に、優しい『蛍』なら、一撃でさくらの命を奪うばうような深刻な位置に、爆弾を仕し掛かけてはいないと。

　そして、さくらは博打ばくちに勝利した。身体の四分の一が吹ふき飛び、握っていた血刀がすべて手から離はなれてしまう、途と方ほうもない威い力りよくだったが──根こん性じようで意識を保つ。

　そして爆ばく風ふうに乱れる空中で、最後の一手を打つ。

「う、うう～!?　自じ爆ばくなんてっ、頭おかしいもんっ！」

『鎌切』は錐きり揉もみ回転しながらも、さくらに、カマイタチ現象による不可視の斬撃を放つ。その一撃がさらに深くさくらを傷つけたが、首を狙う、とわかっていれば被ひ害がいを最小限に止とどめるのも容易たやすい。

　そしてカマイタチ現象により発生した真空地帯に、猛もう烈れつに空気が集まる。ものすごい勢いで。それは科学だ、物理的に予想できた現象だった。爆ばく熱ねつと、さくらの血肉が混じった空気が、猛烈に集まってくる。

　その『鎌切』にすら咄とつ嗟さに操作できない空気の流れが、彼女の姿勢を乱し──また虚像をつくり本来の自分の位置を摑つかませない彼女を、返り血によって浮うかびあがらせる。ほんの一瞬だけ、読みとれた『鎌切』の輪りん郭かく。

　すぐ間近だ。首切りを誘さそうことで彼女のだいたいの位置を特定し、さらに鮮せん血けつを散布してそれを絞しぼりこむ。命をかけた、さくらの作戦は功を奏した。

　伸のばした手のひらに、感かん触しよく。

　それを摑んだ。

　抱だきよせて、ともに落下する。爆風が吹き荒あれ空気をうまく操作できなかったのだろう、『鎌切』は浮遊を保っていられなかったのだ。そこまで、さくらは読んでいた。ふたり絡からみあうように墜つい落らくし、床ゆかに叩たたきつけられる。

　遅おくれて血の雨が降ってくる。

　さくらは動きを止めなかった──その片かた腕うでと片足はもげて、身体の一部が吹き飛ばされ、生きているのが不思議なぐらいの重傷だ。行動を停止すれば、そこで死ぬ。そんな感覚があった。

　最後の気力を振りしぼり、さくらは残された片足で立ちあがると、片手に戻した血刀を『鎌切』に向けて突きだす。

「うううっ──あぁううっ!?」

『鎌切』は顔を押さえて、悶もだえている。あまりにも強大な能力をもつ彼女は、自分が窮きゆう地ちに立つことに慣れていない。おまけに返り血がうまく目つぶしになったようで、彼女は何も見えていない、血に染まった顔をぶんぶん振って乱れている。

「嫌いやっ、嫌だもん！　何も見えない──うぁああっ!?　何で、何でこんなことするもんっ!?　『鎌切』、何も悪いことしてないもんっ！」

　だが、それでも彼女は百ひやく戦せん錬れん磨ま──『大奥』で生まれ育った少女、踏ふんできた場数がちがう。咄嗟にこちらの気配を察したのか、不可視の斬ざん撃げきをでたらめに放ってくる。手当たり次し第だいに、子供が地じ団だん駄だを踏むように。

　人類とは異なる感覚器官をもつ昆こん虫ちゆうのように、その攻撃が見事にさくらを捉とらえて──呆あつ気けなく直ちよく撃げきする。

　さくらの残された手足が、抉えぐり飛ばされた。血刀も宙を舞まう。移動と攻撃の手段が奪われた、本来ならば──これで決着だっただろう。

　だが、四し肢しを失ったことなど何するものぞ、と思う。

　振りだしに戻もどっただけだ。

　何もかもを失った、あのころに。

　さくらは動どう揺ようせず、『鎌切』に向かっていた勢いそのままに──倒たおれこむように突っこんでいく。鮮血混じりの暴風が吹き荒れるなか、前へ前へと。

　その口が、宙を舞う血刀のひとつにしっかりと嚙かみついた。

　その柄つかに齧かじりつき、身を捻ひねって。

「うううぅぅうううううう」

　戦いかたを教えてくれた師──『銀狼』の在りかたをなぞるように。

　野生の獣けもののごとく、咆ほう哮こうした。

「がぁぁぁぁああああああああああ!!」

　その執しゆう念ねんの一撃が、刀の切っ先が──毒虫の牙きばのように、『鎌切』の華きや奢しやな横腹にほとんど抵てい抗こうもなく突き刺ささる。

　さくらは首をひねって、それを抉りこんだ。

「かふっ……」

『鎌切』は驚おどろいたように「きょとん」として、吐と息いきを漏もらす。

　刀は肺にまで達している。その声に、もはや破壊力はない。虚うつろに血のあぶくが混じった息を零こぼして、『鎌切』はその場にへたりこむ。

　己に刺さった血刀と。

　勢いよく床をごろごろ転がり、動かなくなったさくらを眺ながめて。

「あ、ちゃあ──」

　何だか疲つかれたように。

「失敗しちゃった、怒おこられちゃうもん……」

　譫言うわごとを口にすると、そのまま真横にくしゃりと倒れてしまった。
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　決着──と思いたかった。

　頼たのむから立ってくれるな、と祈いのりながら、さくらは血の海のなかうつ伏ぶせになっていた。公平に見れば、さくらのほうが重傷である。四肢はもげ落ち大量に出血し、全身が傷だらけだ。絶命していないのが自分でも不思議なぐらいである。

　無む茶ちやをしすぎた──すべてを投げだして、ほんのわずかな勝機に賭けた。これでもまだ倒せないなら、もはや打つ手などない。

　再び向きあえば、二度とあのような奇き策さくは通じない。五体満足の状態であろうとも、さくらは『鎌切』には勝てないだろう。

　もう動けない。『吸血姫』を救出する、という目的を果たさない道半ばで、まるで敗北したように倒れ臥ふしている。

『吸血姫』のことは、先ほどから姿が見えぬ『モモ』や、正門の衛兵を突とつ破ぱして双ふた子ごがきてくれるのに期待するしかないのか──だが、彼女を救出すると大見得を切った以上、吞のん気きに寝ねてもいられない。

　すこしでも『吸血姫』に近づきたくて、身み悶もだえして。

　さくらが何とか、這はおうとした瞬しゆん間かんである。

「──動いたら死んじゃうもん？」

　不意に、可愛かわいらしい声が響ひびいた。

　さくらは全身を強こわばらせる。見ると、倒れていた『鎌切』が意外と元気そうに「ぴょこんっ♪」と身を起こして、立ちあがってしまった。痛覚の欠落した昆虫のように、己おのれの腹に刺さった刀を抜ぬき、目に入った血を流すためだろう涙なみだをぽろぽろと零している。

　目元を拭ぬぐい、『鎌切』はこちらを見下ろしてくる。

　さくらは絶望に目の前が真っ暗になった。

　終わりだ。自分は負けたのだ。全力を尽つくしても、なお『大奥』序列二位の壁かべは厚く──ちから及およばなかったのだ。

　今のさくらの命を奪うことなど、赤子の手をひねるよりかんたんだろう。

　しばし項うな垂だれたが──どれだけ待っても攻こう撃げきがこない。

　不思議に思って見あげると、『鎌切』はこちらのすぐそばでしゃがみこみ、地を這う虫けらを観察する子供の表情で、こちらを眺めていた。

　そこに、すでに殺意はない。闘とう志しも、なかった。

　何の危害もくわえてこないのが、逆に恐おそろしくて、さくらは不安になって問うた。

「わたしを、処しよ刑けいしないんですか？」

「無理」

『鎌切』は面めん倒どうくさそうにぼやく。

「もう、声をだすのもきついもん。肺が損傷したから異能力を発揮できないし、『鎌切』は武器持ってないし、『百手姫』ちゃんを殺すための方法がないもん」

「わたしの刀を拾って刺し殺すなり、首を絞しめるなりすればいいのでは？」

「そんな元気ないって言ってるんだもん。『鎌切』は全力を尽くして、だけど任務を果たせなかった──『大奥』には、そう報告するもん。正直、『百手姫』ちゃんに近づいたら嚙みつかれそうで嫌だもん、割にあわないもんっ」

　実際、彼女が横腹に負ったのは重傷である。安静にしていなければ、命に関かかわりかねない。だが、そこまでして『鎌切』はさくらを殺す意義を感じないようだった。

　彼女はあくまで、任務を果たすだけなのだ。

　命を賭けてはいない。

　死にものぐるいで、さくらを始末する意義などない。熱意も。割にあわないと思えば、退く。そんなものなのだ。

『鎌切』は欠伸あくびをして、何か釈しやく然ぜんとしないというふうに。

「ねぇ、『百手姫』ちゃんはさ──何でそんなふうに、一いつ生しよう懸けん命めいになれるもん？　命を賭けて、絶対に勝てない相手に挑いどんで、それで何の得があるの？　『鎌切』には理解できないもん、馬ば鹿か馬ば鹿かしいもん」

「あなたも──」

　さくらはとりあえず命をとられることはないようだ、と安あん堵どする。

　同時に、秀影の言葉を思いだしていた。

　──みんなと仲良くしてほしいな。

　あの優やさしいひとの、望み。現実的でない、綺き麗れい事。でも、さくらはそれを尊重したかった。『鎌切』を倒すよりも、仲良くすることのほうが、難しい気がするけれど。

　この変てこで憐あわれな少女の心を、さくらも、すこしでも救いたかった。

「愛を知れば、きっと理解できますよ」

「愛って何だもん──」

『鎌切』はぺたりと尻しりもちをついて、途方に暮れたように。

「そんな感情は、『大奥』じゃ罪だもん。とくに、将軍さま以外のものに向けるのは──ちちうえと、ははうえも、愛のせいで不幸になったもん。盗人ぬすつとだ、売女ばいただって罵ののしられて。わけがわからないもん。難しすぎるもん、何がなんだかわかんないもんっ」

『鎌切』は己の膝ひざを招き寄せ、自分を抱だきしめるように身体からだをちいさくした。

「何が正しくて、何が間ま違ちがってるのか、時代が変わって──みんなが噓うそをついて、わけのわからないことばっかりして、『鎌切』にはちっとも理解できないもん。規則ルールを決めてほしいもん、これだけ守ってればいいっていう、わかりやすい規則ルールを……」
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　時代の動乱、『鎌切』はそれに巻きこまれ戸と惑まどう、ある意味では被ひ害がい者しやだ。

　迷子だった。

　処理できないものを抱かかえすぎて動きを停止させた機械みたいに、彼女はもう、指先すらも動かせないようだった。

　ふと思いついたように、彼女はこちらを眺めて。

「ねぇ、さっきの勝負は『鎌切』の負けだったもん──そういうことに、してあげてもいいもん。それを理由にして、『百手姫』ちゃんに序列二位の地位を譲じよう渡としてあげてもいいもん。そしたら、『百手姫』ちゃんは『鎌切』より高位になるもん？」

　目を輝かがやかせて、素す晴ばらしい思いつきだ、というように。

「そしたら、『百手姫』ちゃんが命令して。上位者として、『鎌切』を導いて？　それで、いっぱい褒ほめてほしいもん！　にゃひひっ♪　そうしてくれないなら──ここで『百手姫』ちゃんを殺す、任務どおりに。ほら、『百手姫』ちゃんが生きのびる方法はたったひとつだもん！　ねぇ、『鎌切』に命じて！　『鎌切』を支配して！　『鎌切』を、『鎌切』を助けて……！」

　慟どう哭こくし、血の混じった涙を頰ほおに伝わせる。

　そして『鎌切』は、壊こわれた機械ロボツトのように喚わめいた。

「『鎌切』、役に立つもん！　どんなことでもするもん！　今はできなくても、きっと覚えるもん！　だから、誰だれでもいいから──『鎌切』に命令して！　それで、褒めて！　それだけで、『鎌切』は安心だもん！」

　その憐れな姿に、さくらは何だか腹が立ってきて。

　告げた。

「嫌いやです。先ほどの戦せん闘とうは非公式試合ですし、そもそも秀影さまがあらゆる私し闘とうを禁じられています。殺しあいで序列の上下はありえません、わたしはあなたに命令する権利を得ることはできません」

「う、うう～っ」

『鎌切』が駄だ々だをこねるように、唸うなった。

　そんな彼女を、四肢をもがれた今は抱きしめてあげることもできないけれど──さくらは、せめて言葉を紡つむいだ。

「あなたを、甘やかしはしません。けれど、上とか下とかではない、同じ『大奥』の生徒として──対等な仲間として、受けいれることはできます。あなたが愛を知ったなら、きっと。ええ、仲良くできるかもしれません」

　さくらは微笑ほほえみ、言いたいことを言ってみた。

「あなたのご両親は、どれだけ罵られようとも──愛いとしいひとと結ばれたなら、幸せだったと思います。そして、それ以上に『鎌切』さん、あなたに幸せになってほしかったはずです。任務を果たして褒められる、そんな機械ロボツトのような喜びではない、もっと人間らしいあったかい幸せを、得てほしかったはずです」

「よく、わからないもん」

『鎌切』は目元を拭って、貧血なのだろう──ふらついて。

「何だか、すごく疲れちゃった。ねむたいもん、とっても……」

　すべてを投げだすように、後ろ向きに傾かたむいていく。

「『大奥』に帰って、お兄ちゃん将軍に絵本読んでもらって、『蛍』ちゃんにぎゅっとしてもらって──朝まで何も考えずに、眠ねむりたいもん」

　愛を知らずに育った少女は、その萌ほう芽がとなりうるあったかいものを口にしながらも、それに自分では気づかずに──大の字になって目を閉じてしまった。

　眠ったのだろう、その胸むな元もとがゆるやかに上下している。

『大奥』序列二位『鎌切』。

　かつてない、恐ろしい敵だった。

　けれど決して、さくらは彼女を憎にくいとは思わなかった。

「そうですね、帰りましょう──『大奥』に」

　自分たちの戦場であり、かけがえのない居場所に。







　終幕
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　霧きり深い渓けい谷こくのなかに、ひっそりと存在する山村である。

　見るからに寂さびれている。

　山さん陰いんにあるので、陽ひの光も差しこまず、鬱うつ々うつとしている。

　掘ほっ立て小屋がいくつか並び、雪深く埋うもれた畑にはむなしく案山子かかしが突つっ立っている。住むもののいない廃はい墟きよが互たがいにもつれあうようにして倒とう壊かいし、掘りだされたばかりの化石のような残ざん骸がいを晒さらしている。腐ふ臭しゆうが漂ただよい、あちこちに虫のたかった屍し体たいが転がっている。

　滅ほろびゆく、死の町──そんな景観だった。




「ふむ」

　元『大奥』序列六位にして『銀ぎん狼ろう長なが屋や』の盟主『銀ぎん狼ろう』は、可愛かわいらしい顔をむっつりとしかめて、そんな薄うす暗ぐらい景色のなかに佇たたずんでいた。

　ちいさくて幼く、よちよち歩きの子供にすら見える。名前のとおりの麗うるわしい銀色の髪かみを犬の尻尾しつぽのように結ゆわえ、着流し姿に草鞋わらじ履ばきの軽装で、細雪ささめゆきがふるなか地蔵のように突っ立っている。

　無表情のまま、『銀狼』は鼻のうえに皺しわをつくる。嗅きゆう覚かくの優すぐれた彼女には、あたりに放置された屍しかばねの放つ悪あく臭しゆうがきついのだった。しんしんと積もる雪のなか、気の滅め入いるような村の様子を見回し、溜ため息いきをつく。

「よ　も　すえ　とは──このこと　で　ござる」

　能力のせいで声帯があまり震ふるえない彼女の声は、抑よく揚ようがない。

　だが、何も感じていないわけではない。

「『ゆにこおん』　そちら　は　どうだ？」

　すぐそばに建つ、この村のなかではいちばん広くおおきな屋や敷しきの間口に踏ふみこみ、内部を覗のぞきこむ。この村の長おさの住居だというが、外観も内装もぼろぼろで、今にも崩くずれそうである。土間の向こうは広間になっていて、ささくれた畳たたみが敷しきつめられている。

　そのうえに、布ふ団とんもなく無数の人々が寝ね転ころがっていた。飢うえ渇かわき瘦やせ衰おとろえた村人たちである。彼らは苦く悶もんに身をよじり、病びよう床しように臥ふせっている。

　土気色の肌はだをしてなかば死したように転がっている病人たちのそばには、その家族らしい女子供がしゃがみこみ、啜すすり泣いている。誰もが暗い表情で、見ているだけで憂ゆう鬱うつになってくる──さながら、野戦病院のような有様である。

　そんな絶望そのもののような光景のなかを、純白の女が颯さつ爽そうと歩いている。死に装しよう束ぞくをまとった美女だ。髪の毛どころか眉まゆや睫毛まつげすら白い。周囲に降り積もる雪の化け身しんのようである。おでこに、象ぞう牙げ細工のような角が生えている。

　元『大奥』序列五位『一本角ゆにこおん』だ。かつては『銀狼』の母、『金きん獅じ子し』の片かた腕うでとして活かつ躍やくしていた人物で、『銀狼』にとっても馴な染じみの相手だ。幼いころからの知ち己きで、歳の離はなれた姉のような存在である。

　他者を癒いやす異能力者──薬くす師しである『一本角』だが、『銀狼』の呼びかけにちからなく首をふり、哀かなしそうに項うな垂だれる。彼女ほどの技術と能力をもってしても、ここに転がっている病人たちを治ち療りようすることはできないらしい。

　諸事情あって、ふたりは全国を巡めぐっていた──その最中に、同じような病人をそれこそ腐くさるほど見てきた。どうやら正体不明の難病が、全国に蔓まん延えんしているようだ。

『一本角』はせめて苦痛を和やわらげるためにか、己おのれの角を削けずってつくりだす貴重な万ばん能のう薬を処方し、患かん者じやの口に含ふくませる。患者は感謝を述べながらも苦しげに喘あえぎ、『一本角』はその手のひらを静かに握にぎりしめ、無力感に下した唇くちびるを嚙かみしめている。

　そんな『一本角』に寄り添そい、『銀狼』が肩かたに手を置く。

　それにすこし元気づけられたのか、『一本角』は儚はかなげに微笑を浮うかべて。

「やはり、これまで全国各地で診みてきた患者たちと同じ症しよう状じようです──身体からだの肉が、徐じよ々じよに鉱物のようなものになっていく。結けつ晶しよう化、とでも呼びましょうか」

　言葉どおり、『一本角』のそばに寝転がった患者の肌や指先は、まるで鱗うろこが生えているかのように奇き妙みような鉱物に置き換かわっている。酷ひどいものは全身が宝石のようになってしまって、まるで悪あく趣しゆ味みな彫ちよう像ぞうのようだった。

「手足などの末まつ端たんが結晶化しているうちはまだいいのですが、これが内臓や脳に及およぶと、死に至ります」

「ちりょう　は　やはり　むり　か？」

「残念ながら。わたくしの能力は人体の自然治ち癒ゆ力を大おお幅はばに高める、というもの。けれどこの症状は癌がんと同じです、患者たちは正常なまま壊れている。わたくしの能力では、最悪の場合──この症状を促そく進しんさせてしまうだけです」

「『ゆにこおん』が　できぬなら　どんな　めいい　にも　むり　で　ござろう」

『銀狼』の手首もいちど切り取られたが、『一本角』の医い療りよう技術と能力によって無事に繫つながった。今では、多少の違い和わ感かんが残る程度である。だがそんな腕うで利ききの薬師の『一本角』ですら、この正体不明の奇き病びようには太刀たち打うちできないようだった。

　それでも、せめて苦痛を取り除いてほしいと、患者たちは『一本角』に縋すがりついてくる。必死に薬を処方し、それでも目の前で無数の人々が苦しみながら死んでいく。それを看み取とりながら、繰くりかえしながら歩いていく、凄せい惨さんな旅路であった。

『銀狼』は育ての親であり先日の将軍御ご前ぜん試合で命を落とした『金獅子』の個人的な葬そう儀ぎを東北にある故郷で行うため、そして革命クーデターを起こした罪人というびみょうな立場のため、一時『大奥』から遠ざかっていた。

　やがて『金獅子』の遺産を継つぐかたちになった『銀狼』がその手続きなどを終えるのを待ってから、『大奥』へ帰参するため発たった。ひたすら日本列島を南下し、『大奥』で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている大事な妹分──さくらのもとへ、一刻も早く駆かけつけるために。

　だが行く先々で、揉もめ事に遭そう遇ぐうする。どうも、日本全土で治安が悪化しているらしいのだ。義ぎ俠きよう心しんからそれを見すごせず、全国各地を巡って正義を為なしていた母『金獅子』の志を受け継ぐように、『銀狼』はそれらの問題を解決して廻まわった。

　それはいい。

　救いを求める民たみ草くさを見捨てられぬ優やさしさは『銀狼』の美徳だ、と『一本角』も協力してくれた。今回も同じだった。だが盗とう賊ぞくがでるから討とう伐ばつを、との依い頼らいを聞いて敵の本ほん拠きよ地ちを攻せめたらこの有様である。

『銀狼』が見たのは奇病におかされ、困こん窮きゆうしきって他ほかのものから奪うばうしかなかった憐あわれな人々であった。廃刀令は有名無実化され密売された武器を手にとり、民草が同じ民草と盗ぬすみ奪い殺しあっている。

　憎しみが、この国のすべてを覆おおい隠かくそうとしているようだった。

「くう　に　ことかき　たがい　の　ちにく　を　むさぼる」

『銀狼』は救いがたい現状に、徒労感をおぼえ始めていた。

「まさに　けもの　の　しょぎょう　に　ござる」

　かつて狼に育てられた『銀狼』は、遠い目をして──この国が酷く生なま臭ぐさい、弱肉強食の論理に支配されつつあるのを実感していた。それは飢えたら他者を襲おそい、血を流し相争う獣けものの世界だ。

「疫えき病びようが蔓延はびこることじたいは、そう珍めずらしいことではありません」

『一本角』がもふもふと『銀狼』の頭を撫なでてくれながら、努めて冷静に。

「大おお阪さか城から離れるほどに、科学技術──医療技術も下か賜しされなくなります。それゆえに対応できず、医者が不足した村が病害をこうむることはよくあります。けれど、あまりにも多すぎでございますよ」

　思案に沈しずみ、憂うれいを帯びた眼まな差ざしで病人たちを眺ながめて。

「原因は異国の勢力──『黒船』でしょうか。外来のものたちが本来はこの国になかった、つまりこの国のものが免めん疫えきをもたぬ病毒を持ちこみ、大だい流りゆう行こうさせてしまうことはままあります。麻疹はしかやコロリコレラ、黒死病ペスト……」

『一本角』は能力のみに頼たよらず、医学の知識も修めている。

「遠いむかしはその我らの知らぬ病の流行を、異国のものを受けいれた呪のろいだなどと説明して、強ごう引いんに鎖さ国こくをつづけていたものです。異人たちを出島に閉じこめ、本土にけして立ち入らせずにね」

　険しい表情で。

「ゆえに疫病の流行は、異国のものに原因が求められることが多いです。病に苦しむ民衆の憎しみは『黒船』に向かい、またそれを撃げき退たいできぬ幕府に不信感が募つのります。各地で一いつ揆きが、飢えた人々の反乱が多発するでしょう。それを促進しているのが──」

『一本角』は部屋の隅すみに集められた、密売された大量の武器を睨にらんだ。こんな寂れた山村にもあれだけの量の非合法な武器があった、誰だれかが意図的にばらまいているのだ。

　そのなかに、奇妙な装そう飾しよくが施ほどこされた銃じゆう器きが散見する。

　すべて同じかたちの、まるで大規模な工場で粗そ製せい濫らん造ぞうされたような──異様な銃。その正体は不明だが、何でもこの銃器を用いると一いつ般ぱん人たちでも異能力を行使することができるとか。

　にわかには信じがたい話だが、『一本角』が連れん絡らくをとりあっている『大奥』の仲間たちによると、『黒船』の勢力は『才古銃サイコガン』なる同様の異能力をこめられた銃器を扱あつかうという話だった。

　この村で、そしてこれまで何度も発見したこの奇妙な銃器は、その『才古銃』なるものの悪質な量産品に思えた。

「ぶき　を　ばらまいているの　は　『くろふね』とやら　なの　か？」

「すくなくとも、それに繫がる勢力でしょうね──名目上は廃刀令がでているこの国ではこんなに大量の出所不明の武器は、生産できません。どこかから仕入れていると考えるほうが妥だ当とうです、それが『黒船』だったということでしょう」

　その目的は明確である。民草が武装すれば下げ克こく上じようが始まる、内乱が多発し国は疲ひ弊へいする。下手へたしたら戦国時代に逆ぎやく戻もどりだ。外敵である『黒船』にとって、そうやって国が、幕府が内ない憂ゆうの対応に追われ、勝手に弱体化していくのは望ましい展開だろう。

　そして『黒船』は、ばらまいた銃に害毒を仕込んでいた。

「この『才古銃』──と仮に呼びますが、その粗製濫造品は使用する際に副作用があるようです。これを用いるごとに『才古銃』は使い手の身体に働きかけ、蝕むしばみ、やがてこのように結晶化させてしまう」

「じゅう　に　どく　が　しこまれて　いる？」

「いいえ、不自然な異能力に一般人の肉体が対応できず──何とか適応しようとして、遺伝子に異常が生じるのです。この『才古銃』は、ごく小規模な『時空間爆ばく弾だん』と言えます。使用するごとに被ひ爆ばくし、肉体に悪あく影えい響きようが及び、細さい胞ぼうが壊こわれ病やみつき鉱物のようになってしまうのです」

　毒というより、免めん疫えき不ふ全ぜんのようなものだろう。『才古銃』という未知なる武器に身体が異常な反応を示し、壊れてしまうのだ。

「『黒船』が意図的にこの『才古銃』を配布しているならば、これは疫病をまきちらすような、卑ひ劣れつな彼らの戦略といえましょう。彼らは所しよ詮せんは漂ひよう流りゆう者──圧あつ倒とう的に兵力が足りません、ゆえにこそ奇き策さくを弄ろうしたのです。放置すれば、この国の未来が危あやういかと」

「おかあさま　が　あいした　この　くに　が──」

『銀狼』が犬歯を剝むくようにして、悔くやしそうに唸うなった瞬しゆん間かんである。

　鍛きたえあげられた元『大奥』の戦士──『銀狼』と『一本角』は同時に反応した。顔を機き敏びんにあげ、跳ちよう躍やくする。刹せつ那な、彼女らが立っていた位置に奇妙な真しん紅くの線が通過する。壁かべが切り裂さかれ、異様に伸のびる血色の刃やいばが突とつ入にゆうしてきたのだ。

　その生き物のようにうねる不気味な刃は、自ら獲え物ものを求めるように倒たおれた病人の身体に突つき刺ささる。すると、その病人はまるで血でも抜ぬかれているように──見る見る干ひ涸からびて、萎しぼんでしまった。

「なにやつ!?」

『銀狼』が吼ほえると、切断された壁が内向きに倒れ──。

　降りしきる雪のなか、悪意に満ちた何者かが姿を見せる。

「あらあら」

　甘ったるく妖よう艶えんな、嘲ちよう弄ろうするような口調である。

「不意打ちだったのにあっさり避よけてくれますわね──わたくし暗殺者として自信なくしちゃいそうですわ。『才古銃』の悪影響で無理やり異能力者にした一般人など、たいした資源にはなりませんのに。ま、小腹を満たす程度にはなりますけれど？」

　毒どく蛇へびのように、その真っ赤な舌がちろちろと揺ゆれる。

「けれど思わぬ拾いものですわ、見たことないような強力な異能力者が──こんな寂さびれた村で、ふたりも収しゆう穫かくできるなんて♪　『黒船』に帰参する前にちょっとしたつまみ食い、程度の気分だったのに、これも日ひ頃ごろの行いが良いせいかしら？」

　その姿を見て、『銀狼』は当とう惑わくする。

「さくら…？」

　それは『銀狼』の大事な妹分、『百手むかで姫ひめ』ことさくらに見えたのだ。だが首をふる。よくよく注視すると、瞳ひとみの色など似ている部分もあるが別人である。旧ふるい様式の『大奥』の制服を半分にして身にまとっている。はしたなく覗のぞく下着。頭の左右でちぐはぐに結んだ色の脱けた髪かみ。両手に、奇妙に伸びる斬ざん撃げきを繰りだした血色の小刀ナイフ。

　どこかさくらに似た女は、雪の照りかえしで表情を陰かげに沈めたまま──。

　恭うやうやしく、お辞じ儀ぎをして。

「お初にお目にかかりますわ、わたくしは『黒船』の大幹部──外交担当大臣『モモ』と申しますの。皆みなさまにはご機き嫌げん麗うるわしく、うふふ『銀狼』に、『一本角』ね……」

　こちらのことを識しっているのか、即そく座ざに名前を言い当てて、『モモ』と名乗った不気味な女は小刀ナイフを構える。

「試ためし切りには過大な相手ですけれど、少々お相手願いましょうか──」

　その身に、ぬるりと這はうような殺意が充じゆう満まんする。

『銀狼』は警けい戒かいし、自然体で立ちながらも油断なく。

「き　を　つけろ　『ゆにこおん』──できる　ぞ　かなり」

　否いな、どうも『モモ』とやら自身よりも、その手にした血色の小刀ナイフがまずい気がする。得体のしれぬ、強大な圧力を感じる。何か、禍まが々まがしい──。

「うふふ、さすがは百ひやく戦せん錬れん磨ま、一目で見み抜ぬきますわね。そう、らしくもなく吐はき気のする優しいお姉さんぶってまで、あの皇居でこっそり動いて『吸血姫ばんぱいあ』の最強の血液を回収したこの『零ぜろの太刀たち・妖よう刀とう村むら正まさ』は、格段に進化していますのよ？」

　よくわからないことを、誇ほこらしげに語ると。

「お母さん……」

『モモ』は対たい峙じするこちらを忘れたように、己おのれの小刀ナイフに頰ほおを寄せて、不思議なことをつぶやいた。幼子が愛する母の乳を口に含ふくむように、そっと刀身にくちびるを寄せて。

「お母さん、お母さん──お母さん、待ってて。あと、ちょっとだから……もうすぐ、ぜんぶ終わるからねぇ♪」

　独りごちると、襲いかかってくる。

　地じ獄ごくのような雪景色のなか、狂きよう気きをまとった女の血けつ刃じんがふるわれる。
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　さくらは、目を醒さました。

　どうやら『鎌かま切きり』との戦せん闘とうの直後、さすがに失血も疲ひ労ろうも限界で意識を失っていたようである。どうなった……？　『鎌切』は？　『吸血姫』は？　気になることは数多く、黙だまって寝ねていられずに身を起こそうとしたが、義ぎ肢しはすべて失っている。

　見ると身体からだには治ち療りようが施され、義肢との接続面──身体には包帯が巻かれている。だが義肢を繫つなぐには専門の知識が必要だ、手当をしてくれた誰かも義肢を元通りつけてはくれなかったらしい。

　むなしく頭のみをもたげ、首が疲つかれてまたおろす。どうも自分は簡素な寝台ベツドに寝かされているらしく、身体には布ふ団とんがかけられていた。

　おそらくは、皇居のそば──京都の、どこかの診しん療りよう所じよなのだろう。重傷だった自分を遠くまで運ぶのは命が危険に晒さらされるから避けたろうし、陰いん謀ぼう渦うず巻まく『大奥』に帰参したとも思えない。

「あっ、『百手姫』ちゃん──起きたぁっ♪」

　嬉うれしそうに、こちらを覗きこんでくるものがいる。見ると、寝台ベツドの横にまるで守護するように、双ふた子ごが揃そろって立っているようだった。『血ち祭まつり』が感かん極きわまったようにこちらに頰を添そえ、『血ち眼まなこ』も目を潤うるませている。

　さすがというか、ふたりとも皇居で大暴れしたはずなのに──無傷である。さくらは感心しながらもいろいろ尋たずねたいことがあって、慌あわてて口を開こうとして。

「あ痛たたたっ!?」

　全身に激痛が走って、身をよじった。

「動いちゃだめだよぉ、瀕ひん死しだったんだからぁ──安静にして、ね？」

『血祭』がこちらの頭をそっと撫なでてくれる。

　けれどこれだけは聞いておかなくてはいけない、とさくらは意を決して。

「あの、ふたりとも──姫さまは？　姫さまはご無事なんですか？」

　その言葉に、双子は何だか困ったように苦く笑しようして、互たがいに顔を見あわせる。

　瞬間である。




「さくらの声が聞こえたわよーっ！」




　超ちよう元気に、噂うわさの『吸血姫』が飛びこんできた。この部屋はやはりどこぞの診療所のようで、扉とびらの向こうは外である。わずかに雪が舞まっている。

　雪遊びでもしていたのか彼岸花色の髪の毛に白いものをちらつかせ、鼻の頭を真っ赤にした我らが姫さま──『吸血姫』が、『新しん撰せん組ぐみ』の衣装も勇ましくなぜか「えへん」と胸を張っている。

　救出できたのだ。彼女は、無事だったのだ。

　それだけで、さくらは何だか感かん涙るいしてしまいそうだった。

　死し闘とうの、甲斐かいがあったというものだ。

　けれど──あのとき、さくらは動けなかった。『鎌切』もこちらに止とどめをさすことなく見み逃のがしてくれたとはいえ、『吸血姫』を救出する理由はとくにない。やはり『モモ』か、双子が彼女を見つけて、助けたのだろうか？

「ふふん、見てのとおりあたくし様は元気いっぱいよ！　完かん璧ぺきよ！　だからそんな顔をしないでね、さくら──あたくし様の伝説は現在進行形なのだから！　おほほほほ！」

　無意味に指を高らかに天に向け、なぜか威い張ばっている『吸血姫』である。

　よかった、その夢を痛切に踏ふみにじられ、囚とらわれの身になって酷ひどい目に遭あわされ──落ちこんでいたらどうしよう、と心配していたのだ。

　この前向きで輝かがやかしい少女は、ちっとも凹へこんでいなかった。

　というか、無む駄だに元気すぎるような──。

　その呆あきれるぐらいの『吸血姫』の無む邪じや気きさの理由を、すぐにさくらは思いしることになる。『吸血姫』の後ろから、彼女に手を引っぱられて、誰だれかが姿を見せる。さくらが見み間ま違ちがえるわけがない、それは最愛の恋こい人びと──豊とよ臣とみ秀ひで影かげである。

『鴉からす』の仮面をつけ、外がい套とうをまとっている。

「さくらちゃん、目が醒めたんだね、よかった──」

「そうよ！　よかったのよ！　この世の春よ！　日本の夜明けよ！」

　秀影はその場に崩くずれ落ちそうなぐらいに感激してくれたが、それはいいが、そんな彼の腕うでを全身で抱だきよせて密着している『吸血姫』は何だろうか。自分が寝ている間に何があったのだろうか。たしか『吸血姫』は、秀影＝『鴉』を嫌きらっていたと思うのだが。

　いまは幸せそうに紅潮し、秀影を愛いとしそうに見つめている。

　えぇっと……。

「いや、ね──さくらちゃんにばかり危険な役目を背負わせたくなくて、俺も遅おくれて皇居へ向かったんだよ。同どう伴はんしたら絶対にさくらちゃんが止めると思ったし、こっそりね」

　申し訳なさそうに、秀影は語ってくれた。

「そして皇居の裏のほうから忍しのびこんで──俺が地下の座ざ敷しき牢ろうに囚われていた彼女、『吸血姫』ちゃんを救出したんだ」

　さくらが気絶している間に、そんな出来事があったらしい。

　成る程ほど、秀影がいやにすんなり城下町に居残ることを承しよう諾だくしたと思ったら、勝手に独りで行動していたらしい。

　彼の性格なら、さくらたちに任せっきりにはしない、ちょっと考えればわかったことだし──心配されていた、いいや愛されているのだ、という実感には涙なみだがでそうだったが。

　それで、この事態か。

　双子が正門で、さくらが広間で、それぞれ陽動を果たしたかたちになったのだ──その隙すきをついて、秀影が単身、『吸血姫』を救出したと。

　秀影の父親の吉よし刳くるも将軍暗殺に将軍自身が荷か担たんするという奇き抜ばつな策を弄ろうしたし、豊臣の一族はそういう誰も考えないような作戦を考案し実行するのが得意らしい。

　彼は何もかもを放ほうり捨ててでも、さくらに協力してくれる。

　その気持ちは、理解できる。というか、嬉しい。幕府に迷めい惑わくをかけてはいけないからと、彼を遠ざけようとした、さくらのほうこそ浅せん慮りよだったのだ。

　反省しつつも、さくらは頭を抱かかえたくなる。

　秀影の愛情そのものの行動が、思わぬ結果を生んでしまったようで。

「そうよ、『鴉』さまは危険な皇居に単身乗りこみ──天皇家を敵に回すことも厭いとわずにあたくし様を救出してくれたの♪」

『鴉』さま呼ばわりである、『吸血姫』はいまだ『鴉』＝秀影だと気づいていないのか。無邪気といえばそれまでだが、そんな『吸血姫』の性格が思わぬ波は紋もんを生じさせていた。

「絶望の底で打ちひしがれていたあたくし様を、彼は命をかけて助けだしてくれたわ──そして力強く抱だきしめてくれたの、きゃっ♪」

　顔を真っ赤にして、いやんいやん、みたいに『吸血姫』は身み悶もだえすると。

「『鴉』さまのことを誤解していたわ──あたくし様のことを子供扱あつかいする気に食わないやつと思っていたけど、本心ではあたくし様を大事に思ってくれていたのよ！」

　興奮して、火ほ照てった頰に手を添えて、にやけている。

「彼はあたくし様を抱きしめて、優やさしく慰なぐさめてくれて、皇居の馬ば鹿かどもをばったばったと薙なぎ倒たおして助けだしてくれたの！　神話の英えい雄ゆうのようだったわ！　あたくし様、嬉しかった──ときめいちゃったの、こんな気持ちは初めてだわ！」

　好き好き、というように秀影の腕を力強く抱きよせ、恍こう惚こつと見あげる。

　その表情はどこから見ても、恋こいする乙おと女めのそれだった。

「彼こそ、『鴉』さまこそ、あたくし様の運命の恋人なのだわ……♪」

　どうも安直に、助けてくれた秀影にすっかり惚ほれこんでしまったらしい。

　どこまでお姫ひめさまなのか。

　それまでの印象が悪かったから、逆に命を賭として救出してくれたのが意外で、また嬉しかったのだろう。だからといってここまで態度を逆転させるとは、ほんとうに──『吸血姫』の言動はさっぱり読めない。

「いいでしょ、さくら。あたくし様の初はつ恋こいよ、応おう援えんしてくれるわよね？　あなたは秀影将軍と、あたくし様は『鴉』さまと……♪　お互い幸せいっぱいの愛を育はぐくみましょう！」

　何も知らぬ『吸血姫』は、自分が無む茶ちやなことを言っているのに気づいていない。

　声もだせずにいるさくらの正面で、『吸血姫』は秀影にくちびるを添わせて、ちゅっちゅ♪　と求愛している。

「ねぇ、『鴉』さまぁ──あたくし様、血を抜ぬかれて体調が悪いの。すこしでいいから、血を飲ませて♪　血液じゃなくても唾だ液えきとかでもいいから、だから……ん～っ♪」

　接吻キスをせがむ幼い淫いん魔まのような『吸血姫』にまとわりつかれ、秀影は「さくらちゃん、助けて──」と困りきっているようだったが。

「…………」

[image: ]

　何だかもうすべて馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、さくらは天てん井じようを仰あおいだ。

　国は乱れ。悪意あるものどもが暗あん躍やくして。何も解決してはおらず──。

　休んでいる暇ひまなどないのだけど。

　さくらは目を閉じると、現実を拒きよ否ひして眠ねむり始める。ぜんぶ夢だ。そうにちがいない、もう考えたくない。疲れた。目覚めたら、きっと何もかもが解決している。そう信じて、そんなわけはないのだけど──『吸血姫』の楽しげな声と秀影の困りきった悲鳴を子こ守もり歌うたにして、深く寝ね入いった。




　夜明けは、まだ遠い。





劇終　　









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。

　愛と鮮せん血けつのハーレム浪ろ漫まん活劇『大奥のサクラ　現代大奥女学院まるよんっ！』をお届けいたします。

　前回から始まった『大奥』『新しん撰せん組ぐみ』『黒船』の三みつ巴どもえバトル、いわば『幕末編』がどんどん激化し本格的に動乱の時代に突とつ入にゆうしております。明日あしたはどっちだ。




■世界の中心で愛を叫さけぶ、幕末。




　この作品を執しつ筆ぴつ中にとても治安の悪い国を旅行していたのですが、まさに革命が起きた直後であちこちに銃じゆう弾だんの痕あとだの崩くずれた家だの、老ろう若にやく男女問わず路上で寝ねている姿だの、前政権の酷ひどく落書きされていたり無む惨ざんに破られたりしてるポスターの上からきれいな現政権のポスターが貼はられていたりだの、なかなかお腹なかが痛くなる光景ばかり見てきてしまいました。今回の大おお阪さか城近辺の描びよう写しやなどに、おおきく影えい響きようを受けている、かも。

　冷静に見てみると、作中では「先日の『将軍御ご前ぜん試合』の結果、大阪城は半はん壊かいした」ってかんたんに書いてますけど、よく考えれば政治の中ちゆう枢すうがこんな状態になってたら国家はほとんど機能を発揮できませんよね。

　舞ぶ台たいが『大奥』中心のため政治機関としての大阪城の役割はあまり表にでてきませんが、作中でちらほらと政権崩ほう壊かいの兆きざしが見みえ隠かくれしております。『蛍ほたる』が目もく撃げきした大阪城の修理を集団欠勤している大工さんたち、警察ではない民間人が武装し勝手に『自衛』を始める光景、大衆を扇せん動どうし不ふ穏おんな動きをする諜ちよう報ほう機関、流通する武器弾だん薬やく……。人は生いけ垣がき、人は城、国民の大多数である『ふつうのひとたち』の信しん頼らいを失った国家は脆もろく、ふとした外圧あるいは内乱によって容易たやすく崩壊してしまいかねません。

　そんな時代に、『他にいないから』みたいな理由で消去法的に最高権力者になってしまった秀ひで影かげくんはこの国を立て直せるのか、それともあっさり敗北してさくらとどっかの田舎いなかで畑を耕す生活を送ることになるのか（それはそれで幸せそうだよなあ、と思ったので作中でさくらたちにそんな『あるかもしれない、未来』について語ってもらったりしましたが）まったく予断をゆるさない状態です、ど～すんだこれ。

　ともあれ、『現代大奥女学院』と謳うたっているからにはそんな具合に国の崩壊の仕方は現代っぽくしつつ、随ずい所しよに幕末ネタ、時代劇ネタなども仕込んでおります。まぁ『暴れん坊ぼう将軍』よろしく秀影くんが扇せん子すで戦ったりしたりとお遊びのたぐいなんですが、そういう現代モノと歴史モノがごちゃまぜ混こん沌とんとなったＩＦストーリーならではの部分も、『蛍』やまさかの『吸血姫ばんぱいあ』が嚙かんできてややこしくなってきた恋れん愛あい事情も含ふくめてまるごと楽しんでいただければ幸いです！　要素がいっぱいあって書くのが超ちよう大変ですが、そのぶんかつてないほどアドレナリン全開で執筆しております～！




　以下、謝辞です。

　的確にして豪ごう快かいな編集で暴走しがちなこの作品の牽けん引いんをしてくれる担当の山口さん、超忙いそがしいはずなのに毎回びっくりするほどの緻ち密みつで麗うるわしいイラストでこの世界を輝かがやかせてくれる絵師のみやま零ぜろさん、およびこの作品に関かかわってくれるすべての方々にお疲つかれさまです＆ありがとうございます！

　第四巻までこの得体のしれぬ作品を応おう援えんしてくれている読者の皆みなさまにも、あらためて感謝を。正直こんなグロ押しの企き画かくがここまでつづけられているのも、お手にとってくださる皆さまのおかげです。本来の予定では二巻で終わりだったもんなあ。

　ともあれ次回は三国志でいえば赤せき壁へきの戦い、さくらたち『大奥』勢と『吸血姫』たち『新撰組』がタッグを組んで悪逆非道の異国勢力『黒船』の本ほん拠きよ地ちたる長なが崎さきの出島に殴なぐりこみです。近ごろすっかり所帯じみてきた『赫あか竜とんぼ』たちも、そのおおいなる動乱のなかでどのような生き様を見せてくれるのか。

　同時に、『蠅王べるぜぶる』によって掌しよう握あくされた『大奥』において貧びん乏ぼうくじを引きまくって息もできない『蛍』は無事に生きのびられるのか！　ちょっと黒くろ姫ひめと同じぐらい可哀かわい想そうになってきましたよこの子は！

　そして何より東北地方をうろうろしてる『銀ぎん狼ろう』姐ねえさんは帰ってこれるのか～！　実は迷子になってませんかこれ、すごく心配……！（父親の眼まな差ざし）

　ともあれ過去最大の修しゆ羅ら場ばを迎むかえつつある愛と鮮血の学園ハーレム『大奥のサクラ』、今後ともよろしくお願いします！





ほととぎす　血になく声は　ありあけの　月よりほかに　知る人ぞなし




日日日　









[image: ]










大おお奥おくのサクラ




現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるよんっ！








日あ日き日ら
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